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『
白
樺
』
に
お
け
る
西
洋
美
術

　
　

―
初
期
数
年
間
の
西
洋
美
術
紹
介
を
中
心
に

―　
　

清

　水

　康

　次

は
じ
め
に

　
『
白
樺
』（
一
九
一
〇
・
四
～
一
九
二
三
・
八
）
は
文
芸
同
人
雑
誌
で
あ
る
と
同
時
に
美
術
雑
誌
と
し
て
の
一
面
を
持
ち
、
数
多
く
の
西
洋
美
術
を
紹
介
し
た
。
既

に
数
多
く
の
言
及
が
あ
る
が
、『
白
樺
』
は
、
毎
号
、
写
真
版
で
多
数
の
美
術
作
品
を
掲
載
し
、
加
え
て
初
期
に
お
い
て
は
、
多
く
の
文
章
で
西
洋
美
術
の
作
家

お
よ
び
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
、
美
術
全
集
や
画
集
の
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。
明
治
末
期
の
社
会
に
お
い
て
は
、
西
洋
美
術
に
対
す
る
興

味
は
広
く
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
紹
介
を
可
能
に
す
る
美
術
の
知
識
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
る
印
刷
技
術
に
お
い
て
も
、
十
分
な
力
を
持

つ
発
信
者
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
白
樺
』
の
紹
介
は
貴
重
で
あ
り
、
こ
の
雑
誌
を
定
期
購
読
し
、
愛
蔵
し
続
け
た
美
術
愛
好
家
も
少
な
く
な
か
っ
た

）
1
（

。

　

そ
の
紹
介
は
十
二
年
余
り
の
刊
行
期
間
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
て
は
い
く
が
、
紹
介
の
方
法
と
内
容
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
初
め
の
四
、五
年
間
は
、
近
代

の
西
洋
美
術
の
挿
画
と
紹
介
の
文
章
や
美
術
評
論
が
さ
か
ん
に
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
美
術
に
か
か
わ
る
文
章
は
次
第
に
減
少
し
、
七
年
目
（
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
）
あ
た
り
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
八
年
目
（
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
）
以
降
も
散
発
的
に
は
掲
載
さ
れ
る
も
の
の
、
岸
田
劉
生
や

柳
宗
悦
の
文
章
と
い
く
つ
か
の
翻
訳
が
目
に
留
ま
る
程
度
で
あ
る
。
一
方
、
写
真
版
の
方
は
一
貫
し
て
掲
載
さ
れ
続
け
る
が
、
次
第
に
近
代
の
西
洋
美
術
の
ほ
か
、
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ル
ネ
サ
ン
ス
期
や
そ
れ
以
前
の
美
術
、
ま
た
東
洋
の
美
術
も
含
ま
れ
て
く
る
。

　
『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
後
期
印
象
派
を
最
初
に
本
格
的
に
紹
介
し
、
日
本
人
の
愛
好
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
こ
と
が
功
績
の
第
一
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
人
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
へ
の
興
味
が
存
在
し
て
い
た
。『
白
樺
』
は
、
時
期
に
よ
っ
て
揺
れ
動
き
な
が

ら
、
古
今
東
西
の
美
術
に
広
く
関
心
を
示
し
て
い
く
。
例
え
ば
、「
革
命
の
画
家
」（
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
二
・
一
）
を
書
い
て
熱
っ
ぽ
く
後
期
印
象
派
を
紹

介
し
た
柳
宗
悦
は
、
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
に
心
酔
し
、
や
が
て
は
民
芸
の
主
唱
者
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
時
期
ご
と
に
、
特
定
の
対
象
に
強
い
関
心
を

示
し
、
ま
た
そ
の
対
象
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
他
の
同
人
に
お
い
て
も
同
様
で
、
し
か
も
、
そ
の
熱
中
と
変
化
は
ひ
と
り
ひ
と
り
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
定
の
美
術
思
想
や
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
作
品
が
誌
面
を
飾
り
続
け
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

時
代
状
況
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、『
白
樺
』の
西
洋
美
術
の
紹
介
は
、美
術
専
門
雑
誌
の
本
格
的
な
活
動
に
わ
ず
か
に
先
行
し
て
い
る
。
例
え
ば『
美
術
新
報
』は
、

岩
村
透
と
坂
井
犀
水
に
よ
っ
て
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
一
月
か
ら
誌
面
を
一
新
し
、
や
が
て
充
実
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）

年
四
月
に
は
、『
白
樺
』
の
美
術
へ
の
関
心
と
類
似
し
た
傾
向
を
持
つ
『
現
代
の
洋
画
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
以
前
に
、『
白
樺
』
に
先
行
す
る
芸
術
運
動
の
動
向
を

見
た（

２
）が

、
時
代
は
、『
明
星
』
に
お
け
る
日
本
の
洋
画
壇
と
の
〈コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

協
働
〉（
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
六
年
）
や
、
洋
画
壇
の
側
か
ら
文
芸
雑
誌
に
接
近
し
た
『
方
寸
』

（
一
九
〇
七
・
五
～
一
九
一
一
・
七
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
文
学
と
美
術
の
共
存
す
る
時
期
か
ら
、
美
術
界
が
自
立
し
て
成
熟
し
、
美
術
専
門
雑
誌
が
い
く
つ
も

発
刊
さ
れ
る
時
期
へ
と
急
速
に
移
行
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
美
術
界
の
成
長
か
ら
見
れ
ば
、『
白
樺
』
が
西
洋
美
術
の
紹
介
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
さ
え

い
え
る
。
例
え
ば
、『
現
代
の
洋
画
』
第
一
七
号
・
別
冊
（
一
九
一
三
・
八
）
の
「
後
期
印
象
派
」
号
は
、
木
村
荘
八
・
高
村
光
太
郎
・
岸
田
劉
生
の
翻
訳
文
と
紹

介
文
か
ら
な
り
、
八
枚
の
カ
ラ
ー
図
版
を
含
む
多
数
の
図
版
を
収
録
し
、
本
文
は
一
〇
七
頁
に
及
ぶ
。『
白
樺
』
の
先
蹤
を
追
う
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
美
術

雑
誌
が
『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
を
凌
駕
し
て
い
く
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
の
文
章
が
四
、五
年
で
激
減
し
て
し
ま
う
の
は

必
然
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
移
行
期
間
の
狭
間
に
す
べ
り
込
む
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
ら
と
重
な
り
合
い
な
が
ら
、『
白
樺
』
は
美
術
紹
介
に
情
熱
を

注
ぎ
、
し
か
も
、
そ
れ
が
読
者
に
強
い
印
象
を
与
え
て
い
く
。
西
洋
美
術
が
日
本
に
定
着
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、『
白
樺
』
は
、
わ
ず
か
な
時
代
の
隙
間
に

大
き
な
足
跡
を
刻
み
込
む
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
や
条
件
が
そ
の
よ
う
な
結
果
を
作
り
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
か
ら
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
ご
ろ
ま
で
の
四
、五
年
間
、『
白
樺
』
が
美
術
に
熱
い
視
線
を
注
い
だ
時
期
に
注
目
し
、『
白

樺
』
と
西
洋
美
術
と
の
か
か
わ
り
を
具
体
的
に
か
つ
総
合
的
に
観
察
し
て
い
き
た
い
。
既
に
数
多
く
の
先
行
研
究
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
見
逃
さ
れ
て
き
て
い
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る
こ
と
や
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
美
術
の
側
か
ら
の
研
究
は
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
文
学
の
側
か
ら
の
研
究
は
そ

れ
に
匹
敵
す
る
と
は
言
え
な
い
。
文
学
よ
り
の
視
点
を
取
り
な
が
ら
観
察
し
て
い
け
ば
、『
白
樺
』
の
同
人
を
一
括
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向

性
の
違
い
も
見
え
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、『
白
樺
』
に
と
っ
て
、
ま
た
同
人
た
ち
に
と
っ
て
西
洋
美
術
が
持
っ
て
い
た
意
味
や
価
値
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。

一　

先
行
す
る
芸
術
運
動
の
踏
襲
と
離
脱

　
　
　

１　

創
刊
期
に
お
け
る
美
術
関
連
の
記
事

　
『
白
樺
』
の
創
刊
号
（
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）・
四
）
か
ら
第
三
号
（
同
・
六
）
ま
で
の
各
冊
に
お
け
る
美
術
関
連
の
記
事
（
以
下
、
文
章
と
図
版
を
あ
わ
せ

て
そ
う
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
表
紙
絵
は
本
稿
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
省
く
）
を
同
誌
の
記
述
に
従
っ
て
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　創
刊
号
（
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）・
四
）

文
章　

・
Ｋ
Ｋ
生
（
児
島
喜
久
雄
）「
独
逸
の
絵
画
に
於
け
るN

euidealisten

㈠
」
一
七
︲
三
二
頁

　
　
　

・
記
者
「
挿
画
に
就
て
」
五
二
頁

　
　
　

・
記
者
「
カ
ツ
ト
に
就
て
」
五
二
︲
五
三
頁

図
版　

・
ク
リ
ン
ゲ
ル
《A

n�die�Schönheit

》（
美
に
寄
す
）

　
　
　

・
ベ
ッ
ク
リ
ン
《
森
の
沈
黙
》（D

as�Schw
eigen�im

�W
alde

）

　
　
　

・
シ
ュ
ツ
ッ
ク
《
罪
》（D

ie�Sünde

）

　
　
　

・
フ
ィ
デ
ュ
ス　

カ
ッ
ト
六
種
（《
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
》《
ス
ヰ
ン
バ
ー
ン
》《
シ
ア
ウ
カ
ル
》《
ベ
ル
レ
ー
ヌ
》《
ノ
バ
リ
ス
》
無
題
一
点
）

　
　
　

・
Ｋ
Ｋ
生
（
児
島
喜
久
雄
）
表
紙
絵

　第
二
号
（
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）・
五
）

文
章　

・
有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
八
︲
二
二
頁
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・
児
島
喜
久
雄
「
独
逸
新
理
想
派
の
画
家
（
承
前
）」
二
三
︲
四
一
頁

　
　
　

・
里
見
弴
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
」
四
七
︲
五
一
頁

　
　
　

・
児
島
喜
久
雄
・
山
内
英
夫
（
里
見
弴
）・
志
賀
直
哉
「
コ
ス
モ
ス
画
会
合
評
」
六
〇
︲
六
四
頁

図
版　

・
ゴ
ー
ガ
ン
《
タ
イ
チ
の
女
》（La�Fem

m
e�de�T

ahiti

）

　
　
　

・
セ
ザ
ン
ヌ
《
静
物
》（La�nature�m

orte

）

　
　
　

・
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン　

木
版
九
種
（《
ベ
ル
レ
ー
ヌ
》《
ゾ
ラ
》《
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
》《
自
画
像
》《
ポ
ー
》
無
題
四
点
）

　
　
　

・
児
島
喜
久
雄　

表
紙
絵
（
創
刊
号
と
同
じ
柄
に
別
の
彩
色
を
施
し
た
も
の
）

　第
三
号
（
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）・
六
）

文
章　

・
有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
二
九
︲
四
三
頁

　
　
　

・
柳
宗
悦
「
オ
ー
ブ
レ
ー
・
ビ
ア
ー
ズ
レ
」
四
四
︲
四
六
頁

　
　
　

・
一
記
者
「
挿
画
の
サ
ロ
メ
に
就
い
て
」
五
三
頁

図
版　

・
ク
リ
ン
ゲ
ル
《
サ
ロ
メ
》（Salom

e

）

　
　
　

・
セ
ザ
ン
ヌ
《
自
画
像
》（Portrait�par�lui�m

êm
e

）

　
　
　

・
ビ
ア
ー
ズ
レ
木
版
五
点
（《
舞
姫
の
得
た
る
か
づ
け
も
の
》《
自
画
像
》《
レ
ジ
ャ
ン
ヌ
》《
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
》《
メ
ッ
サ
リ
ナ
》）

　
　
　

・
二
点
の
カ
ッ
ト
（《
マ
ー
ク
、
ト
ヱ
ン
》《
ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン
》）

　
　
　

・
児
島
喜
久
雄　

表
紙
絵
（
創
刊
号
・
第
二
号
と
同
じ
柄
に
別
の
彩
色
を
施
し
た
も
の
）

　

創
刊
期
の
三
号
は
そ
れ
ぞ
れ
に
美
術
関
連
の
記
事
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
西
洋
美
術
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
何
人
も
の
美
術
家
と
そ
の

作
品
が
、
図
版
と
文
章
と
の
二
つ
の
手
段
で
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
図
版
に
は
、
写
真
版（

３
）と

木
版
の
二
つ
の
印
刷
技
術
が
区
別
し
て
使
わ
れ
る
。
文
章
の
方
は
、
児

島
喜
久
雄
の
「
独
逸
の
絵
画
に
於
け
るN

euidealisten

㈠
」
の
よ
う
な
専
門
的
な
硬
い
内
容
の
紹
介
や
、
有
島
生
馬
の
「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
の
よ
う

な
渡
欧
画
学
生
の
印
象
に
裏
打
ち
さ
れ
た
紹
介
が
あ
る
一
方
、
そ
の
号
に
掲
載
さ
れ
た
挿
画
の
簡
単
な
紹
介
文
も
あ
る
。
図
版
印
刷
に
も
紹
介
文
に
も
、
多
種
の

も
の
が
共
存
し
て
い
る
。
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内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
次
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
．��

ベ
ッ
ク
リ
ン
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
（
以
下
、
引
用
部
分
以
外
で
は
ク
リ
ン
ガ
ー
と
表
記
す
る
）・
シ
ュ
ツ
ッ
ク
（
以
下
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
と
表
記
す
る
）
な
ど

ド
イ
ツ
象
徴
主
義（

４
）の

美
術
に
か
か
わ
る
も
の
。

Ｂ
．
セ
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ー
ガ
ン
な
ど
後
期
印
象
派
に
か
か
わ
る
も
の
。

Ｃ
．
フ
ィ
デ
ュ
ス
・
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
・
ビ
ア
ー
ズ
レ
（
以
下
、
引
用
部
分
以
外
で
は
ビ
ア
ズ
リ
ー
と
表
記
す
る
）
な
ど
の
カ
ッ
ト
・
木
版
画
に
か
か
わ
る
も
の
。

Ｄ
．「
コ
ス
モ
ス
画
会
合
評
」
の
み
だ
が
、
当
時
の
日
本
で
の
展
覧
会
評
。

　

こ
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
創
刊
期
の
三
号
に
お
け
る
美
術
と
の
か
か
わ
り
が
特
定
の
内
容
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
Ａ
」「
Ｂ
」
が
西
洋
美
術
に
か
か
わ
る
美
術
家
お
よ
び
作
品
の
紹
介
で
あ
り
、「
Ｃ
」
は
美
術
紹
介
と
雑
誌
の
装
飾
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
り
、「
Ｄ
」
は
日
本
の
画

壇
の
展
覧
会
に
つ
い
て
の
合
評
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
隔
た
り
の
大
き
い
文
章
が
混
在
し
て
い
る
。
創
刊
期
の
三
号
の
美
術
関
連
の
記
事
を
総
括
す
れ
ば
、
そ

の
特
色
は
集
中
性
と
混
在
性
に
あ
り
、
特
定
の
内
容
へ
の
偏
り
と
精
粗
の
共
存
が
目
立
つ
。
そ
の
中
で
、「
Ｃ
」
に
類
す
る
も
の
と
「
Ｄ
」
に
類
す
る
も
の
と
は

創
刊
期
以
降
次
第
に
減
少
し
て
い
く
。「
Ａ
」「
Ｂ
」
に
類
す
る
も
の
は
増
加
し
、
中
で
も
「
Ｂ
」
の
後
期
印
象
派
の
紹
介
へ
の
集
中
が
見
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
よ

う
に
、『
白
樺
』
の
美
術
関
連
記
事
が
、
創
刊
期
以
降
に
た
ど
る
変
化
は
大
き
く
、
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

　

先
走
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
中
の
「
Ａ
」
か
ら
「
Ｂ
」
へ
の
変
化
、
つ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
西
洋
美
術
が
、
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
美
術
か
ら
始
ま
っ
て
後
期
印
象
派

の
美
術
へ
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
本
多
秋
五
の
着
目
で
あ
る
。「
ク
リ
ン
ゲ
ル
の
画
に
、
肉
体

が
罪
悪
と
し
て
で
な
く
、
自
然
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
て
喜
び
（『
或
る
男
』）、
そ
れ
に
相
応
す
る
程
度
の
文
学
観
を
も
つ
て
ゐ
た
は
ず
の
武
者

小
路
が
、
格
別
の
支
障
も
な
く
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
の
画
に
一
足
と
び
に
共
感
を
感
じ
る
こ
と
」
に
対
し
て
、
本
多
は
不
自
然
さ
を
見
出
し
、「
そ
こ
に
あ
る
「
跨

ぎ
」
が
あ
る
」
と
述
べ
た（

５
）。

後
に
見
る
が
、
こ
の
指
摘
を
受
け
て
い
く
つ
も
の
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
本
多
は
後
に
、
美
術
紹
介
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

よ
り
包
括
的
な
創
刊
期
の
「
方
向
未
定
の
混
沌
状
態
」
に
目
を
向
け
直
す
。
彼
は
、「
創
刊
当
時
の
『
白
樺
』
は
、
同
人
た
ち
の
成
長
の
程
度
に
お
い
て
も
、
そ

の
好
み
や
志
望
方
向
に
お
い
て
も
、
か
な
り
混
沌
と
し
て
い
た
」
と
述
べ
、
同
人
相
互
の
意
識
の
違
い
に
ま
で
着
目
は
拡
大
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
に
お

い
て
も
、「『
白
樺
』
の
美
術
的
志
向
」
が
、「
柳
宗
悦
の
「
革
命
の
画
家
」
と
、
武
者
小
路
実
篤
の
小
文
「
後
印
象
派
に
就
て
」
と
を
同
時
に
載
せ
た
第
三
年
目

に
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
明
瞭
に
な
る
」
と
述
べ
、「
主
体
の
奮
励
を
第
一
義
と
す
る
人
生
観
が
、
主
体
の
表
現
に
重
点
を
お
く
後
期
印
象
派
絵
画
へ
の
開
眼
へ
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と
つ
き
す
す
ん
だ
」
と
い
う
文
章
で
結
ん
で
い
る（

６
）。

そ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
着
目
の
拡
大
が
生
か
さ
れ
な
い
。
右
に
見
た
美
術
関
連
の
記
事
の
変
化
に
つ
い
て

も
、
説
明
さ
れ
な
い
部
分
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

先
の
分
類
か
ら
知
ら
れ
る
集
中
性
と
混
在
性
は
、確
か
に
本
多
の
言
う
よ
う
に
、『
白
樺
』の
進
路
が
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
求
め
ら
れ
る
。た
だ
、

「
同
人
た
ち
の
成
長
の
程
度
」
と
「
好
み
や
志
望
方
向
」
の
「
混
沌
状
態
」
は
、
本
多
も
あ
る
面
で
は
そ
れ
を
認
め
て
い
る
の
だ
が
、
基
本
的
に
『
白
樺
』
の
長

い
刊
行
期
間
を
通
じ
て
継
続
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
人
た
ち
が
あ
る
ま
と
ま
り
を
見
せ
、主
調
と
な
る
「
好
み
や
志
望
方
向
」
が
続
く
時
期
が
あ
っ

た
し
て
も
、
次
に
は
ま
た
そ
の
主
調
は
変
化
し
、
分
散
し
て
い
く
。
彼
ら
の
興
味
は
、
同
人
各
々
の
個
性
重
視
を
背
景
に
し
て
、
時
期
ご
と
に
形
を
変
え
な
が
ら

い
く
つ
も
の
発
生
と
隆
盛
と
消
滅
と
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　
『
白
樺
』
に
お
け
る
美
術
関
連
の
記
事
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
集
中
性
と
混
在
性
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
も
の

を
つ
き
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
先
の
分
類
で
い
え
ば
、「
Ｃ
」「
Ｄ
」
に
類
す
る
も
の
が
減
少
す
る
一
方
で
、
新
た
に
始
ま
る
美
術
関
連
記
事

の
形
態
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
時
期
的
な
増
減
が
あ
る
。
同
人
た
ち
の
動
向
と
記
事
の
推
移
は
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、『
白
樺
』

に
お
け
る
西
洋
美
術
の
意
味
や
価
値
の
解
明
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
創
刊
期
の
美
術
関
連
記
事
の
混
在
性
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、「
Ａ
」
～
「
Ｄ
」
に
分
類
し
た
美
術
関
連
記
事
に
、『
明
星
』
ほ
か
の
先
行
す
る
芸
術
運
動
を

踏
襲
し
て
い
る
部
分
と
、『
白
樺
』
独
自
の
美
術
と
の
か
か
わ
り
方
を
求
め
て
い
る
部
分
と
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
成
り
立
つ
。『
白
樺
』
と
美
術
と
の

か
か
わ
り
は
、
ま
っ
た
く
独
自
に
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る
『
明
星
』
な
ど
の
運
動
に
学
び
、
そ
の
形
を
受
け
継
ぐ
側
面
も
備
え
て
い
る
。
同
時
に
、『
白

樺
』
同
人
た
ち
は
、
彼
ら
に
も
っ
と
も
適
し
た
美
術
と
の
か
か
わ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、「
Ａ
」
～
「
Ｄ
」
の
要
素
に
変

化
が
生
じ
て
く
る
。
踏
襲
さ
れ
た
要
素
は
次
第
に
削
り
落
と
さ
れ
て
、『
白
樺
』
特
有
の
美
術
と
の
か
か
わ
り
が
確
定
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
創
刊
期
の
『
白
樺
』
に
掲
載
さ
れ
た
美
術
の
要
素
が
そ
れ
以
後
に
遂
げ
て
い
く
変
化
を
見
、『
白
樺
』
独
自
の
美
術
と
の
か
か
わ
り
方
が
選
び
と
ら

れ
て
い
く
過
程
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

２　

洋
画
壇
と
の
関
係
の
独
自
性

　

ま
ず
、「
Ｄ
」の
展
覧
会
評
か
ら
見
て
行
こ
う
。同
時
代
の
画
壇
の
展
覧
会
に
対
す
る
批
評
の
少
な
さ
は
、『
白
樺
』全
体
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
。そ
の
こ
と
は
、『
白
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樺
』
の
美
術
と
の
か
か
わ
り
の
特
色
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
明
星
』
の
場
合
と
異
な
っ
て
、『
白
樺
』
は
、
日
本
の
洋
画
壇
全
体
と
の
親
密
な
関
係

を
求
め
て
は
い
か
な
い
。
第
二
号
の
児
島
喜
久
雄
・
山
内
英
夫
（
里
見
弴
）・
志
賀
直
哉
に
よ
る
「
コ
ス
モ
ス
画
会
合
評
」
は
稀
な
例
で
あ
り
、
創
刊
期
の
混
在

性
の
現
れ
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
コ
ス
モ
ス
画
会
合
評
」
に
し
て
も
画
壇
と
の
関
係
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

コ
ス
モ
ス
会
は
、
東
京
美
術
学
校
を
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
卒
業
す
る
同
級
生
た
ち
が
作
っ
た
画
会
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
三
年
四
月
三
日
か
ら
一
週
間
、
赤
坂
溜
池
三
会
堂
で
コ
ス
モ
ス
会
が
第
二
回
展
を
開
き
、
卒
業
制
作
と
在
学
五
年
間
の
作
品
を
展
示
し
た
。
コ

ス
モ
ス
会
は
（
中
略
）
明
治
四
十
三
年
西
洋
画
科
卒
業
の
田
中
良
、
田
辺
至
、
長
谷
川
昇
、
岡
本
一
平
、
近
藤
浩
一
路
、
藤
田
嗣
治
そ
の
他
が
作
っ
た
会
で
、

何
か
と
目
立
つ
行
動
を
す
る
こ
と
で
校
内
で
は
有
名
だ
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
俊
才
が
多
く
、そ
の
卒
業
制
作
は
「
近
年
比
類
な
き
好
成
績
」（『
美
術
新
報
』

第
九
巻
第
四
号
。
明
治
四
十
三
年
二
月
一
日
）
と
評
さ
れ
た
。
山
脇
信
徳
、
池
辺
鈞
、
大
谷
浩
、
九
里
四
郎
ら
も
同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
る（

７
）。

　

展
覧
会
が
、
山
脇
信
徳
・
九
里
四
郎
と
い
う
『
白
樺
』
の
準
同
人
の
参
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
批
評
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
だ
美
術
に
対

す
る
姿
勢
の
定
ま
っ
て
い
な
い
創
刊
期
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
に
近
し
い
者
の
展
覧
会
評
が
、『
明
星
』
等
の
そ
れ
を
ま
ね
る
形
で
企
画
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る（

８
）。

冒
頭
に
、「
ど
う
せ
素
人
評
で
あ
る
の
だ
か
ら
其
つ
も
り
で
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」（
同
号
、
六
〇
頁
）
と
あ
る
が
、
三
人
の
鑑
賞
の
姿
勢
や
評
の
述
べ
方
は
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
。
里
見
弴
は
お
も
に
好
き
嫌
い
を
言
い
、
志
賀
直
哉
は
い
く
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
雄
弁
で
あ
り
、
児
島
喜
久
雄
が
も
っ
と
も
美
術
作
品
と
し
て

の
評
価
を
心
が
け
て
い
る
。

　
『
白
樺
』
は
、
有
島
生
馬
・
岸
田
劉
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
人
な
い
し
準
同
人
の
中
に
洋
画
家
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
準
同
人
と
い
え
る
人
々
の
中
に
は
、

九
里
四
郎
・
南
薫
造
・
山
脇
信
徳
な
ど
が
あ
り
、
他
に
寄
稿
者
と
し
て
は
、
梅
原
龍
三
郎
・
河
野
通
勢
・
斎
藤
与
里
・
高
村
光
太
郎
・
津
田
青
楓
・
柳
敬
助
ほ
か

が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
や
草
土
社
の
運
動
も
、
二
科
会
の
創
立
も
、『
白
樺
』
の
近
辺
で
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、『
白
樺
』
が
当
時
の
画
壇
の
動
向
に
無

関
心
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
白
樺
』
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
誌
上
に
お
い
て
は
、
画
壇
の
展
覧
会
や
動
向
に
は
積
極
的
な
関
心
を
示
さ
な

い
。
先
に
見
た
よ
う
な
美
術
雑
誌
の
成
長
が
そ
の
理
由
の
一
つ
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
展
覧
会
評
を
担
う
べ
き
メ
デ
ィ
ア
は
他
に
育
っ
て
き
て
い
た
。

　

し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が
独
自
の
運
動
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
仲
間
た
ち
の
展
覧
会
を
主
催
し
、
西
洋

美
術
の
複
製
画
・
購
入
し
た
版
画
・
西
洋
の
美
術
家
か
ら
直
接
贈
ら
れ
た
作
品
等
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
。
準
同
人
と
い
え
る
山
脇
信
徳

の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
脇
お
よ
び
実
篤
と
木
下
杢
太
郎
と
の
間
に
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
が
闘
わ
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
限
ら
れ
た
美
術
家
や
作
品
だ
け
を
問
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題
に
し
、強
く
支
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。『
白
樺
』に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、画
壇
の
展
覧
会
の
批
評
で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
展
覧
会
の
広
告
や
報
告
で
あ
る
。『
白

樺
』
は
、
整
っ
て
き
た
体
制
と
の
関
係
を
築
こ
う
と
は
せ
ず
、
ま
た
そ
の
批
判
に
多
く
の
誌
面
を
割
く
こ
と
も
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
美
術
へ
の
思
い
を
直
接
発
信

す
る
道
を
選
ん
で
い
く
。

　

西
洋
美
術
の
紹
介
は
、
そ
の
選
択
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ロ
ダ
ン
に
書
簡
を
送
っ
て
交
流
を
持
ち
、
ク
リ
ン
ガ
ー
や
フ
ォ
ー
ゲ
ラ
ー
か
ら
書
簡
を

得
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
に
近
し
い
同
時
代
の
日
本
の
洋
画
家
と
は
支
え
合
う
関
係
を
築
き
つ
つ
、
彼
ら
の
視
線
は
よ
り
多
く
西
洋
の
美
術
に
向
か
い
、
西
洋
美
術

と
の
関
係
に
重
き
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
白
樺
』
の
美
術
雑
誌
と
し
て
の
側
面
に
は
大
き
な
偏
り
が
あ
る
。
誌
上
に
お
け
る
記
事
と
し
て
は
、
図
版

と
文
章
に
よ
る
西
洋
美
術
紹
介
を
中
心
と
し
、
美
術
家
か
ら
の
寄
稿
や
同
人
た
ち
の
美
術
に
か
か
わ
る
翻
訳
や
随
想
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
「
コ
ス
モ
ス
画
会
合
評
」
以
降
の
画
壇
の
展
覧
会
の
批
評
と
し
て
は
、
第
一
巻
第
九
号
（
一
九
一
〇
・
一
二
）
に
、
細
川
護
立
（
署
名
は
「
小
嵐
」）「
公
設
展
覧

会
の
日
本
画
を
見
て
」が
あ
る
。
第
四
回
の
文
展（
一
九
一
〇
・
一
〇
・
一
四
～
一
一
・
二
三
、竹
ノ
台
陳
列
館
）の
日
本
画
に
つ
い
て
の
個
人
評
で
あ
る（

９
）。

細
川
に
は
、

ほ
か
に
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
一
一
・
三
）
の
「
玉
田
展
覧
会
」
と
い
う
小
文
（
署
名
は
「
嵐
」）
が
あ
る

）
（（
（

。
児
島
喜
久
雄
は
、第
二
巻
第
一
一
号
（
一
九
一
一
・
一
一
）

に
「
第
五
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
の
油
絵
」
と
い
う
こ
の
年
の
文
展
（
一
〇
・
一
四
～
一
一
・
一
九
、
竹
ノ
台
陳
列
館
）
の
個
人
評
を
掲
載
す
る
が
、
こ
れ
が
展
覧

会
評
と
し
て
も
っ
と
も
本
格
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
に
は
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
引
き
金
に
も
な
っ
た
、
第
二
巻
第
六
号
（
一
九
一
一
・
六
）
の
有
島
壬
生
馬

（
生
馬
）「
琅
玕
洞
に
於
け
る
山
脇
信
徳
氏
の
近
作
」
が
あ
る
が
、
画
壇
の
展
覧
会
の
批
評
と
い
え
る
の
は
せ
い
ぜ
い
こ
れ
ら
五
編
程
度
で
、
最
初
の
二
年
間
に
集

中
し
、
以
後
は
姿
を
消
す
。

　

つ
ま
り
、
児
島
喜
久
雄
（
一
八
八
七
―
一
九
五
〇
年
）
の
「
第
五
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
の
油
絵
」
の
み
が
例
外
的
と
い
え
る
。
こ
の
展
覧
会
評
は
、『
明
星
』

等
の
典
型
的
な
展
覧
会
評
の
形
を
踏
襲
し
、
画
壇
や
文
展
の
鑑
賞
者
に
視
線
を
向
け
て
書
か
れ
て
い
る
。『
白
樺
』
で
は
異
質
と
い
え
る
、
こ
の
展
覧
会
評
の
内

容
を
見
て
お
き
た
い
。

　

児
島
は
、
ま
ず
、
作
品
批
評
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
後
に
、
藤
島
武
二
《
幸
あ
る
朝
》、
南
薫
造
《
瓦
焼
き
》
以
下
六
点
の
作
品
に
つ

い
て
詳
し
い
評
を
記
し
て
い
る
。
柳
敬
助
の
《
病
婦
》
の
評
を
引
用
し
て
お
こ
う
。　

　
　

　

病
床
に
あ
る
婦
人
の
半
身
が
描
い
て
ご
ざマ

マま
す
、
僕
は
こ
の
絵
を
以
て
今
度
の
展
覧
会
の
油
絵
中
最
も
優
れ
た
作
品
と
す
る
に
躊
躇
い
た
し
ま
せ
ん
、
ま

こ
と
に
此
絵
は
病
婦
の
或
る
物
を
捕
へ
て
お
り
ま
す
、
直
截
に
し
て
細
心
な
る
自
然
の
観
察
と
色
調
に
対
す
る
微
妙
な
る
感
覚
と
大
様
な
る
筆
致
と
に
よ
つ
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図版①　‌柳敬助《病婦》
※‌図版の所蔵・提供機関等については、末尾の「図
版一覧」に掲げる。以下同じ。

て
画
家
は
自
然
の
要
点
を
捕
へ
て
お
り
ま
す
、
白
と
藍
と
肌
色
と
灰
色
と
の
寂
し
き
調
和
を

賞
す
る
前
に
、左
の
手
の
拙
づ
過
ぎ
る
の
を
評
す
る
前
に
人
生
は
吾
々
に
語
つ
て
お
り
ま
す
、

こ
の
場
合
画
家
の
目
差
す
所
は
病
婦
の
表
現
に
あ
つ
て
単
に
色
に
よ
つ
て
起
る
感
情
等
に
の

み
に
限
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
、
其
の
表
現
の
要
を
得
た
結
果
と
し
一
片
の
人
生
を
宿
し
て

居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、（
第
二
巻
第
一
一
号
、
一
四
九
頁
）

　

児
島
は
、
何
の
賞
も
受
け
な
か
っ
た
作
品
を
「
今
度
の
展
覧
会
の
油
絵
中
最
も
優
れ
た
作
品
」

と
評
価
し
、
自
身
の
評
価
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
柳
敬
助
も
『
白
樺
』
に
近
し
い
美
術
家
だ

が
、
審
査
結
果
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
優
れ
て
い
る
と
思
う
作
品
を
支
持
す
る
。
そ
の

姿
勢
は
他
の
同
人
の
姿
勢
と
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
。
そ
し
て
、
評
の
内
容
は
、『
明
星
』
等
の

展
覧
会
評
と
比
較
し
て
も
、
明
快
な
評
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
展
は
、
東
京
会
場
に
お
い
て
、
第
五
回
（
一
九
一
一
年
）
に
は
約
九
万
人
の
入
場
者
が
あ
り
、

第
六
回
（
一
九
一
二
年
）
に
は
約
十
六
万
人
の
入
場
者
に
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。
官
制
の
展
覧

会
へ
の
関
心
は
膨
れ
上
が
り
、
い
わ
ば
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
美
術
家
の
み
な
ら
ず
公
衆
の

興
味
の
的
に
な
る
。
そ
れ
が
合
否
を
決
め
賞
ま
で
与
え
る
制
度
で
あ
っ
た
た
め
に
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
作
品
が
正
し
く
理
解
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
は
喧
し
い
議
論
が
あ
っ
た
。
児
島
は
、
そ
の
評
価
の
問
題
に
立
ち
入
り
、
作
品
批
評
に
つ
い
て
の
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
見
解
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。

批
評
は
其
の
元
来
の
性
質
か
ら
見
て
直
接
美
術
家
を
益
す
る
や
う
な
場
合
の
稀
な
の
は
当
然
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
、
批
評
は
作
家
の
為

に
あ
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
公
衆
の
為
に
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
其
の
主
と
す
る
所
は
其
の
彼
此
の
作
品
の
上
に
下
す
判
定
よ
り
も
寧
ろ
公
衆
に
作

品
に
接
し
得
可
き
鑑
識
を
授
け
若
し
く
は
其
の
既
に
有
す
る
所
を
拡
張
す
る
点
に
あ
る
の
だ
と
思
ひ
ま
す
、
木
下
（
杢
）
君
の
比
喩
を
転
用
し
て
言
へ
ば
公

衆
に
入
れ
目
を
す
る
所
に
あ
る
の
だ
と
思
ひ
ま
す
、
此
点
か
ら
言
へ
ば
美
術
家
も
批
評
を
軽
蔑
す
る
場
合
ば
か
り
で
な
く
感
謝
す
る
場
合
も
少
く
は
な
い
だ

ら
う
と
思
は
れ
ま
す
、
批
評
は
公
衆
と
芸
術
家
と
の
間
の
嶮
し
い
谷
間
に
橋
を
架
け
る
の
で
す
、
足
弱
の
手
を
引
い
て
健
脚
の
跡
を
追
ふ
の
で
す
、
批
評
の
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効
果
は
こ
ゝ
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
此
点
以
外
に
之
を
求
め
る
の
は
誤
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
、（
同
号
、
一
四
七
頁
）

　

児
島
は
、
批
評
家
に
鑑
賞
者
に
対
す
る
教
育
的
な
使
命
を
課
し
、
突
き
進
む
美
術
家
と
置
き
去
り
に
さ
れ
る
鑑
賞
者
と
の
隔
た
り
を
埋
め
る
役
割
を
期
待
す
る
。

　

児
島
評
の
掲
載
さ
れ
た
『
白
樺
』
第
二
巻
第
一
一
号
（
一
九
一
一
・
一
一
）
に
は
、木
下
杢
太
郎
の
「
山
脇
信
徳
君
に
答
ふ
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、ち
ょ
う
ど
「
絵

画
の
約
束
」
論
争
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
見
て
行
き
た
い
が
、
山
脇
信
徳
の
作
品
の
褒
貶
に
端
を
発
し
て
、

美
術
が
個
性
の
発
現
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
杢
太
郎
は
、
美
術
家
が
公
衆
と
同
じ
地
平
に
立
つ
こ
と
を
必
要
と
し
、
公
衆
に
理
解
さ
れ
る
美
術
を

求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
脇
や
実
篤
は
、
公
衆
の
理
解
や
評
価
を
忖
度
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
個
性
に
の
み
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
美
術
家
の
理
想
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
児
島
の
位
置
は
、
山
脇
や
実
篤
の
位
置
と
も
杢
太
郎
の
位
置
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
山
脇
や
実
篤
の
よ
う
に
美
術
家
の
個
性
に
す
べ

て
を
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
杢
太
郎
の
よ
う
に
公
衆
の
理
解
可
能
な
作
品
を
要
求
す
る
の
で
も
な
く

）
（（
（

、
児
島
は
、
両
者
の
遠
い
距
離
を
認
め
た
う
え
で
、
そ
れ
を

繋
ぐ
批
評
家
の
登
場
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
そ
の
も
の
を
も
批
判
し
う
る
卓
見
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
児
島
は
、
続
け
て
「
上
述
の
批
評
家
の
資
格
の
重
な
る
部
分
」
が
自
分
に
は
欠
け
て
い
る
と
言
う
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
七
月
に
東
京
帝
大
哲

学
科
美
学
専
修
を
卒
業
し
、大
学
院
に
進
学
し
て
大
塚
保
治
の
下
で
欧
州
美
術
史
を
専
攻
す
る

）
（（
（

児
島
こ
そ
、そ
の
よ
う
な
批
評
家
と
し
て
の
学
識
と
資
質
と
を
持
っ

た
稀
有
な
人
材
で
あ
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
彼
の
述
べ
た
批
評
家
へ
の
道
を
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
巻
第
一
一
号
（
一
九
一
二
・
一
一
）

の
「
自
然
の
見
方
」
と
い
う
文
章
で
は
、
第
六
回
の
文
展
に
つ
い
て
、「
公
設
展
覧
会
の
多
数
の
画
家
は
此
素
人
と
五
十
歩
百
歩
の
態
度
を
以
て
製
作
し
て
居
る

や
う
で
あ
る
」（
同
号
、
一
六
八
頁
）
と
述
べ
、
実
作
者
も
審
査
員
も
鑑
賞
者
も
す
べ
て
未
熟
な
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
児
島
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
矢
代
幸
雄
と
と
も
に
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
『
美
術
新
報
』
の
編
集
を
担
当
す
る
。
先

の
教
育
的
な
役
割
の
実
践
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
以
降
、
他
の
新
聞
や
雑
誌
に
、
い
く
つ
も
の
展
覧
会
評
を
書
き
、
特
に
昭
和
期
に

は
辛
口
の
批
評
家
と
し
て
名
を
は
せ
る
こ
と
に
な
る
。

時
に
多
少
悪
口
趣
味
に
陥
り
、
私
す
ら
随
分
ひ
ど
い
な
、
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
で
児
島
は
随
分
不
必
要
に
恨
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

彼
は
そ
れ
を
平
気
で
押
し
通
す
勇
気
を
一
生
失
わ
な
か
っ
た
。
彼
は
性
格
的
に
剛
い
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
批
評
家
の
任
務
は
峻
厳
で
あ
る
。
現
代
の
美
術

批
評
家
が
世
間
上
手
に
な
っ
て
、
憎
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
殆
ん
ど
言
わ
な
く
な
り
、
批
評
は
作
品
や
作
家
の
紹
介
的
解
説
の
よ
う
に
な
り
が
ち
の
今
日
、

私
は
児
島
が
眼
を
光
ら
し
て
い
た
よ
う
な
存
在
は
、
画
壇
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
っ
た
、
と
憶
い
出
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い

）
（（
（

。
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児
島
は
、
学
識
を
蓄
え
て
、
作
品
評
価
の
基
準
を
高
め
、
厳
し
い
批
評
を
公
表
し
て
い
く
。
端
的
に
言
え
ば
、
児
島
は
、
自
身
の
評
価
基
準
に
届
か
な
い
作
品

と
美
術
家
を
叱
正
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、「
公
衆
と
芸
術
家
と
の
間
の
嶮
し
い
谷
間
に
橋
を
架
け
る
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
児
島
の
行
う
批
評

の
意
味
と
目
的
は
別
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
。
後
の
「
美
術
家
の
批
評
と
批
評
家
の
批
評
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
七
・
一
一
・
一
九
～
二
二
）
を
見
れ
ば
、

そ
の
姿
勢
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

作
品
の
こ
と
は
作
者
が
一
番
よ
く
知
っ
て
居
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
作
因
か
ら
表
現
の
完
成
に
至
る
ま
で
す
べ
て
精
し
く
知
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
だ

か
ら
自
負
の
高
い
作
者
は
往
々
批
評
な
ん
か
は
聞
き
た
く
な
い
と
い
う
。
う
る
さ
い
ば
か
り
で
何
に
も
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
然
し
作
品
を
人
に
示
す

の
は
批
評
せ
よ
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。（
中
略
）
作
品
が
表
現
で
あ
る
以
上
他
人
に
対
し
て
所
期
の
効
果
を
有
し
な
け
れ
ば
何
も
な
ら
な
い
、
他
人
に

対
す
る
効
果
を
明
瞭
に
示
し
て
く
れ
る
の
は
批
評
だ
け
で
あ
る
、
効
果
の
程
度
は
批
評
に
よ
っ
て
量
る
よ
り
道
が
無
い
、（
中
略
）
批
評
は
作
者
に
と
っ
て

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
の
で
あ
る

）
（（
（

。

　

児
島
に
と
っ
て
の
批
評
は
、
美
術
家
と
公
衆
の
関
係
の
場
か
ら
、
美
術
家
と
専
門
的
批
評
家
の
関
係
の
場
に
位
置
を
移
し
て
い
く
。
そ
の
変
化
は
、
研
究
者
の

道
を
選
ん
だ
児
島
に
と
っ
て
は
必
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、『
白
樺
』
の
中
で
例
外
的
で
あ
っ
た
視
線
の
た
ど
る
進
路
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、児
島
評
の
掲
載
さ
れ
た
『
白
樺
』
第
二
巻
第
一
一
号
（
一
九
一
一
・
一
一
）
に
お
い
て
、柳
宗
悦
と
実
篤
は
、自
分
た
ち
の
主
催
す
る
展
覧
会
（『
白

樺
』
主
催
「
洋
画
展
覧
会
」
一
九
一
一
・
一
一
・
一
～
一
二
）
へ
の
意
気
込
み
を
記
し
て
い
る
。

○�

今
度
の
文
部
省
の
展
覧
会
は
つ
ま
ら
な
い
、
平
沢
（
引
用
者
注
―
長
与
善
郎
）
等
は
非
常
に
腹
を
立
て
ゝ
ゐ
た
、（
中
略
）
三
会
堂
で
や
る
洋
画
展
覧
会

は
、
も
し
今
度
の
文
部
省
が
な
か
つ
た
ら
、
或
は
開
か
れ
な
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
、
今
度
の
展
覧
会
に
は
文
部
省
で
は
ね
ら
れ
た
も
の
も
沢
山
出
る
。

○
コ
ン
ト
ラ
文
部
省
展
覧
会
で
は
決
し
て
な
い
が
、
少
し
は
さ
う
思
は
れ
て
も
仕
方
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

○�

何
し
ろ
文
展
先
生
よ
り
は
面
白
い
も
の
に
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
、
又
面
白
い
も
の
が
出
来
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。（
同
号
、「
編
輯
室
よ
り
」
一
五
〇
頁
、

署
名
は
「
柳
と
無
車
」）

　

同
号
の
折
り
込
み
広
告
に
は
、「
吾
々
同
人
の
親
し
い
画
家
や
彫
刻
家
と
相
談
し
て
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
会
堂
で
展
覧
会
を
開
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
／

作
品
の
中
に
は
、
文
部
省
の
展
覧
会
に
刎
ね
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
夫
れ
等
は
吾
々
の
親
し
い
友
の
努
力
と
自
信
を
尊
敬
し
て
加
へ
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
」
と
あ
り
、
出
品
者
と
し
て
、
浜
田
葆
光
・
橋
本
邦
助
・
富
本
憲
吉
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
・
津
田
青
楓
・
中
村
彜
・
九
里
四
郎
・
柳
敬
助
・
山
脇
信
徳
・
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山
下
新
太
郎
・
正
宗
徳
三
郎
・
藤
島
武
二
・
有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）・
斎
藤
与
里
・
坂
本
繁
二
郎
・
湯
浅
一
郎
・
南
薫
造
・
白
滝
幾
之
助
・
毛
利
教
武
の
十
九
名

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
月
の
第
二
巻
第
一
二
号
の
「
洋
画
展
覧
会
記
事
」（
同
号
、
一
一
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
第
一
日
は
百
六
十
人
許
り
」
の
入
場
者
が
あ
り
、

「
第
二
日
も
百
五
十
人
許
り
」、「
天
長
節
に
は
二
百
六
十
人
許
り
人
が
来
た
。
し
か
し
六
七
十
人
の
時
も
四
五
日
と
あ
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
二
日
間
の

会
期
全
体
で
の
入
場
者
は
千
人
余
り
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
千
人
余
り
と
い
う
入
場
者
数
は
、
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
少
な
い
と
は
い
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
十
万
人
の
入
場
者
を
持
つ
文
展
に
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
白
樺
』
は
膨
れ
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
背
を
向
け
て
、

自
分
た
ち
の
仲
間
の
作
品
を
集
め
て
自
分
た
ち
の
手
で
展
覧
会
を
催
す
。
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
の
公
平
性
や
展
覧
会
に
つ
い
て
の
世
評
の
高
下
を
問
題
に
す
る

地
平
に
は
彼
ら
は
い
な
い
。『
白
樺
』
は
、『
明
星
』
以
来
の
画
壇
と
の
〈コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

協
働
〉
を
排
し
て
、み
ず
か
ら
の
展
覧
会
を
開
く
運
動
に
邁
進
し
て
い
く
。
そ
れ
が
『
白

樺
』
の
選
び
と
っ
て
い
く
画
壇
と
の
独
自
の
関
係
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
好
む
美
術
だ
け
を
、
自
分
た
ち
の
力
で
発
信
し
、
公
開
し
て
い
く
と
い
う
『
白
樺
』
の
姿
勢
は
、
決
し
て
自
己
満
足
的
な
結
果

に
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
白
樺
』
の
行
動
の
中
に
、
公
衆
へ
の
視
線
が
欠
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
計
十
八
回
を
数
え
る
『
白
樺
』

主
催
展
覧
会
の
開
催
が
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、『
白
樺
』
の
西
洋
美
術
紹
介
が
果
た
し
た
役
割
が
、
ま
さ
に
児
島
の
述
べ
た
「
公
衆

と
芸
術
家
と
の
間
の
嶮
し
い
谷
間
に
橋
を
架
け
る
」
役
割
を
果
た
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
美
術
紹
介
に
は
未
熟
な
理
解
や
誤
っ
た
認
識
も
多
か
っ
た
だ

ろ
う
が
、
彼
ら
の
書
く
文
章
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
は
な
じ
み
の
な
い
西
洋
美
術
の
ど
こ
に
価
値
や
魅
力
が
あ
る
の
か
を
学
び
、
作
品
を
理
解
す
る
方
法
を
教
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
児
島
が
一
旦
は
述
べ
、自
身
は
実
現
し
な
か
っ
た
「
批
評
家
」
の
仕
事
を
、西
洋
美
術
を
対
象
と
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

３　

進
歩
す
る
印
刷
技
術
と
美
術
紹
介
と
の
関
係

　

創
刊
期
に
お
い
て
先
行
者
か
ら
踏
襲
し
た
も
の
を
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
向
か
う
方
向
を
決
め
て
い
く
こ
と
は
、「
Ｃ
」
の
カ
ッ
ト
・
木
版
画
に

つ
い
て
も
い
え
る
。

　

創
刊
号
に
は
、「
挿
画
に
就
て
」
と
い
う
文
章
と
「
カ
ツ
ト
に
就
て
」
と
い
う
文
章
が
並
び
、
写
真
版
の
挿
画
と
木
版
の
カ
ッ
ト
と
が
区
別
さ
れ
つ
つ
共
存
し

て
い
た
。
当
時
、
新
聞
や
雑
誌
の
活
字
の
紙
誌
面
に
カ
ッ
ト
を
入
れ
、
視
覚
的
な
楽
し
み
、
い
い
か
え
れ
ば
装
飾
性
と
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。『
白
樺
』

は
こ
の
慣
例
に
倣
い
つ
つ
、「
カ
ツ
ト
に
就
て
」
の
中
に
「
吾
々
は
な
る
べ
く
カ
ツ
ト
を
利
用
し
て
西
洋
で
有
名
な
る
画
家
の
カ
ツ
ト
を
紹
介
し
た
い
と
思
て
ゐ
る
」
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と
記
す
（
同
号
、
五
二
頁
）。『
白
樺
』
に
掲
載
さ
れ
る
木
版
の
カ
ッ
ト
に
は
、
装
飾
性
と
同
時
に
西
洋
美
術
の
紹
介
と
い
う
目
的
も
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
も

く
ろ
み
は
一
見
合
理
的
で
一
挙
両
得
に
見
え
る
。

　
『
白
樺
』
第
一
巻
第
二
号
で
は
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
（Félix�Edouard�V

allotton�

、
一
八
六
五
―
一
九
二
五
年
）
の
木
版
九
点
が
木
版
で
複
製
印
刷
さ
れ
る
。

そ
の
中
の
五
点
は
活
字
面
の
空
白
に
埋
め
草
と
し
て
配
置
さ
れ
、
四
点
は
一
頁
を
使
っ
た
挿
画
お
よ
び
裏
表
紙
の
絵
（
以
下
、
裏
絵
と
呼
ぶ
）
に
使
わ
れ
る
。
里

見
弴
の
紹
介
文
（「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
」）
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
号
で
は
、
西
洋
美
術
と
し
て
の
紹
介
と
装
飾
性
と
い
う
二
つ
の
目
的
が
果

た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
三
号
で
は
、
ビ
ア
ズ
リ
ー
（A

ubrey�Beadsley�

、
一
八
七
二
―
一
八
九
八
年
）
の
五
点
の
作
品
が
木
版
で
複
製
印
刷
さ
れ
る
。
う
ち
四
点
は
、
一
枚
な

い
し
一
葉
を
使
っ
た
挿
画
お
よ
び
裏
絵
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。柳
宗
悦
の
簡
単
な
紹
介
文「
オ
ー
ブ
レ
ー
・
ビ
ア
ー
ズ
レ
」が
掲
載
さ
れ
る
が
、文
末
に
は「
ビ
ア
ー

ズ
レ
等
に
関
す
る
書
籍
と
画
集
」
十
五
点
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
装
飾
性
と
美
術
紹
介
と
を
兼
ね
る
と
い
う
二
重
の
目
的
が
矛
盾
す
る
こ
と
が
見
え
て

く
る
。
ビ
ア
ズ
リ
ー
を
対
象
に
選
ぶ
と
な
る
と
、
美
術
作
品
と
し
て
重
視
し
た
扱
い
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
目
次
に
も
一
点
一
点
の
作
品
の
標
題
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
活
字
面
の
埋
め
草
に
な
る
も
の
な
ら
、
そ
れ
は
西
洋
美
術
の
紹
介
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
逆
に
、
美
術
作
品
と
し
て
紹
介
す
べ
き
も
の
な
ら
、

埋
め
草
で
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。『
白
樺
』主
催
の
二
回
目
の
展
覧
会
が「
泰
西
版
画
展
覧
会
」（
一
九
一
一
・
一
〇
・
一
一
～
二
〇
）で
あ
っ
た
よ
う
に
、『
白
樺
』

同
人
た
ち
は
、
木
版
・
銅
版
・
石
版
を
含
む
版
画
の
美
術
作
品
と
し
て
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
実
際
の
雑
誌
の
編
集
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
二
つ
の
目
的

が
両
立
し
難
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、『
白
樺
』は
、西
洋
美
術
と
し
て
の
紹
介
の
方
を
重
視
し
て
、装
飾
性
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
こ
に
時
代
の
動
き
が
介
入
し
て
く
る
。

　
『
白
樺
』
は
、
印
刷
技
術
の
変
革
の
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
。
複
製
図
版
の
印
刷
を
め
ぐ
っ
て
、
木
版
印
刷
と
写
真
版
印
刷
と
い
う
二
つ
の
印
刷
方
法
の
競
い
合

う
中
で
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

木
版
の
カ
ッ
ト
や
挿
画
は
、
木
版
印
刷
の
専
門
家
に
委
託
さ
れ
て
い
た
。

吾
々
の
木
版
は
京
橋
区
木
挽
町
十
三
番
地
中
島
正
久
と
い
ふ
人
に
頼
む
で
居
ま
す
本
号
の
版
で
御
覧
に
な
つ
て
も
解
り
ま
せ
う
が
実
に
巧
み
な
も
の
で
す
。

（
第
一
巻
第
三
号
、「
編
輯
記
事
」
五
一
頁
）

　
『
白
樺
』
の
同
人
が
、
西
洋
の
原
書
に
掲
載
さ
れ
た
版
画
の
写
真
版
（
版
画
の
実
物
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
を
こ
の
工
房
に
届
け
、
そ
の
写
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真
版
（
な
い
し
実
物
）
を
模
し
て
職
人
が
版
木
を
彫
り
、
独
立
し
て
一
枚
に
印
刷
さ
れ
る
も
の
と
、
活
字
文
の
中
に
配
置
さ
れ
る
も
の
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
印
刷
工

程
に
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
木
版
の
カ
ッ
ト
や
挿
画
は
、
職
人
の
手
と
機
械
に
よ
る
印
刷
と
の
協
力
の
産
物
で
あ
り
、
経
費
も
か
か
っ
て
い
た
。

　

一
方
で
は
、
同
じ
「
編
輯
記
事
」
に
「
写
真
版
は
丸
の
内
有
楽
町
の
田
中
写
真
製
版
所
に
頼
み
ま
す
」（
同
号
、
同
頁
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
写
真
版
の
方

法
を
用
い
て
よ
り
鮮
明
な
図
版
印
刷
が
企
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、原
書
の
写
真
版
等
を
写
真
に
撮
っ
て
複
製
す
る
の
で
あ
る

）
（（
（

。
創
刊
号
の
ク
リ
ン
ガ
ー
・

ベ
ッ
ク
リ
ン
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
の
図
版
、
第
二
号
の
ゴ
ー
ガ
ン
・
セ
ザ
ン
ヌ
の
図
版
、
第
三
号
の
ク
リ
ン
ガ
ー
・
セ
ザ
ン
ヌ
の
図
版
は
、
す
べ
て
ア
ー
ト
紙
に
写

真
版
で
印
刷
さ
れ
、
雑
誌
に
綴
じ
込
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
読
者
に
見
せ
た
か
っ
た
美
術
作
品
に
は
、
よ
り
新
し
い
印
刷
方
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
『
明
星
』
で
は
木
版
の
専
門
の
彫
師
（
伊
上
凡
骨
）・
摺
師
（
西
村
熊
吉
）
が
挿
画
の
制
作
に
参
加
し
て
い
た
。
木
版
が
、
美
術
の
要
素
と
と
も
に
印
刷
方
法
と

し
て
ま
だ
力
を
持
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
と
の
間
に
「
今
日
の
工
業
印
刷
の
重
要
な
骨
組
み
、
つ
ま
り
写
真
と
機
械
化
の
近

代
が
成
り
た
ち
、長
い
刷
り
も
の
の
歴
史
」
が
変
わ
る

）
（（
（

。『
白
樺
』
の
時
代
に
は
、複
製
図
版
の
印
刷
技
術
と
し
て
は
、写
真
版
が
木
版
よ
り
も
優
勢
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
写
真
版
は
、
技
術
改
良
を
重
ね
て
い
き
、
精
度
を
高
め
、
ま
た
多
色
刷
へ
の
歩
み
を
速
め
て
い
く
。
こ
の
印
刷
技
術
の
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、『
白
樺
』

は
、
基
本
的
に
木
版
と
い
う
印
刷
方
法
を
捨
て
、
同
時
に
装
飾
性
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
る

）
（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
写
真
版
の
登
場
は
美
術
界
に
も
影
響
し
、
版
画
の
歴
史
に
大
き
な
岐
路
を
作
っ
て
い
た
。
前
稿
に
お
い
て
も
見
た
が
、『
明
星
』
辰
歳
第
七
号

（
一
九
〇
四
・
七
）
に
山
本
鼎
が
「
刀
画
」《
漁
夫
》
を
掲
載
し
た
と
き
、
絵
師
・
彫
師
・
刷
師
と
い
う
伝
統
的
な
分
業
を
止
め
て
、
美
術
家
が
直
接
版
木
を
彫
る

と
い
う
木
版
の
新
し
い
進
路
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
木
版
は
、
図
像
の
複
製
印
刷
技
術
と
い
う
道
と
、
創
作
版
画
と
い
う
道
と
に
分
岐
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
新
し
い
木
版
の
あ
り
方
に
も
、『
白
樺
』
は
関
心
を
寄
せ
る
。
例
え
ば
、
準
同
人
と
い
え
る
南
薫
造
が
そ
れ
を
実
践
す
る

）
（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
「
刀
画
」
に
始

ま
る
創
作
版
画
に
も
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
、『
白
樺
』
は
、
短
い
寄
り
道
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
・
八
）
は
、
シ
ン
プ
ソ
ン
（Joseph�Sim

pson�

、
一
八
七
九
―
一
九
三
九
年
）
の
木
版
画
七
点
（《
イ
ブ
セ
ン
》《
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
》

《
ゴ
ル
キ
ー
》《
ス
ヰ
ン
バ
ー
ン
》《
ホ
ー
ル
、
ケ
ー
ン
》《
バ
ー
ナ
ー
ド
、
シ
ヨ
ー
》《
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
》）
を
木
版
で
複
製
印
刷
し
、
柳
宗
悦
の
紹
介
文
「
ジ
ョ
セ

フ
・
シ
ム
プ
ソ
ン
」
を
掲
載
す
る
。
こ
の
と
き
、
同
人
た
ち
が
版
木
を
彫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
度
の
号
の
木
版
の
内
イ
ブ
セ
ン
は
有
島
壬
生
馬
が
刻
ん
だ
。
ホ
ー
ル
、
ケ
ー
ン
は
里
見
が
刻
ん
だ
。
そ
の
外
の
は
柳
が
刻
ん
だ
。
皆
な
初
め
て
の
試
み
たマ

マ

が
中
々
有
望
だ
と
云
ふ
の
で
同
人
間
に
評
判
よ
し
。
第
一
木
版
代
が
経
済
的
だ
。（
同
号
、「
編
輯
室
に
て
」
二
八
頁
）  
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創
作
版
画
に
倣
っ
て
、
有
島
生
馬
・
里
見
弴
・
柳
宗
悦
が
版
木
を
彫
る
。
そ
れ
は
、『
白

樺
』
創
刊
以
前
、
児
島
や
里
見
が
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に
エ
ッ
チ
ン
グ
を
学
ん
で
い

た
こ
と

）
（（
（

を
想
起
さ
せ
る
。
同
人
た
ち
の
版
画
へ
の
強
い
関
心
が
、
彼
ら
を
木
版
の
彫
師

の
領
域
に
ま
で
踏
み
込
ま
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
人
た
ち
の
技
量
で
は
複
製
と
し
て

の
精
度
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
経
費
の
削
減
に
は
な
っ
て
も
、
美
術
紹
介
と
し
て
適
切
な

図
版
に
は
な
ら
な
い
。

　

第
七
号
（
一
九
一
〇
・
一
〇
）
に
は
、
オ
ル
リ
ッ
ク
（Em

il�O
rlik�

、
一
八
七
〇
―

一
九
三
二
年

）
（（
（

）
の
木
版
画
三
点
（《
画
家
ホ
ド
ラ
ー
》《
画
家
ミ
ユ
ラ
ー
》《
ヨ
セ
フ
・

ホ
フ
マ
ン
》）
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
洋
雑
誌
の
図
版
か
ら
と
っ
た
オ
ル
リ
ッ
ク
の
木
版

画
）
（（
（

を
版
木
に
彫
る
の
は
柳
で
あ
る
。

本
号
の
木
版
は
皆
柳
宗
悦
の
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
八
月
号
に
シ
ム
プ
ソ
ン
の
を

試
み
た
時
か
ら
見
る
と
、
絵
柄
に
も
依
る
の
だ
ら
う
が
前
よ
り
落
附
も
出
て
来
て

余
程
上
手
に
な
つ
た
、益
々
有
望
と
の
評
判
が
同
人
以
外
に
迄
高
く
な
つ
た
様
子
。

（
同
号
、「
編
輯
室
に
て
」
七
四
頁
）　　

　

　

こ
の
寄
り
道
は
、
同
人
た
ち
が
美
術
の
領
域
に
少
し
で
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
柳
た
ち
は
、
専
門
の
彫
師
に
も
、
創
作
版
画

の
担
い
手
に
も
な
ろ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
の
画

壇
へ
の
関
心
の
薄
さ
と
は
対
照
的
に
、
美
術
そ
の
も
の
（
特
に
西
洋
美
術
）
に
対
し
て

は
貪
欲
な
ほ
ど
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
に
見
る
よ
う

に
、
こ
の
素
人
た
ち
の
越
境
の
姿
勢
は
、
西
洋
美
術
の
紹
介
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

図版②　‌シンプソン《イブセン》
有島生馬刻木版※

図版③　‌オルリック《画家ホドラー》‌ ‌
柳宗悦刻木版※
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第
二
巻
第
一
号
（
一
九
一
一
・
一
）
に
至
っ
て
、
実
篤
は
、
挿
画
の
方
針
変
更
を
告
げ
る
。

挿
画
に
就
て
は
少
し
方
針
を
か
へ
た
。
な
る
べ
く
同
一
人
の
絵
を
紹
介
す
る
や
う
に
し
た
。
そ
れ
で
裏
絵
も
今
度
は
網
目
に
し
て
見
た
。
わ
る
か
つ
た
ら
や

め
る
が
、
よ
か
つ
た
ら
こ
の
方
針
で
や
つ
て
見
る
心
算
だ
。
そ
の
か
は
り
木
版
画
家
を
紹
介
す
る
時
は
挿
画
も
裏
絵
も
皆
木
版
に
す
る
。
又
亜
鉛
凸
版
や
、

石
版
や
も
利
用
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
同
人
の
一
番
い
ゝ
と
思
ふ
方
法
を
そ
の
時
〳
〵
と
る
。（
同
号
、「
編
輯
室
」、
一
二
九
頁
）

　

以
降
、
図
版
の
印
刷
方
法
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
「
網
目
」
す
な
わ
ち
写
真
版
に
統
一
さ
れ
る
。
ま
た
、
版
画
を
装
飾
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
な
く
な
り
、

版
画
は
美
術
紹
介
の
対
象
の
位
置
に
置
き
直
さ
れ
る

）
（（
（

。『
白
樺
』
は
、
西
洋
美
術
の
紹
介
を
、
写
真
版
と
紹
介
文
の
共
存
す
る
形
式
に
限
定
し
て
い
く
。
そ
の
こ

と
で
、
誌
面
は
、
装
飾
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
毎
号
の
よ
う
に
、
一
人
の
美
術
家
に
つ
い
て
複
数
の
挿
画
（
複
製
写

真
版
）
を
掲
載
し
た
「
特
集
号
」
が
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
人
た
ち
は
、
一
本
化
さ
れ
た
美
術
紹
介
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
選
び

取
ら
れ
た
方
法
が
、
西
洋
美
術
の
日
本
で
の
定
着
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二　

専
門
家
た
ち
の
美
術
紹
介

　
　
　

１　

児
島
喜
久
雄
に
よ
る
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
紹
介

　
『
白
樺
』
創
刊
号
（
一
九
一
〇
・
四
）
に
は
、
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
美
術
が
紹
介
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
ク
リ
ン
ガ
ー
（M

ax�K
linger�

、
一
八
五
七
―

一
九
二
〇
年
）・
ベ
ッ
ク
リ
ン
（A

rnold�Böcklin�

、
一
八
二
七
―
一
九
〇
一
年
）・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
（Franz�von�Stuck�

、
一
八
六
三
―
一
九
二
八
年
）
の

作
品
が
写
真
版
で
掲
載
さ
れ
る
。
紹
介
文
と
し
て
は
、「
Ｋ
Ｋ
生
」（
児
島
喜
久
雄
）
の
「
独
逸
の
絵
画
に
於
け
る�N

euidealisten�

㈠
」
が
あ
る
が
、内
容
は
ベ
ッ

ク
リ
ン
の
み
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
別
に「
挿
画
に
就
て
」（
無
署
名
）と
い
う
文
章
が
あ
り
、ク
リ
ン
ガ
ー
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
の
挿
画
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、

児
島
文
の
欠
を
補
っ
て
い
る
。
第
二
号
（
一
九
一
〇
・
五
）
に
は
、「
児
島
喜
久
雄
」
の
署
名
で
「
独
逸
新
理
想
派
の
画
家
（
承
前
）」
が
掲
載
さ
れ
、
ク
リ
ン
ガ
ー

に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
九
号
（
一
九
一
〇
・
一
二
）
の
「
マ
ツ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
（
独
逸
新
理
想
派
画
家
三
）」
に
お
い
て
は
、
ク
リ
ン

ガ
ー
の
補
足
説
明
と
ク
リ
ン
ガ
ー
の
著
作
の
翻
訳
「
彩
画
と
素
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
末
な
い
し
二
十
世
紀
の
美
術
家
の
紹
介
が
創
刊
期
に
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
後
、
十
九
世
紀
の
後
期
印
象
派
の
紹
介
に
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重
心
を
移
し
て
い
く
こ
と
は
、美
術
史
の
流
れ
を
無
視
し
た
も
の
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
前
述
し
た
本
多
秋
五
の
「
跨
ぎ
」
の
問
題
の
延
長
で
あ
る
。

匠
秀
夫
は
、
そ
れ
を
「
ク
リ
ン
ゲ
ル
よ
り
ゴ
ッ
ホ
へ
と
い
う
進
み
方
は
、
美
術
的
な
鑑
賞
と
し
て
は
何
と
し
て
も
唐
突
で
あ
り
、
飛
躍
が
あ
り
す
ぎ
る
」
と
述
べ
、

実
篤
た
ち
の
「
感
動
の
性
質
」
は
、「「
人
格
そ
の
も
の
」
に
よ
る
理
解
で
あ
り
、
美
術
の
人
生
観
的
な
味
解
で
あ
つ
て
、
ま
さ
に
「
白
樺
」
の
特
色
と
い
わ
れ
る

人
格
主
義
的
韻
律
を
響
か
せ
る
」
と
論
じ
た

）
（（
（

。
高
階
秀
爾
も
、「『
白
樺
』
の
人
々
に
は
、
後
期
印
象
派
の
―
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
「
ド
イ
ツ
の
理
想
派
」
や
「
英

国
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
」
の
―
歴
史
的
意
味
に
対
す
る
理
解
が
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
」
と
「
歴
史
的
意
識
の
欠
如
」
を
述
べ
、「
芸
術
家
と
し
て
―
さ
ら
に

は
人
間
と
し
て
―
の
生
き
方
こ
そ
が
、『
白
樺
』
の
人
々
が
日
本
に
伝
え
、
ま
た
自
か
ら
学
ぼ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る

）
（（
（

。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
へ
の
疑
義
や
反
論
が
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
稲
賀
繁
美
は
、「
当
時
「
後
期
印
象
派
」
の
歴
史
的
意
味
、
と
り
わ

け
そ
の
造
形
的
意
味
を
理
解
で
き
る
状
況
な
ど
、
西
欧
に
お
い
て
さ
え
、
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

世
界
史
的
な
視
野
か
ら
再
度
検
証
し
て
み
る
と
、
む
し
ろ
『
白
樺
』
に
は
、
そ
う
し
た
批
判
意
識
の
欠
如
ゆ
え
に
、
却
っ
て
欧
州
と
の
同
時
代
性
を
東
ア
ジ

ア
文
化
史
に
一
挙
に
将
来
し
た
と
い
う
、
意
想
外
の
功
績
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

稲
賀
は
、『
白
樺
』
の
誤
解
や
歪
曲
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
れ
が
却
っ
て
、「
世
界
で
も
最
新
の
歴
史
的
認
識
の
一
端
を
共
有
」
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
「
逆

説
」
を
指
摘
し
て
い
る

）
（（
（

。

　

西
村
修
子
は
、「
同
人
た
ち
が
作
品
の
評
論
を
執
筆
し
な
が
ら
、
自
ら
の
精
神
の
昇
華
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。

美
術
史
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
急
激
な
西
洋
化
の
時
代
に
摂
取
で
き
る
美
術
を
い
ち
早
く
逃
さ
ず
採
り
入
れ
た
と
い
っ
た
方
が
正

確
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
系
統
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
が
感
動
し
た
作
品
を
即
座
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る

）
（（
（

。

　

美
術
史
的
な
理
解
の
適
不
適
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、『
白
樺
』
の
関
心
の
変
化
に
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
人
た
ち
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
西
村
の

言
う
よ
う
に
変
化
の
実
態
は
単
純
で
あ
る
。

　

例
え
ば
実
篤
の
場
合
、「
西
洋
の
画
の
複
製
を
見
る
こ
と
が
夢
中
に
好
き
に
な
っ
た
」
き
っ
か
け
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。

僕
は
ド
イ
ツ
語
き
り
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
の
画
の
本
を
主
に
買
っ
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
は
ド
イ
ツ
で
当
時
有
名
な
人
の
画
を
だ
れ
で
も
か
ま
わ

ず
好
き
に
な
っ
た
。
丸
善
に
行
っ
て
画
の
本
を
捜
す
こ
と
は
僕
に
と
っ
て
最
大
の
楽
し
み
に
な
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
う
ち
に
ド
イ
ツ
の
新
理
想
派
と
い
わ

れ
る
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
、
ク
リ
ン
ゲ
ル
、
ス
ツ
ッ
ク
、
ホ
フ
マ
ン
な
ぞ
の
画
が
好
き
に
な
っ
た
。
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そ
れ
ら
を
好
き
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、ト
ル
ス
ト
イ
の
禁
欲
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
性
的
な
好
奇
心
が
な
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　
「
当
時
日
本
に
は
、
い
ま
ほ
ど
裸
体
の
画
を
見
る
こ
と
は
で
き
」
ず
、
彼
ら
の
「
露
骨
な
画
は
僕
た
ち
を
驚
か
し
た
」
と
実
篤
は
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。
た
だ
、
こ
の

記
述
だ
け
に
注
目
す
る
と
関
心
の
一
面
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
通
俗
的
な
興
味
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
美
術
そ
の
も
の
と
し
て

の
関
心
も
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
仲
間
た
ち
に
も
紹
介
し
、
創
刊
号
の
挿
画
に
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う

）
（（
（

。
例
え
ば
、
実
篤
の
「
彼
の
青
春
時
代
」

の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
七
月
二
五
日
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
西
洋
の
美
術
を
渉
猟
す
る
様
子
や
、
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
美
術
へ
の
傾
倒
ぶ

り
が
窺
え
る
。

　

丸
善
で
は
例
の
初
太
郎
君
（
引
用
者
注
―
福
本
初
太
郎
、
丸
善
店
員
）
が
始
め
は
ゐ
な
い
の
で
閉
口
し
た
。
何
処
に
志
賀
か
ら
聞
い
た
絵
の
雑
誌
の
合

本
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

暫
く
し
て
初
太
郎
君
が
来
た
。
色
々
の
絵
の
本
を
見
せ
て
も
ら
つ
た
。
今
迄
見
た
事
の
な
い
ク
リ
ン
ゲ
ル
、
ト
ー
マ
、
ホ
ド
ラ
ー
、
シ
ユ
ナ
イ
ダ
、
ベ
ツ

ク
リ
ン
等
の
絵
を
見
た
。
殊
に
ク
リ
ン
ゲ
ル
は
気
に
入
つ
た
。
ほ
し
か
つ
た

）
（（
（

。

　

し
か
し
、
実
篤
は
や
が
て
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
の
画
を
見
て
驚
く
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
は
以
前
、志
賀
の
と
こ
ろ
で
有
島
生
馬
の
エ
ハ
ガ
キ
で
見
て
知
っ
て
い
、セ
ザ
ン
ヌ
を
大
い
に
生
馬
が
ほ
め
て
来
た
の
で
、知
っ
て
い
た
が
、ゴ
ッ

ホ
は
そ
う
い
う
関
係
で
僕
は
他
の
日
本
人
の
だ
れ
か
ら
も
教
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
う
ち
で
は
自
分
が
最
初
に
ゴ
ッ
ホ
を
知
り
友
人
に
紹
介
し
、
ま
た
「
白
樺
」

を
通
し
て
皆
に
知
ら
せ
る
光
栄
を
得
た
と
思
っ
て
い
る
。（
中
略
）
か
く
て
自
分
は
だ
ん
だ
ん
ド
イ
ツ
の
理
想
派
と
い
わ
れ
る
人
々
の
画
に
は
だ
ん
だ
ん
興

味
が
う
す
れ
、
後
期
印
象
派
の
人
々
に
夢
中
に
な
っ
た

）
（（
（

。

　

実
篤
の
後
期
印
象
派
へ
の
興
味
の
変
化
は
、
美
術
を
見
る
目
の
成
長
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

里
見
弴
は
、「
ク
リ
ン
ゲ
ル
、
ス
ト
ウ
ツ
ク
、
ベ
ツ
ク
リ
ン
」
を
好
ん
だ
理
由
を
次
の
よ
う
な
例
を
示
し
て
語
る
。

ク
リ
ン
ゲ
ル
の
画
集
に
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
何
枚
か
の
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
の
中
に
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
ゐ
ま
す
が
、
画
面
は
庭
に
面
し
た
二
階
家

で
、
下
の
テ
ラ
ス
み
た
い
な
処
に
、
女
が
、
か
う
（
中
略
）
困
惑
と
悲
し
み
の
影
響
を
漂
は
せ
た
様
な
顔
を
し
て
ゐ
る
ん
で
す
ね
。
実
に
そ
の
表
情
と
い
ふ

も
の
が
薄
気
味
の
悪
い
、
―
何
故
と
も
な
く
異
様
な
気
分
が
辺
り
か
ら
惻
々
と
、
押
し
黙
つ
た
場
面
の
中
に
迫
つ
て
来
る
と
い
つ
た
様
な
も
の
で
、（
中
略
）

姦
通
を
発
見
さ
れ
た
場
面
か
な
ん
か
で
せ
う
、
何
か
か
う
非
常
に
暗
示
的
で
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た

）
（（
（

。
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こ
の
絵
は
、
ク
リ
ン
ガ
ー
の
《
死
に

つ
い
て
》（V

om
�T

ode

）
の
一
枚
で

は
な
く
、《
現
場
に
踏
み
込
ん
で
》（In�

flagranti

）
と
い
う
作
品
だ
ろ
う
。
後
に

見
る
が
、
児
島
の
紹
介
文
で
も
利
用
さ
れ

た
、K

ünstler-M
onographien

（
芸
術

家
モ
ノ
グ
ラ
フ
）と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の『
ク

リ
ン
ガ
ー

）
（（
（

』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
版
を

見
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

）
（（
（

。
作
品
の
持
つ

刺
激
の
強
さ
が
里
見
を
引
き
付
け
る
一
因

と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。　

　
　

　

美
術
に
対
す
る
い
わ
ば
通
俗
的
な
興
味

を
含
ん
だ
関
心
か
ら
出
発
し
、
同
人
た
ち

の
眼
は
成
長
し
て
い
く
。
志
賀
直
哉
は
、

次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

僕
達
は
は
じ
め
の
頃
は
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
か
、
ク
リ
ン
ゲ
ル
と
か
、
ス
テ
ュ
ッ
ク
と
か
い
ふ
、
ド
イ
ツ
の
絵
の
方
が
好
き
だ
つ
た
。
文
学
的
で
分
り
易
い
の

で
、
さ
う
い
ふ
も
の
に
惹
か
れ
て
ゐ
た
が
、
間
も
な
く
こ
れ
は
卒
業
し
た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
絵
画
に
親
し
む
や
う
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
有
島
が
セ

ザ
ン
ヌ
を
紹
介
し
た
り
、
武
者
小
路
が
ゴ
ッ
ホ
を
発
見
し
て
夢
中
に
な
り
だ
し
た
お
蔭
だ

）
（（
（

。

　
「
文
学
的
で
分
り
易
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
右
の
絵
に
対
す
る
里
見
の
関
心
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。「
卒
業
」
と
い
う
言
葉
は
、
実
篤
の
興
味
の
変
化
と
通
ず

る
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
か
ら
後
期
印
象
派
へ
の
興
味
へ
の
移
行
は
、
美
術
に
対
す
る
理
解
の
成
長
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
よ
り
深
い
感

動
を
得
ら
れ
る
美
術
を
発
見
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

図版④　‌クリンガー《In‌flagranti》※
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＊

　

実
篤
た
ち
の
関
心
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
実
際
の
紹
介
は
児
島
喜
久
雄
に
託
さ
れ
る
。
美
学
専
修
生
児
島
は
、
確
か
に
同
人
の
中
で
は
美
術
の
専
門
家
と
見
な

さ
れ
よ
う
が
、
ま
だ
年
若
い
児
島
が
、
紹
介
文
に
要
求
さ
れ
る
専
門
的
な
知
識
や
解
説
に
直
ち
に
熟
達
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
の
児
島
に
は
、
彼
の
取

り
柄
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
の
能
力
を
生
か
し
て
、
原
書
か
ら
知
識
を
継
ぎ
は
ぎ
す
る
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
性
的
な
興
味
や
刺
激
の
強
さ
へ
の
嗜
好
を
内

に
包
む
関
心
は
、
美
術
紹
介
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
を
修
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
児
島
は
、
美
術
家
や
作
品
に
言
及

す
る
際
に
は
、
一
言
一
句
に
細
心
の
注
意
を
払
う
専
門
家
の
気
質
を
持
っ
て
い
た

）
（（
（

。

　

そ
ん
な
二
重
三
重
の
困
難
を
何
と
か
克
服
し
て
、
創
刊
号
と
第
二
号
に
と
り
あ
え
ず
ベ
ッ
ク
リ
ン
と
ク
リ
ン
ガ
ー
の
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
本
多
は
、「
自

分
の
鑑
賞
眼
は
棚
に
上
げ
て
、
こ
う
い
う
引
用
文
で
事
を
す
ま
せ
て
い
る
紹
介
者
の
態
度
が
奇
怪
で
あ
る
」
と
述
べ
る

）
（（
（

が
、
そ
う
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
理
解
で

き
る
。
い
く
つ
も
の
参
考
文
献
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
文
章
と
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
欠
点
と
見
な
す
よ
り
、
む
し
ろ
通
俗
的
な
関
心
を
、
欠
点
は
あ
っ
て
も
専
門
的

な
叙
述
に
引
き
上
げ
た
こ
と
を
評
価
す
る
方
が
状
況
に
即
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

創
刊
号
の
「
独
逸
の
絵
画
に
於
け
るN

euidealisten

㈠
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

以
上
は
大
体M

uther

のA
rnold�Bo マ

マcklin

と
題
す
る
小
文
にマ

マ

踏
ま
え
て
書
い
た
の
だ
け
れ
ど
余
り
つ
ま
ら
な
い
の
でBoeklin

に
関
す
る
著
書
や

Reproduction

の
目
録
を
掲
げ
て
埋
め
合
せ
を
し
や
う
と
思
ふ
、（
同
号
、
三
一
頁
）

　

継
ぎ
は
ぎ
の
紹
介
文
は
、児
島
自
身
に
は
本
意
で
は
な
く
、「
つ
ま
ら
な
」か
っ
た
。
西
洋
の
原
書
を
集
め
て
読
み
あ
さ
り
、そ
の
中
か
ら
紹
介
文
を
綴
る
こ
と
は
、

児
島
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
学
習
課
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
志
賀
に
、
次
の
よ
う
な
回
想
文
が
あ
る
。

　

私
達
は
絵
の
本
も
よ
く
買
つ
た
。
又
一
枚
売
り
の
物
は
仏
蘭
西
の
ド
ウ
レ
ー
、
伊
太
利
亜
の
ア
リ
ナ
リ
、
独
逸
の
ゼ
ー
マ
ン
な
ど
い
ふ
店
か
ら
、
目
録
で

調
べ
て
取
寄
せ
た
。
武
者
や
私
は
そ
れ
程
、
無
茶
な
買
物
は
し
な
か
つ
た
が
、
児
島
喜
久
雄
と
柳
宗
悦
は
語
学
も
達
者
だ
つ
た
し
、
絵
も
好
き
で
、
後
か
ら

後
か
ら
註
文
し
て
、
常
に
多
額
な
借
金
を
溜
め
て
ゐ
た
。
二
人
共
千
円
位
借
金
を
し
て
ゐ
る
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
児
島
も
柳
も
未
だ
学
生
で
今
か
ら
五
十

年
近
く
も
前
の
事
で
、
そ
の
頃
の
千
円
は
今
に
直
せ
ば
六
七
十
万
に
相
当
す
る
額
で
は
な
い
か
と
思
ふ
が
、
そ
れ
を
学
生
に
貸
し
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
、
丸
善

も
鷹
揚
な
も
の
だ
つ
た

）
（（
（

。

　

児
島
は
、
難
題
に
応
え
よ
う
と
し
て
苦
心
す
る
中
で
、
通
常
以
上
の
読
書
を
み
ず
か
ら
に
課
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
く
。
実
篤
が
こ
れ
ら
の
美
術
家
の
紹
介
を
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児
島
に
依
頼
し
た
と
き
、
実
篤
の
予
想
し
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
紹
介
文
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
児
島
の
苦
心
し
た
紹
介
文
は
、『
白
樺
』

に
お
け
る
西
洋
美
術
の
紹
介
文
の
先
例
と
な
っ
て
い
く
。
特
に
、
西
洋
の
原
書
に
依
拠
す
る
書
き
方
と
、
美
術
家
の
「
個
性
」
に
着
目
す
る
内
容
は
、
以
降
の
紹

介
文
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

創
刊
号
の
紹
介
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

芸
術
の
製
作
は
さ
う
法
則
に
よ
つ
て
規
定
し
得
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
考
が
次
第
に
起
つ
て
来
た
、M

ichelangelo

は
屢
々
所
謂
法
則
を
破
つ

て
居
る
、
粗
野
で
あ
る
、
併
し
彼
れ
の
作
品
に
は
人
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
つ
た
、（
中
略
）
そ
こ
で
人
は
各
時
代
の
芸
術
に
は
夫
々
正
当
な
所
の
あ
る
の

を
知
つ
た
、
偉
大
な
作
品
は
偉
大
な
人
格
か
らelem

entar

な
力
を
以
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
と
悟
つ
た
、
人
格
の
崇
拝
は
抽
象
的
な
美
学
の
位
置
を
奪

つ
た
、（
中
略
）
芸
術
家
が
自
己
の
個
性
を
烈
し
く
発
揮
し
て
居
れ
ば
居
る
だ
け
人
々
は
彼
れ
を
尊
く
思
ふ
や
う
に
な
つ
た
、（
同
号
、
二
四
頁
）

　
「
偉
大
な
作
品
は
偉
大
な
人
格
か
らelem

entar

な
力
を
以
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
人
格
の
崇
拝
は
抽
象
的
な
美
学
の
位
置
を
奪
つ
た
」
と
書

い
て
、
児
島
は
、「
自
己
の
個
性
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

　

第
二
号
の
「
独
逸
新
理
想
派
の
画
家
（
承
前
）」
で
は
、
児
島
は
、
冒
頭
に
「
本
号
に
は
主
と
し
てPaul�K

ühn

とM
ax�Schm

idt

と
に
よ
っ
てK

linger

を
紹
介
す
る
」
と
断
り
書
き
を
し
て
い
る
。
児
島
は
、二
書

）
（（
（

に
依
拠
し
て
ク
リ
ン
ガ
ー
の
生
涯
を
た
ど
り
、代
表
作
《
死
に
題
す
》（V

om
�T

ode 

、死
に
つ
い
て
）

第
一
集
の
十
作
品
と
、
創
刊
号
の
口
絵
と
な
っ
た
第
二
集
の
十
二
《
美
に
寄
す
》（A

n�die�Schönheit

）
の
解
説
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
先
立

つ
冒
頭
の
文
章
で
強
調
し
て
い
る
の
は
「
個
性
」
で
あ
る
。

　

芸
術
を
生
む
も
の
も
個
性
で
あ
る
、
芸
術
の
価
値
も
個
性
の
価
値
で
あ
る
と
思
ふ
、（
中
略
）
個
性
の
前
にIsm

us

は
な
い
、
殊
に
大
な
る
個
性
は
凡
て

の
傾
向
を
包
含
す
る
、
そ
し
て
其
結
果
全
人
的
要
求
に
よ
つ
て
芸
術
の
極
致
を
理
想
に
見
ざ
る
を
得
な
い
だ
ら
う
、K

linger

は
斯
く
の
如
き
大
な
る
個
性

で
あ
る
と
思
ふ
、
個
性
は
時
代
を
背
景
と
す
る
、
個
性
の
芸
術
は
ま
た
時
代
の
芸
術
で
あ
る
、
個
性
の
価
値
は
其
如
何
に
時
代
を
代
表
す
る
か
に
あ
る
と
思

ふ
、K

linger

は
最
も
よ
く
現
代
を
代
表
す
る
芸
術
家
の
一
人
で
あ
ら
う
、（
同
号
、
二
三
頁
）

　

多
く
の
原
書
に
接
し
な
が
ら
、
児
島
の
獲
得
し
て
い
っ
た
美
術
観
が
、
こ
の
文
章
に
一
端
を
見
せ
て
い
る
。
芸
術
家
が
う
ち
に
持
つ
も
の
が
「
個
性
」
と
呼
ば

れ
る
。
個
性
は
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
思
想
や
精
神
と
い
う
言
葉
よ
り
も
大
き
な
包
括
的
な
も
の
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
が
表
現
さ
れ
た
も
の
が
芸

術
で
あ
り
、「
芸
術
の
価
値
も
個
性
の
価
値
で
あ
る
」
と
、
児
島
は
言
う
。
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同
人
た
ち
の
夾
雑
物
の
多
い
関
心
が
、
継
ぎ
は
ぎ
の
紹
介
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
概
念
化
さ
れ
た
言
葉
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
児
島
の
叙
述

は
、
同
人
や
読
者
の
心
に
強
く
響
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
芸
術
を
生
む
も
の
も
個
性
で
あ
る
」
こ
と
、「
個
性
は
時
代
を
背
景
と
す
る
」
こ
と
、「
芸
術
家
が
自
己

の
個
性
を
烈
し
く
発
揮
し
て
居
れ
ば
居
る
だ
け
人
々
は
彼
れ
を
尊
く
思
ふ
や
う
に
な
」
る
こ
と
な
ど
は
、
対
象
は
変
わ
っ
て
も
、
以
降
の
美
術
紹
介
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
。
ま
だ
、
柳
の
「
革
命
の
画
家
」
以
前
の
段
階
で
あ
り
、
ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
の
影
響
も
生
じ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
実
篤
の
考
え
方
の
影
響
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
に
お
い
て
何
を
重
ん
ず
る
べ
き
か
、
何
が
問
わ
れ
る
べ
き
か
を
、
つ
ま
り
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
文
の
行
方
を
、
児
島
は

示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
児
島
は
、
半
年
後
の
第
九
号
に
、「
マ
ツ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
（
独
逸
新
理
想
派
画
家
三
）」
を
書
き
継
い
で
も
、
ま
だ
三
人
の
美
術
家
の
紹
介
あ
る

い
は
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
美
術
家
た
ち
の
紹
介
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
機
を
失
し
、
期
限
を
守
れ
な
い
彼
の
遅
筆
は
、「
編
輯
室
に
て
」
な
ど
で
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
、
編
集
者
を
困
惑
さ
せ
て
い
る
。

児
島
の
原
稿
を
書
く
の
が
ヤ
タ
ラ
ニ
遅
い
の
に
対
し
て
、
同
人
間
に
は
奮
慨
す
る
人
も
あ
り
、
の
ゝ
し
る
人
も
あ
り
、
余
り
に
超
越
し
て
る
処
が
可
愛
い
と

云
ふ
人
も
あ
り
、
各
々
説
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
児
島
は
ズ
バ
ヌ
ケ
て
学
者
的
良
心
の
発
達
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
良
心
に
対
し
て
は
雑
誌
発
行

日
の
遅
れ
る
位
は
何
で
も
無
い
の
で
あ
る
。
読
者
並
に
同
人
に
済
ま
ぬ
〳
〵
と
云
つ
て
は
居
る
が
、
何
う
も
此
の
良
心
ば
か
り
に
は
逆
ら
え
ぬ
も
の
と
見
え

る
）
（（
（

。

　

児
島
の
「
学
者
的
良
心
」
や
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
は
大
き
く
、そ
れ
は
、『
白
樺
』
の
よ
う
な
同
人
誌
の
編
集
に
適
合
し
て
い
か
な
い
。
そ
し
て
、児
島
自
身
に
も
、

完
成
し
た
紹
介
文
が
「
つ
ま
ら
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
児
島
に
頼
る
美
術
紹
介
は
、
破
綻
す
る
リ
ス
ク
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

第
九
号
の
紹
介
文
に
お
い
て
、
児
島
は
、
原
書
に
依
拠
し
て
「
此
稿
に
不
足
な
所
（
即
ち
前
回
の
分
）
を
補
」
う
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、「K

linger

の
羅

馬
滞
在
期
に
著
し
た
小
冊
子
「
彩
画
と
素
画
」
の
拙
訳
を
掲
げ
」
る
こ
と
で
、「
つ
ま
ら
な
」
さ
を
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
紹
介
文
六
〇
頁
の
内
の
四
〇
頁
が
、

そ
の
翻
訳
で
あ
る
。
そ
の
文
章
で
ク
リ
ン
ガ
ー
が
主
張
す
る
の
は
、銅
版
画
な
ど
の
版
画
を
含
む
、「
光
と
陰
と
形
と
の
単
色
表
現
」（
同
号
、七
頁
）
で
あ
る
「
素

画
」
が
、
油
絵
な
ど
の
「
彩
画
」
と
は
ま
っ
た
く
別
の
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、「
彩
画
」
に
は
な
い
可
能
性
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
単
純
に
言
え
ば
、「
彩
画
」

は
、
色
彩
に
よ
っ
て
現
実
の
物
質
性
に
縛
ら
れ
る
が
、「
素
画
」
は
そ
の
束
縛
を
脱
し
、
よ
り
深
い
精
神
性
の
表
現
に
至
れ
る
自
由
さ
を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
美
術
が
ど
の
よ
う
な
利
点
を
持
っ
て
ど
の
よ
う
に
美
を
表
現
し
う
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
美
学
的
な
考
察
に
惹
か
れ
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て
、
児
島
は
こ
の
短
く
な
い
文
章
を
翻
訳
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
継
ぎ
は
ぎ
の
紹
介
文
な
ど
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
考
究
こ
そ
彼
の
本
当
に
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た『
白
樺
』を
児
島
は
ク
リ
ン
ガ
ー
に
送
り
、ク
リ
ン
ガ
ー
か
ら
の
返
書
を
得
る
。そ
の
と
き
の
様
子
が
、第
二
巻
第
五
号（
一
九
一
一
・
五
）

の
「
ク
リ
ン
ゲ
ル
の
絵
端
書
白
樺
同
人
四
名
を
狂
喜
せ
し
む
る
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
が
、
児
島
を
、
続
い
て
実
篤
・
志
賀
・
柳
た
ち
を
「
狂
喜
」

さ
せ
て
い
く
様
子
が
綴
ら
れ
る
。「
こ
の
御
礼
に
今
月
号
を
ク
リ
ン
ゲ
ル
に
捧
げ
る
こ
と
に
し
た
」（
同
号
、
一
〇
三
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
号
に
は
、
ク
リ
ン
ガ
ー

の
作
品
五
点
が
挿
画
と
裏
絵
に
用
い
ら
れ
、
ク
リ
ン
ガ
ー
に
か
か
わ
る
二
つ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
口
絵
に
は
、
ク
リ
ン
ガ
ー
か
ら
届
い
た
葉

書
が
写
真
版
で
掲
載
さ
れ
、
児
島
の
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

足
下
／
唯
今
拙
者
は
貴
下
が
拙
著
彩
画
と
素
画
を
日
本
文
に
翻
訳
せ
ら
れ
し
を
発
見
致
候
、
意
外
の
喜
御
推
察
の
外
と
存
候
、
先
は
御
礼
迄
頓
首

　

児
島
を
「
狂
喜
」
さ
せ
た
の
は
、
ク
リ
ン
ガ
ー
が
「
彩
画
と
素
画
」
の
翻
訳
を
発
見
し
て
「
意
外
の
喜
御
推
察
の
外
」
と
ま
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
児
島
の
本
当
の
関
心
の
産
物
が
、
西
洋
の
美
術
家
そ
の
人
の
強
い
喜
び
に
よ
っ
た
報
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
他
の
同
人
た
ち
と
は
異
な

る
道
を
め
ざ
す
児
島
を
ど
れ
ほ
ど
力
づ
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
翻
訳
「
彩
画
と
素
画
」
は
、
後
に
児
島
の
『
美
術
概
論　

其
他
』（
一
九
三
六
・
一
、
改
訂
増
補

版
一
九
四
〇
・
一
〇
、
小
山
書
店
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

児
島
の
『
白
樺
』
へ
の
文
章
の
掲
載
は
、
以
後
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
第
二
巻
第
八
号
（
一
九
一
一
・
八
）
に
は
、「
ル
ウ
ド
ヰ
ヒ
・
フ
オ
ン
・
ホ
オ
フ
マ

ン
」
を
掲
載
す
る
。
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
紹
介
の
続
き
で
あ
り
、
こ
の
文
章
の
末
尾
部
分
は
、
一
連
の
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
の
紹
介
の
ま
と
め
と
も
受
け
取
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
初
期
の
四
、五
年
の
間
に
は
、
他
に
、
第
二
巻
第
二
号
（
一
九
一
一
・
二
）
の
「
希
臘
の
陶
器
画
」、
一
連
の
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
の
翻
訳

）
（（
（

、
第

五
巻
第
四
号
（
一
九
一
四
・
四
）
の
「
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ム
ー
テ
ル
（
イ
コ
ノ
グ
ラ
ア
フ
）」、
同
巻
第
一
一
号
（
同
・
一
一
）
の
「
リ
オ
ナ
ル
ド
（
一
四
五
二
︲

一
五
一
九
）」
な
ど
の
掲
載
が
あ
っ
て
、
児
島
が
彼
の
研
究
対
象
を
模
索
し
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
第
一
〇
巻
第
四
号
（
一
九
一
九
・
四
）

の
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
論
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、児
島
は
、交
友
関
係
は
持
続
し
て
い
た
と
し
て
も
、『
白
樺
』の
誌
面
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
一
人
の
専
門
家
と
し
て
の
美
術
紹
介
者
が
、

『
白
樺
』
か
ら
去
っ
て
い
く
と
い
え
る
。
や
が
て
彼
は
、レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
研
究
を
一
つ
の
柱
と
し
て
、西
洋
美
術
の
研
究
に
広
く
か
つ
深
く
携
わ
り
、

そ
の
学
識
は
多
く
の
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
仕
事
を
し
、
い
く
つ
も
の
著
述
を
残
す
が
、
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
研
究
の
集
大
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成
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た

）
（（
（

。

　
　
　

２　

有
島
生
馬
に
よ
る
セ
ザ
ン
ヌ
紹
介

　

有
島
生
馬
（
一
八
八
二
―
一
九
七
四
年
）
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
五
月
、
留
学
の
途
に
就
き
、
イ
タ
リ
ア
で
の
修
業
を
経
て
、
パ
リ
に
移
る
。
パ
リ

で
は
絵
画
と
彫
刻
を
学
び
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
二
月
に
帰
国
す
る
。
そ
し
て
、『
白
樺
』
第
一
巻
第
二
号
に
「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」、
第
三
号
に

同
題
の
続
編
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
年
七
月
、
上
野
公
園
竹
ノ
台
に
お
い
て
、『
白
樺
』
主
催
の
最
初
の
展
覧
会
と
な
る
「
南
薫
造　

有
島
壬
生
馬　

滞
欧
記
念
絵
画
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

滞
欧
中
、
志
賀
直
哉
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
が
い
く
つ
も
残
っ
て
お
り
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

吾
々
は
画
を
か
く
為
に
絵
画
を
研
究
し
て
居
る
の
だ
ら
う
か
？　

或
は
自
然
を
知
る
為
め
に
筆
を
に
ぎ
つ
て
居
る
の
だ
ら
う
か
？　

僕
は
今
彫
刻
を
初
め
た

�

（
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
生
馬
書
簡
、
志
賀
宛

）
（（
（

）

彫
刻
を
初
め
た
さ
う
だ
ね
。
只
初
め
た
ゞ
け
の
知
ら
せ
で
は
、
君
の
深
い
考
へ
は
解
か
ら
な
い
が
、
兎
も
角
陰
な
が
ら
僕
は
賛
成
し
て
ゐ
る
、（
中
略
）
セ

ザ
ン
ヌ
と
い
ふ
人
の
事
を
書
い
た
手
紙
を
受
け
取
つ
た
時
、
武
者
も
丁
度
一
所
で
多
大
な
る
趣
味
を
以
つ
て
再
読
し
た
位
で
、
其
コ
ツ
ピ
ー
を
番
町
へ
送
つ

た
と
か
何
ん
と
か
あ
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
ら
、
何
時
の
間
に
か
ロ
ダ
ン
に
変
つ
て
ゐ
た
の
で
、
一
喜
一
憂
だ
つ
た
。

　

そ
ん
な
事
で
、
何
し
ろ
セ
ザ
ン
ヌ
と
い
ふ
人
の
事
は
更
に
精
し
い
報
道
を
得
た
い
も
の
だ
な
と
話
し
て
ゐ
た
、
そ
れ
と
い
ふ
も
の
が
、
我
々
程
の
不
器
用

者
は
今
日
の
所
謂
文
学
（
主
に
小
説
）
と
い
ふ
地
磐
の
上
に
立
つ
場
所
が
な
い
。
先
づ
宿
な
し
の
な
ら
ず
者
の
や
う
な
も
の
だ
、
或
は
マ
ヽ
ツ
子
だ
。
そ
の

無
宿
の
マ
ヽ
ツ
子
が
、
あ
す
こ
へ
行
く
と
お
前
を
泊
め
て
く
れ
る
家
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
よ
と
い
は
れ
た
や
う
な
心
地
が
し
た
。

�

（
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
一
〇
日
、
志
賀
書
簡
、
生
馬
宛

）
（（
（

）

其
後
十
二
月
及
新
年
状
三
葉
位
受
け
取
つ
た

い
つ
で
も
君
か
ら
の
端
書
で
も
手
紙
で
も
甘
い
菓
実
の
様
に
喰
ふ　

読
む
の
で
は
な
い
様
だ
、
画
室
生
活
も
こ
れ
か
ら
は
本
式　

今
迄
は
整
頓
に
追
は
れ
て

居
た
の
だ
か
ら
（
中
略
）
彫
刻
は
つ
ゞ
け
て
や
つ
て
居
る

�
（
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
一
二
日
、
生
馬
書
簡
、
志
賀
宛

）
（（
（

）
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三
つ
目
の
手
紙
を
生
馬
が
書
く
時
点
で
は
、
当
然
ま
だ
二
つ
目
の
志
賀
の
手
紙
は
届
い
て
い
な
い
。
東
京
と
パ
リ
の
間
で
郵
便
が
片
道
に
要
す
る
時
間
は
、
当

時
二
十
日
程
度
だ
っ
た
。
志
賀
に
と
っ
て
、
生
馬
は
「
実
に
掛
替
へ
の
な
い
唯
、
一
人
の
大
切
な
友
達
」
で
あ
り
、「
君
が
欧
羅
巴
に
去
つ
た
後
、
僕
は
非
常
に

淋
し
く
思
ひ
、
実
に
頻
繁
に
君
に
手
紙
を
書
い
た
」
と
い
う
。
相
手
か
ら
の
返
信
が
待
ち
き
れ
ず
に
、
お
互
い
に
次
の
手
紙
を
書
く
。
ま
だ
読
ま
れ
て
い
な
い
手

紙
が
、
東
京
と
パ
リ
の
間
を
何
通
も
運
ば
れ
て
い
く
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。「
大
家
然
と
し
た
顔
つ
き
を
し
て
帰
つ
て
か
ら
、
二
人
の
間
は
段
々
と
疎
遠
に
な
つ
」

て
し
ま
う
が

）
（（
（

、
帰
国
ま
で
の
二
人
の
親
密
さ
は
、
生
馬
の
書
簡
の
「
い
つ
で
も
君
か
ら
の
端
書
で
も
手
紙
で
も
甘
い
菓
実
の
様
に
喰
ふ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
知

ら
れ
る
。

　

消
印
の
な
い
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
生
馬
の
志
賀
宛
書
簡
に
、
マ
ネ
の
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
》
の
絵
葉
書
に
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。「
巴
理
に
来
て
見

て
驚
い
た
作
者
が
三
人
あ
つ
た　

ク
ル
ベ
ー
と
ロ
ダ
ン
と
此
マ
ネ
ー
で
あ
る
／
ク
ル
ベ
ー
は
印
象
派
の
父
と
云
は
れ
る
人
で
マ
ネ
ー
は
母
と
云
は
れ
る
人
だ
相

だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。
生
馬
は
、
パ
リ
で
の
画
学
生
と
し
て
の
留
学
生
活
を
書
き
送
る
と
と
も
に
、
西
洋
美
術
に
つ
い
て
の
情
報
を
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
伝
え

て
く
る
。
彼
か
ら
日
本
に
届
け
ら
れ
る
絵
葉
書
の
図
版
は
、
後
の
『
白
樺
』
の
美
術
図
版
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
志
賀
や
実
篤
に
と
っ
て
は
、
生
馬
は

西
洋
に
派
遣
さ
れ
た
特
派
員
で
あ
り
、
ア
ン
テ
ナ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
白
樺
』
創
刊
以
前
か
ら
、
既
に
志
賀
や
実
篤
は
、
西
洋
美
術
に
対
し
て
熱
い
視
線
を
向
け
て
い
る
。
右
の
書
簡
で
は
、「
今
日
の
所
謂
文
学
（
主
に
小
説
）
と

い
ふ
地
磐
の
上
に
立
つ
場
所
が
な
い
」、
い
わ
ば
日
本
の
文
壇
に
居
場
所
を
持
た
な
い
彼
ら
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
い
う
美
術
家
の
下
に
居
場
所
を
見
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
生
馬
が
「
セ
ザ
ン
ヌ
と
い
ふ
人
の
事
」
伝
え
た
記
述
は
、
現
存
の
公
開
さ
れ
て
い
る
書
簡
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
志
賀
に
し
て
も
、
実
篤
に
し
て
も
、

居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
文
学
者
が
西
洋
の
美
術
家
の
下
に
そ
れ
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
大
勢
に
染
ま
ら
な
い
孤
独
な
精
進
が
、

彼
ら
を
惹
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
か

）
（（
（

。

　

こ
の
時
期
、
西
洋
で
の
絵
画
修
業
を
経
て
帰
国
し
て
く
る
画
学
生
は
数
多
い
。
陰
里
鉄
郎
は
、
そ
の
こ
と
を
特
筆
し
、
彼
ら
を
「
コ
ラ
ン
、
ロ
ー
ラ
ン
ス
を
の

り
こ
え
た
新
帰
朝
画
家
」
と
呼
ん
で
、
新
時
代
の
到
来
を
見
て
い
る
。

　

日
本
の
洋
画
家
た
ち
の
パ
リ
留
学
時
に
お
い
て
は
、
黒
田
門
下
＝
白
馬
会
系
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
、
浅
井
・
鹿
子
木
門
下
＝
太
平
洋
画
会
系
は
ジ
ャ

ン
＝
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
に
つ
く
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
前
掲
の
画
家
た
ち
の
う
ち
、前
者
は
山
下
、斎
藤
豊
作
、後
者
は
斎
藤
与
里
、安
井
、津
田
、

ま
た
柚
木
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
留
学
初
期
の
短
い
あ
い
だ
こ
の
慣
例
に
従
い
、
つ
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
体
験
に
従
っ
て
そ
こ
か
ら
離
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れ
て
い
っ
て
い
る
。

　

陰
里
は
、
画
学
生
た
ち
が
留
学
中
に
学
ぶ
場
所
と
相
手
を
、「
慣
例
」
を
破
っ
て
「
個
別
的
」
に
変
更
し
て
い
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
山
下
新
太
郎
は

や
が
て
ル
ノ
ワ
ー
ル
に
傾
倒
し
、
斎
藤
与
里
は
ゴ
ッ
ホ
・
ゴ
ー
ガ
ン
な
ど
後
期
印
象
派
に
向
か
い
、
有
島
生
馬
は
セ
ザ
ン
ヌ
回
顧
展
を
見
て
感
動
し
、
こ
の
回
顧

展
で
は
、
斎
藤
与
里
も
「
初
め
て
真
の
自
由
を
会
得
し
た
よ
う
な
気
」
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
陰
里
は
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。
彼
ら
の
多
く
は
、
一
般
の
美
術
学
校
や

画
塾
で
学
ぶ
こ
と
を
止
め
、
よ
り
新
し
い
美
術
を
求
め
て
い
く
。

　

生
馬
の
動
向
を
、
彼
の
「
年
譜
」
に
従
っ
て
見
て
お
こ
う
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
、「
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ミ
エ
ル
等
に
通
学
し
、
コ
ラ
ン
、
プ
リ
ネ
ー

氏
等
の
教
授
を
受
く
」。
翌
年
、「
ア
ン
ヂ
ュ
ベ
ル
に
就
き
て
彫
刻
を
学
ぶ
」。
秋
、「
こ
の
時
開
催
せ
ら
れ
た
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
回
顧
展
覧
会
を
見
て
、
学
校
教
育
に

嫌
悪
を
感
じ
、
遂
に
廃
学
し
て
、
自
ら
ア
ト
リ
エ
を
持
ち
制
作
に
耽
る

）
（（
（

」。
生
馬
も
同
様
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
の
発
見
は
、「
廃
学
」
を
も
促
す
大
事

件
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
新
帰
朝
画
家
」た
ち
は
、必
ず
し
も
順
風
満
帆
と
い
え
る
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
触
れ
た
南
薫
造
と
生
馬
の「
滞
欧
記
念
絵
画
展
覧
会

）
（（
（

」

に
つ
い
て
、
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
・
八
）
の
「
編
輯
室
に
て
」
で
は
、「
予
期
以
上
に
世
間
の
注
目
を
惹
き
、
若
き
画
家
に
何
物
か
を
携マ

マ

ら
す
こ
と
が
出
来

た
こ
と
を
光
栄
と
す
る
」（
同
号
、
二
八
頁
）
と
総
括
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
方
寸
』
で
は
、
石
井
柏
亭
が
「
有
島
壬
生
馬
君
の
諸
作
は
画
柄
に
変
化
が
あ
つ
て

珍
ら
し
か
つ
た
の
と
、
画
風
の
新
し
く
見
え
た
の
と
で
世
人
の
注
意
を
惹
い
た
。
殊
に
文
学
者
仲
間
の
悦
び
と
な
つ
た
様
で
あ
る
が
、
僕
に
は
そ
れ
程
面
白
く
思

は
れ
な
か
つ
た
」
と
批
判
的
な
評
価
を
述
べ
る

）
（（
（

。
後
年
の
回
想
で
あ
る
が
、
高
村
光
太
郎
は
、「
有
島
壬
生
馬
の
そ
の
時
の
作
品
は
殊
に
新
鮮
で
、
形
式
も
色
彩

も
甚
だ
す
ぐ
れ
て
居
り
、
そ
の
一
二
枚
の
秀
作
は
今
で
も
眼
底
に
残
つ
て
ゐ
る
」
と
称
賛
す
る
が
、「
あ
の
勢
で
同
氏
が
今
ま
で
さ
か
ん
に
画
作
を
し
て
ゐ
た
ら
、

と
い
つ
も
残
念
に
思
つ
て
ゐ
る
」
と
つ
け
加
え
て
い
る

）
（（
（

。
＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　
『
白
樺
』
第
一
巻
第
二
号
・
第
三
号
（
一
九
一
〇
・
四
、五
）�

に
掲
載
さ
れ
た
、生
馬
の
セ
ザ
ン
ヌ
（Paul�Cézanne�

、一
八
三
九
―
一
九
〇
六
年
）
の
紹
介
に
は
、

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
美
術
家
が
、
実
物
を
見
て
き
た
者
の
眼
で
、
ま
た
、
児
島
と
は
異
な
る
意
味
で
の
専
門

家
の
文
章
で
紹
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
前
編
は
、
生
馬
が
セ
ザ
ン
ヌ
に
関
心
を
持
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
。
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一
九
〇
七
年
の
秋
、
秋
の
サ
ロ
ン
が
開
幕
せ
ら
れ
た
折
、
二
百
余
点
と
覚
ゆ
る
氏
の
作
品
丈
け
二
室
に
集
め
て
懐
古
展
覧
会
が
企
て
ら
れ
た
時
、
始
め
て
自

分
に
此
作
者
を
見
る
目
が
開
か
れ
、
自
分
の
心
に
甞
て
な
か
つ
た
芸
園
を
耕
作
す
る
新
道
を
見
出
し
た
と
思
は
れ
た
、
又
世
間
も
早
や
此
鬼
才
を
認
め
る
時

運
に
な
つ
て
居
た
。（
同
号
、
八
頁

）
（（
（

）

　

生
馬
に
セ
ザ
ン
ヌ
を
見
る
目
が
開
か
れ
た
と
き
は
、西
洋
の
画
壇
が
セ
ザ
ン
ヌ
を
評
価
し
始
め
る
時
期
と
同
時
で
あ
る
。
生
馬
は
続
け
て「T

h.�D
uret

の
“Les�

peintres�i
マ
マ

npressionnistes

”に
依
つ
て
其
の
略
伝
を
」
紹
介
す
る
と
言
う

）
（（
（

。「
此
埋
れ
た
芸
術
家
を
世
に
紹
介
し
て
居
る
書
物
は
至
つ
て
少
い
」
と
あ
る
が
、

生
馬
に
お
い
て
も
、
紹
介
は
西
洋
の
原
書
に
依
存
す
る
し
か
な
か
っ
た

）
（（
（

。
前
編
は
、
原
書
に
依
拠
し
短
縮
し
な
が
ら
、
内
容
に
改
変
を
加
え
つ
つ
、
セ
ザ
ン
ヌ
の

略
伝
を
記
し
て
い
る
。

　

第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
後
編
は
、「
今
度
は
評
論
、
評
論
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
自
分
が
此
美
術
家
に
就
い
て
学
ん
だ
事
や
、
考
へ
た
事
を
少
し
書
き
足
し
て
見

ま
す
」
と
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
始
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
私
見
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
わ
か
り
に
く
い
。

　

挿
画
と
し
て
前
号
に
載
せ
て
あ
つ
た
セ
ザ
ン
ヌ
や
其
の
間
接
の
弟
子
と
も
見
る
べ
き
ゴ
ー
ガ
ン
の
写
し
を
見
た
人
で
、
吾
々
に
「
何
故
あ
ん
な
画
が
善
ん

で
す
」
と
云
ふ
意
味
を
漏
し
た
知
人
が
少
く
な
か
つ
た
。
之
は
決
し
て
無
理
の
な
い
事
だ
、
原
作
の
油
絵
を
一
枚
で
も
見
た
事
が
な
く
、
又
欧
洲
絵
画
の
変

遷
や
傾
向
を
知
ら
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
感
心
し
た
く
も
、
感
心
す
る
訳
に
行
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
国
に
生
れ
、
同
じ
芸
術
の
空
気
中
に
住
ん
だ
、

同
じ
時
代
の
人
達
で
す
ら
、
彼
を
理
解
す
る
迄
に
は
如
何
に
迫
害
を
加
へ
、
侮
辱
し
た
か
は
既
に
述
べ
た
。（
同
号
、
二
九
頁
）

　

生
馬
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
が
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
無
理
の
な
い
事
」
と
認
め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、「
此
美
術
家
に
就
い
て
学
ん
だ
事
や
、
考
へ
た
事
」

で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
は
、
生
馬
に
「
学
校
教
育
に
嫌
悪
を
感
じ
、
遂
に
廃
学
」
さ
せ
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
自
分
が
セ
ザ
ン
ヌ
の

美
術
に
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
実
感
と
、
そ
れ
が
多
く
の
人
々
の
評
価
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
の
間
で
、
生
馬
は
な
お
迷
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

生
馬
は
、
モ
ー
ク
レ
ー
ル
の
著
作

）
（（
（

に
依
拠
し
て
、
印
象
派
の
説
明
を
し
て
い
く
。
そ
こ
で
、
生
馬
が
強
調
す
る
の
は
、「
反
動
」
で
あ
り
、「
芸
術
の
革
命
」
で

あ
る
。「
仏
蘭
西
人
民
は
マ
ネ
ー
以
降
所
謂
ア
ン
プ
レ
シ
ヨ
ニ
ス
ト
連
中
の
焦
心
に
よ
つ
て
此
革
新
を
成
就
し
た
」
と
言
い
、
そ
れ
が
、「
セ
ザ
ン
ヌ
の
住
ん
だ
時

代
の
空
気
と
彼
等
かマ

マ

苦
闘
し
た
時
の
旗
色
」
で
あ
る
と
言
う
（
同
号
、
三
〇
︲
三
二
頁
）
が
、
そ
れ
は
ま
た
生
馬
自
身
が
パ
リ
で
体
験
し
た
現
実
で
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
美
術
の
伝
統
的
な
あ
り
方
が
な
お
広
く
認
め
ら
れ
る
中
に
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
新
し
い
動
き
が
あ
っ
て
、
両
者
は
並
存
し
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
、
西
洋
の
美
術
界
そ
の
も
の
が
急
速
に
変
貌
し
て
い
る
。
十
分
な
情
報
を
持
た
ず
に
留
学
し
た
画
学
生
に
と
っ
て
、
い
や
十
分
な
情
報
な
ど
あ
り
え
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な
か
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
画
学
生
は
た
だ
そ
の
荒
波
に
投
げ
出
さ
れ
る
し
か
な
い
。
西
洋
の
美
術
を
学
ぶ
と
い
っ
て
も
、
急
速
に
変
貌
す
る
も
の
の
ど
れ
を
学

び
、
何
を
習
得
し
て
帰
れ
ば
良
い
の
か
、
多
く
の
留
学
画
学
生
は
迷
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
日
本
に
い
て
、
西
洋
の
写
真
版
や
書
物
や
雑
誌
で
情
報
を
得

て
い
た
者
の
方
が
、
作
品
に
対
し
て
迷
い
な
く
感
動
で
き
た
。
木
下
長
宏
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
受
容
に
か
か
わ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

斎
藤（
引
用
者
注
―
与
里
）や
有
島
生
馬
ら
が
伝
え
る
現
地
の
印
象
を
き
き
、海
の
向
こ
う
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
雑
誌
や
複
製
の
画
集
や
評
伝
を
夢
中
に
な
っ

て
眺
め
て
い
る
武
者
小
路
や
柳
宗
悦
の
方
が
、
雄
弁
に
そ
の
思
い
を
言
語
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
斎
藤
や
武
者
小
路
・
柳
ら
の
個
人
的
な
資
質
の
ち
が
い

と
い
う
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
を
直
接
吸
収
し
た
者
と
複
製
か
ら
学
習
し
て
い
く
意
識
の
回
路
の
差
異
に
よ
る
、
と
い
っ
た
方
が
い
い
。

　

滞
欧
し
た
留
学
生
と
日
本
に
い
て
複
製
で
学
習
す
る
者
と
の
い
わ
ば
逆
説
的
な
対
照
性
は
、
木
下
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
木
下
は
説
明
を
続
け
て
、「
本

物
を
体
験
し
た
者
が
、
そ
の
実
物
の
経
験
ゆ
え
に
言
葉
を
惜
し
む
と
い
う
態
度
が
、
近
代
日
本
の
言
語
と
精
神
を
貧
困
に
し
て
き
た
」
と
述
べ
る

）
（（
（

。
し
か
し
、
こ

の
説
明
は
、
少
な
く
と
も
生
馬
の
場
合
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
生
馬
は
、
私
見
と
実
感
を
書
こ
う
と
し
て
い
て
、
容
易
に
書
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

稲
賀
繁
美
は
、
デ
ュ
レ
の
原
文
と
生
馬
の
文
章
を
比
較
し
、
原
文
の
意
味
を
無
視
し
て
、
生
馬
の
文
章
で
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
は
も
っ
ぱ
ら
旧
来
の
画
派
に
敵
対
し

た
草マ

マ

命
的
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
転
倒
し
た
物
語
が
仕
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

）
（（
（

。
こ
れ
に
続
く
論
文
で
も
、
実

篤
を
は
じ
め
と
す
る
「『
白
樺
』
の
意
向
に
沿
っ
た
、
有
島
に
よ
る
意
図
的
な
読
み
替
え
を
想
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。
し
か
し
、
第
一
巻
第
二
号
・
第

三
号
と
い
う
段
階
で
、「『
白
樺
』
の
意
向
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
生
馬
の
歪
曲
に
理
由
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

む
し
ろ
彼
の
欧
州
で
の
体
験
と
実
感
そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

誰
で
も
い
ゝ
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
大
家
の
画
稿
を
求
め
る
迄
も
な
い
、
巴
里
の
美
術
学
校
な
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ヂ
ユ
リ
ア
ン
な
り
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
美
術
学
校

な
り
の
一
学
生
の
習
作
を
持
つ
て
き
て
御
覧
ん
な
さ
い
、
読
者
が
云
ふ
意
味
に
於
て
自
然
は
諸
君
の
注
文
通
り
に
描
き
出
さ
れ
て
居
る
。
身
体
の
高
さ
と
横

の
均
衡
、
骨
格
と
筋
肉
の
研
究
、
其
の
顔
は
写
真
よ
り
も
説
明
し
て
あ
つ
て
、
夫
れ
以
上
に
似
て
描
か
れ
て
居
る
。
若
し
諸
君
が
夫
れ
で
満
足
が
出
来
る
な

ら
巴
里
や
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
で
毎
年
〳
〵
製
造
す
る
美
術
家
は
山
盛
り
に
あ
る
。（
第
三
号
、
三
七
頁
）

　

サ
ロ
ン
（
官
展
）
の
下
に
美
術
学
校
・
画
塾
の
あ
る
体
制
が
現
に
存
在
し
て
い
る
。
西
洋
美
術
が
歴
史
的
に
積
み
上
げ
て
き
た
技
法
を
教
授
す
る
体
制
の
中
か

ら
、
毎
年
美
術
家
が
「
山
盛
り
に
」
生
ま
れ
て
く
る
。
生
馬
自
身
、「
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ミ
エ
ル
等
に
通
学
し
、
コ
ラ
ン
、
プ
リ
ネ
ー
氏
等
の
教
授
を
受
」
け
て

き
た
の
で
あ
る
。「
山
盛
り
に
」
生
ま
れ
て
く
る
、
そ
の
一
人
が
生
馬
自
身
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
、
彼
が
受
け
て
き
た
「
学
校
教
育
」、
そ
こ
で
習
得
し
た
知
識
や
技
芸
を
否
定
す
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
に
惹
か
れ
て
い
く
こ
と
は
、
少
な
く

と
も
留
学
し
て
以
来
の
数
年
間
の
彼
自
身
を
否
定
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
で
は
、
そ
こ
ま
で
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
を
追
慕
し
、
今
ま
で
に
自
分
が
習
得
し
た
も
の
を
捨

て
て
、
そ
の
先
に
果
た
し
て
新
し
い
道
が
切
り
開
け
る
の
か
。
セ
ザ
ン
ヌ
を
称
賛
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
紹
介
文
を
書
き
な
が
ら
、
生
馬
は
、
彼
の
中
に
生
ず
る
矛
盾

に
直
面
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
編
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
美
術
の
特
質
に
つ
い
て
、
デ
ュ
レ
の
文
章
に
依
拠
し
な
が
ら
、
生
馬
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

彼
は
内
心
の
働
き
の
緊
張
を
感
じ
尚
ほ
筆
先
き
の
軽
い
戯
れ
を
嫌
む
様
に
な
つ
た
、
彼
の
描
方
は
益
々
厳
格
に
な
っ
た
、
彼
の
目
は
モ
デ
ル
や
モ
チ
ブ
に
堅

く
結
び
つ
け
ら
れ
て
例マ

マ

令
一
つ
の
落
筆
で
も
目
に
見
た
と
同
じ
感
じ
を
表
は
そ
う
と
し
た
、
彼
が
目
的
物
か
ら
得
た
形
象
を
忠
実
に
写
出
す
る
事
は
驚
く
ま

で
深
い
遠
い
処
迄
進
ん
で
行
つ
た
、（
第
二
号
、
一
七
頁

）
（（
（

）

　

し
か
し
、
後
編
で
は
、
そ
れ
で
は
満
足
で
き
ず
に
、
生
馬
は
自
分
の
言
葉
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

吾
々
が
セ
ザ
ン
ヌ
に
就
い
て
最
も
多
く
敬
意
を
払
ふ
の
は
、
彼
の
目
と
心
の
純
白
で
あ
つ
た
事
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
を
見
て
よ
く

左
う
思
つ
た
、「
彼
の
様
に
全
く
祖
先
の
画
を
忘
れ
て
自
分
一
人
の
心
と
自
分
一
人
の
目
丈
け
で
子
供
の
様
に
自
然
を
見
る
事
が
出
来
た
人
は
他
に
あ
る
ま

い
」
と
。
実
に
彼
は
幾
世
紀
の
間
人
間
が
技
芸
か
ら
技
芸
を
積
ん
で
、
自
然
一
種
の
形
式
に
表
は
す
方
法
を
破
つ
た
。
彼
の
絵
が
野
蛮
、
無
経
験
と
評
せ
ら

る
ゝ
は
即
ち
夫
れ
で
、
彼
の
長
所
で
も
あ
れ
ば
短
所
で
も
あ
る
、
然
し
徒
ら
に
形
式
と
旧
格
子マ

マ

の
み
妮
ん
だ
美
術
が
漫
延
し
て
居
た
当
時
、
白
い
心
に
唯
だ

自
然
を
卒
直
に
写
さ
う
と
し
た
苦
心
は
実
に
貴
い
も
の
で
あ
つ
た
。（
第
三
号
、
三
八
︲
三
九
頁
）

　

セ
ザ
ン
ヌ
が
「
幾
世
紀
の
間
人
間
が
技
芸
か
ら
技
芸
を
積
ん
で
」
作
り
上
げ
て
き
た
洋
画
の
伝
統
的
な
技
法
を
無
視
し
た
こ
と
か
ら
、
生
馬
は
眼
を
そ
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
「
目
と
心
の
純
白
」
と
言
い
換
え
る
。
そ
の
言
葉
で
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
生
馬
を
惹
き
つ
け
る
理
由
の
説
明
と
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は

驚
き
の
言
語
化
に
は
な
っ
て
も
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
美
術
の
本
質
を
説
明
す
る
言
葉
に
は
な
ら
な
い
。
伝
統
的
な
方
法
を
「
破
つ
た
」
先
に
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
実
現
し
た

も
の
を
生
馬
は
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

生
馬
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
画
か
ら
得
た
実
感
は
、
後
編
の
末
尾
近
く
に
よ
う
や
く
記
さ
れ
る
。

ヂ
ウ
ラ
ン
、
ル
エ
ル
氏
蔵
品
の
う
ち
三
枚
の
最
も
重
要
な
る
静
物
画
の
如
き
は
真
に
人
を
し
て
其
の
威
力
の
前
に
圧
伏
せ
し
む
る
慨
が
あ
る
。
ア
ン
タ
ン
シ

ヨ
ン
の
強
い
事
、
色
階
の
高
調
な
事
、
幾
度
も
の
塗レ

ツ
ウ
シ
エ

り
か
へ
に
画
面
は
疲
労
し
て
居
る
に
係
ら
ず
、
印
象
が
ど
こ
迄
も
、
ど
こ
迄
も
鮮
明
で
、
各
の
瞬
間
々
々
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若
々
し
く
新
し
く
物
に
接
し
た
感
が
続
々
と
し
て
浮
ん
で
来
る
様
な
処
、
そ
の
部
分
と
全
体
が
独
立
も
し
、
又
統
一
も
さ
れ
て
自
然
と
勢
の
強
い
権
威
を
示

す
、
彼
の
作
品
を
目
に
見
る
時
は
諸
て
末
技
に
関
す
る
多
く
の
欠
点
と
不
足
と
を
忘
れ
て
終
ふ
て
、
彼
の
人
格
中
に
吸
ひ
込
ま
れ
る
心
地
が
す
る
。（
同
号
、

四
一
頁
）

　

生
馬
が
、
そ
の
絵
に
た
だ
ひ
た
す
ら
「
吸
ひ
込
ま
れ
」、
そ
の
絵
か
ら
「
瞬
間
々
々
若
々
し
く
新
し
く
物
に
接
し
た
感
」
が
打
ち
寄
せ
て
く
る
の
を
感
じ
て
い

る
姿
が
生
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
実
作
を
眼
の
前
に
し
て
の
強
い
実
感
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
感
を
原
点
に
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
美
術
の
魅
力
や

本
質
を
説
明
す
る
力
は
生
馬
に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
生
馬
の
限
界
と
い
う
よ
り
、
美
術
作
品
か
ら
受
け
る
直
接
的
な
感
動
を
言
語
化
で
き
る
だ
け
の
批
評
な
い

し
評
論
の
言
葉
を
、
日
本
近
代
の
文
学
者
た
ち
は
（
美
術
家
た
ち
も
）
ま
だ
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
生
馬
の
直
面
し
て
い
る
の
は
、
紹
介
者
と
し
て
の
言
葉
の
限
界
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
生
馬
の
美
術
家
と
し
て
の
限
界
も
、
彼
自
身
の
眼

に
は
見
え
て
し
ま
う
。

然
し
彼
に
真
似
て
諸
て
の
人
が
製
作
す
れ
ば
必
ず
彼
の
様
な
作
品
を
得
る
事
が
出
来
や
う
と
は
考
へ
な
い
、
勿
論
小
児
の
無
心
と
純
白
の
感
情
を
持
つ
事
が

困
難
で
あ
る
と
共
に
彼
の
様
に
深
刻
に
諸
て
の
物
の
枝
葉
を
捨
て
ゝ
自
然
の
真
随マ

マ

を
直
写
す
る
感
覚
と
、
迫
つ
た
直
接
の
感
を
表
は
し
得
る
技
倆
と
は
決
し

て
万
人
の
得
ん
と
し
て
望
み
得
る
処
の
も
の
で
な
い
。（
同
号
、
四
〇
頁
）

　
「
無
心
と
純
白
の
感
情
」
だ
け
で
は
セ
ザ
ン
ヌ
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。「
天
の
恩
恵
」
と
も
い
う
べ
き
「
能カ

バ
シ
テ
ー力

と
技カ

リ
テ
ー量

」
を
持
ち
、「
旧
衣
」
を
脱
ぎ

捨
て
る
必
要
が
あ
る
と
生
馬
は
言
う
。
そ
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
自
分
に
は
ね
返
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
紹
介
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
称

賛
す
る
こ
と
は
、
生
馬
自
身
が
ど
の
よ
う
に
絵
を
描
い
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
危
険
を
孕
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
、
生
馬
は
毎
号
の
よ
う
に
『
白
樺
』
に
文
章
を
掲
載
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
美
術
関
係
の
も
の
は
多
く
な
い
。「
蝙
蝠
の
如
く
」（
第
二
巻
第
一
一
号
～

第
三
巻
第
一
二
号
、
一
九
一
一
・
一
一
～
一
九
一
二
・
一
二
）
や
「
葡
萄
圃
の
中
」（
第
六
巻
第
八
号
～
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
一
五
・
八
～
一
九
一
六
・
四
）
に
代
表

さ
れ
る
西
洋
を
舞
台
と
し
た
小
説
類
が
も
っ
と
も
多
く
、詩
や
エ
ッ
セ
イ
も
あ
る
。
美
術
関
係
の
お
も
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、「
ロ
ダ
ン　

製
作
と
人
」
と
題
す
る
、

ク
ラ
デ
ル
の
ロ
ダ
ン
評
伝

）
（（
（

の
翻
訳
（
第
一
巻
第
八
号
（
一
九
一
〇
・
一
一
）、
第
三
巻
第
二
号
（
一
九
一
二
・
二
））、
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
「
回
想
の
セ
ザ
ン

ヌ
）
（（
（

」
の
翻
訳
（
第
四
巻
第
一
一
号
～
第
五
巻
第
五
号
、一
九
一
三
・
一
一
～
一
九
一
四
・
五
）
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
「
山
脇
信
徳
氏
の
近
作
」（
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
一
一
・
六
）
の
ほ
か
は
、
挿
画
の
解
説
と
関
連
の
記
事
が
い
く
つ
か
あ
る
程
度
で
あ
る
。
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第
三
巻
第
九
号
（
一
九
一
二
・
九
）
の
セ
ザ
ン
ヌ
特
集
号
に
、生
馬
は
「
セ
ザ
ン
ヌ
を
憶
ふ
」（
署
名
は
記
者
）
と
い
う
小
文
を
書
く
。
そ
の
文
章
を
見
て
お
こ
う
。

　

甞
て
セ
ザ
ン
ヌ
翁
の
略
伝
を
本
誌
に
掲
げ
て
か
ら
、
早
や
二
年
余
の
歳
月
が
過
ぎ
去
つ
た
。
其
間
日
本
の
洋
画
界
は
様
々
な
、
あ
り
余
る
刺
撃
を
受
け
た
。

創
作
に
も
多
少
の
試
作
が
表
は
れ
た
。
ポ
ス
ト
、
ア
ン
プ
レ
シ
ヨ
ニ
ス
ト
を
説
く
も
の
、
キ
ユ
ビ
ス
ト
を
説
く
も
の
、
フ
ユ
ト
ウ
リ
ス
ト
を
説
く
も
の
欧
州

画
界
の
一
顰
一
笑
は
悉
く
、
極
東
の
青
年
画
家
を
狂
せ
し
め
ざ
れ
ば
止
ま
ざ
ら
ん
と
す
る
程
の
勢
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
が
世
を
去
つ
て
か
ら
、
殆
とマ

マ

六
個

年
に
な
る
。
そ
の
間
に
欧
洲
画
界
に
於
け
る
彼
の
位
置
は
動
か
す
事
の
出
来
な
い
重
要
な
も
の
と
な
つ
た
。
彼
の
事
業
が
正
当
に
認
め
ら
れ
る
時
機
が
来
た
。

懐
顧
す
れ
ば
、
吾
々
が
推
測
し
た
以
上
彼
は
偉
大
な
革
命
的
の
画
家
で
あ
つ
た
。（
同
号
、
一
九
一
頁
）

　

生
馬
は
、「
彼
の
芸
術
に
は
昨
日
ま
で
具
備
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
凡
て
の
要
素
が
拒
絶
さ
れ
て
居
る
に
係
ら
ず
、
尚
ほ
古
美
術
の
傑
作
が
与
へ
得
る
と
同
様

の
感
動
を
吾
々
に
齎
ら
し
得
る
の
で
あ
る
」（
同
号
、
一
九
二
頁
）
と
も
述
べ
る
。
二
年
の
間
に
、
西
洋
美
術
の
新
し
い
潮
流
が
日
本
に
定
着
し
始
め
お
り
、
セ

ザ
ン
ヌ
に
対
す
る
自
分
の
感
動
に
ま
ち
が
い
は
な
か
っ
た
と
い
う
確
信
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
次
第
に
、
生
馬
は
『
白
樺
』
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
美
術
家
と
し
て
の
活
動
は
続
き
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
二
科
会
の
創
設
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
一
方
で
、小
説
の
執
筆
も
継
続
さ
れ
る

）
（（
（

。
し
か
し
、こ
の
専
門
家
も
ま
た
、『
白
樺
』
に
お
け
る
美
術
紹
介
の
中
心
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

三　

素
人
た
ち
の
〈
越
境
〉

　
　
　

１　
『
白
樺
』
の
美
術
関
連
記
事
の
変
遷

　

こ
こ
で
、
創
刊
後
の
五
年
間
の
範
囲
内
で
、『
白
樺
』
に
お
け
る
美
術
関
連
の
文
章
の
概
略
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
西
洋
美
術
の
紹
介
文
に
つ
い
て
、
そ

の
リ
ス
ト
を
掲
げ
、
推
移
を
見
て
い
き
た
い
。
次
に
、
広
く
美
術
関
連
の
文
章
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
『
白
樺
』
で
は
、
先
に
見
た
編
集
方
針
の
変
更
（
第
二
巻
第
一
号
、
実
篤
文
）
以
降
、
一
人
の
美
術
家
に
つ
い
て
複
数
の
作
品
図
版
を
挿
入
し
た
「
特
集
号
」

が
毎
号
の
よ
う
に
企
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
創
刊
期
か
ら
第
五
巻
（
一
九
一
四
年
）
ま
で
の
「
特
集
号
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
そ
の

美
術
家
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
紹
介
文
を
表
に
し
て
み
よ
う
。
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［
表　
「
特
集
号
」
に
お
け
る
美
術
紹
介
文
］

刊
年

巻
・
号

紹
介
対
象

著
者

標
題

頁

1

一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）

一
・
一

ド
イ
ツ
象
徴
主
義

Ｋ
Ｋ
生
（
児
島
喜
久
雄
）

独
逸
の
絵
画
に
於
け
るN

euidealisten

㈠

一
七
︲
三
二

（

一
・
二

ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン

里
見
弴

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン

四
七
︲
五
一

3

一
・
三

ビ
ア
ズ
レ
ー

柳
宗
悦

オ
ー
ブ
レ
ー
、
ビ
ア
ー
ズ
レ

四
四
︲
四
六

（

一
・
八

ロ
ダ
ン　

（
省
略
）

（
省
略
）

5

一
九
一
一

（
明
治
四
四
）

二
・
一

ル
グ
ラ
ン

無
車
（
武
者
小
路
実
篤
）

ル
イ
・
ル
グ
ラ
ン
（Louis�Legrand

）

一
一
五
︲
一
二
一

（

二
・
三

ル
ノ
ワ
ー
ル

柳
宗
悦

ル
ノ
ア
ー
と
其
の
一
派

一
︲
一
一

（

同

同

有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）

ル
ノ
ワ
ル
の
ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
ラ
・
ギ
ヤ
レ
ッ
ト

一
〇
四
︲
一
〇
九

8

二
・
四

マ
ネ

記
者
（
里
見
弴
）

エ
デ
ュ
ア
ル
・
マ
ネ
ー
小
伝

一
︲
一
〇

（

同

同

斎
藤
与
里

物
を
確
実
に
摑
ん
だ
画
家

一
一
︲
一
八

10

二
・
五

ク
リ
ン
ガ
ー

小
泉
鉄

マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
に
就
き
て
二
つ

一
五
︲
二
〇

11

同

同

武
者
小
路
実
篤

ク
リ
ン
ゲ
ル
の｢

貧
窮｣

を
見
て

二
一
︲
二
七

1（

二
・
八

ホ
フ
マ
ン

児
島
喜
久
雄

ル
ウ
ド
ヰ
ヒ･

フ
オ
ン･

ホ
オ
フ
マ
ン

一
二
九
︲
一
三
九

13

二
・
九

ビ
ア
ズ
レ
ー

柳
宗
悦

オ
ー
ブ
レ
ー
・
ビ
ア
ー
ズ
レ
に
就
て　

附
、
挿
画
説
明

一
五
〇
︲
一
六
〇

1（

二
・
一
〇

ゴ
ッ
ホ

斎
藤
与
里

画
題
の
後
に
附
け
ら
れ
たV

A
N

�GO
GH

の
文

一
︲
二
七

15

二
・
一
二

フ
ォ
ー
ゲ
ラ
ー

柳
宗
悦

フ
ォ
ー
ゲ
ラ
ー
の
芸
術

一
︲
一
一

1（

同

同

記
者
（
児
島
喜
久
雄
）

ヴ
ォ
ル
プ
ス
ヴ
ェ
ー
デ
の
画
家
（W

orpsw
eder�M

aler

）

一
〇
一
︲
一
〇
八

1（

一
九
一
二

（
明
治
四
五
・
大
正
一
）
三
・
一

後
期
印
象
派

柳
宗
悦

革
命
の
画
家

一
︲
三
一
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18

一
九
一
二

（
明
治
四
五
・
大
正
一
）

三
・
二

ロ
ダ
ン

有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）

ロ
ダ
ン　

製
作
及
び
人

一
二
六
︲
一
三
七

1（

三
・
三

オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ン

バ
ー
ナ
ー
ド･

リ
ー
チ（
柳
訳
）
オ
ー
ガ
ス
タ
ス･

ジ
ョ
ー
ン
（A

ugustus�John

）

一
一
二
︲
一
二
一

（0

三
・
四

ム
ン
ク

無
車
（
武
者
小
路
実
篤
）

エ
ド
ヴ
ァ
ー
ド
・
ム
ン
ヒ

七
二
︲
八
六

（1

三
・
五

ク
リ
ム
ト

小
泉
鉄

グ
ス
タ
ア
フ
・
ク
リ
ム
ト

一
︲
六

（（

三
・
七

ゴ
ー
ガ
ン

斎
藤
与
里

PA
U

L�GA
U

GU
IN

の
芸
術

六
七
︲
七
四

（3

三
・
一
一

ゴ
ッ
ホ

阿
部
次
郎

若
き
ゴ
ォ
ホ

附
録
一
︲
一
六

（（

同

同

阿
部
次
郎

ゴ
ー
ホ
の
芸
術

附
録
四
五
︲
七
〇

（5

同

同

武
者
小
路
実
篤

ゴ
オ
ホ
の
一
面

附
録
七
三
︲
八
四

（（

一
九
一
三

（
大
正
二
）

四
・
一

マ
テ
ィ
ス

高
村
光
太
郎

画
論
（
一
九
〇
八
年
十
二
月
）
ア
ン
リ
イ･

マ
チ
ス

七
一
︲
八
六

（（

同

同

柳
宗
悦

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
と
後
印
象
派

一
六
四
︲
一
八
四

（8

四
・
三

ロ
ッ
プ
ス

記
者
（
里
見
弴
）

フ
ヱ
リ
シ
ア
ン
・
ロ
オ
プ
ス�

九
五
︲
九
八

（（

四
・
一
〇

ク
ー
ル
ベ

長
与
善
郎

キ
ュ
ス
タ
フ
・
ク
ル
ベ
ー
評
伝

一
︲
一
一
四

30

四
・
一
二

ム
ン
ク

小
泉
鉄

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド･

ム
ン
ク　

グ
ス
タ
ア
フ
・
シ
ー
フ
レ
ル

一
〇
三
︲
一
二
一

31

一
九
一
四

（
大
正
三
）

五
・
一

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

小
泉
鉄

レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
（
エ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
）

二
九
五
︲
三
〇
七

3（

五
・
四

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク

柳
宗
悦

ヰ
リ
ア
ム･

ブ
レ
ー
ク�W

ILLIA
M

�BLA
K

E�︲1（5（-18（（︲

一
︲
一
三
七

33

同

同

Bernard�Leach
（
リ
ー
チ
）N

O
T

ES�O
N

�W
ILLIA

M
�BLA

K
E

四
六
二
︲
四
七
一

3（

五
・
九

エ
ル
・
グ
レ
コ

小
泉
鉄

エ
ル･

グ
レ
コ

一
六
九
︲
一
八
二

35

五
・
一
一

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

児
島
喜
久
雄

リ
オ
ナ
ル
ド
（
一
四
五
二
︲
一
五
一
九
）

二
五
六
︲
二
五
九

※ 

第
一
巻
第
二
号
以
下
の
児
島
と
生
馬
の
紹
介
文
は
、「
特
集
号
」
で
は
な
い
の
で
表
か
ら
は
省
い
て
い
る
。
第
一
巻
第
二
号
と
第
三
号
の
里
見
と
柳
の
文
は
、
カ
ッ
ト
に
用
い
た
美
術
家
に
対

す
る
や
や
詳
し
い
紹
介
文
で
あ
る
。
第
八
号
の
「
ロ
ダ
ン
号
」
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
で
あ
り
、
詳
細
を
略
し
た
。
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紹
介
文
と
い
っ
て
も
、「
挿
画
に
就
て
」
や
一
、二
頁
の
簡
単
な
解
説
は
省
い
て
お
り
、
表
は
、『
白
樺
』
に
お
け
る
西
洋
美
術
紹
介
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
文

章
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

創
刊
期
の
『
白
樺
』
で
は
、
児
島
喜
久
雄
や
有
島
生
馬
と
い
う
、
よ
り
専
門
家
的
な
同
人
が
西
洋
美
術
の
紹
介
文
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
長
続
き
し
な
い
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
―
一
九
七
六
年
）・
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
年
）・
里
見
弴
（
一
八
八
八
―
一
九
八
三
年
）・
小
泉
鉄

（
一
八
八
六
―
一
九
五
四
年
）・
長
与
善
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
六
一
年
）
な
ど
、
美
術
に
対
す
る
素
人
の
同
人
た
ち
が
美
術
紹
介
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
・
八
）
で
は
、「
挿
画
に
就
て
」
の
総
題
の
下
に
、
実
篤
・
里
見
・
柳
が
手
分
け
し
て
、
原
書
の
文
献
に
依
拠
し
な
が
ら
簡
単

な
紹
介
を
書
い
て
い
た
が
、
創
刊
期
に
は
二
番
手
の
グ
ル
ー
プ
に
い
た
者
た
ち
が
、
第
二
巻
以
降
は
美
術
紹
介
の
担
い
手
と
な
っ
て
く
る
。
美
術
に
関
心
を
持
つ

同
人
が
集
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
美
術
紹
介
は
『
白
樺
』
の
必
須
の
仕
事
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
素
人
の
同
人
た
ち
は
、
こ
の
仕
事
を
引
き
継

い
だ
の
だ
ろ
う
か
。

　

表
か
ら
、
第
二
巻
（
一
九
一
一
年
）・
第
三
巻
（
一
九
一
二
年
）
が
西
洋
美
術
紹
介
の
最
盛
期
で
あ
り
、
第
四
巻
（
一
九
一
三
年
）・
第
五
巻
（
一
九
一
四
年
）

で
は
衰
退
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
外
の
美
術
専
門
雑
誌
の
充
実
や
、
内
の
専
門
家
た
ち
の
退
場
と
い
う
不
利
な
状
況
の
中
で
、
素
人
の
同
人
た
ち

は
こ
れ
だ
け
の
紹
介
を
続
け
る
熱
意
を
持
っ
て
い
た
。

　

表
の
番
号
で
、「
６
」、「
10
」、「
1（
」、「
18
」、「
（（
」、「
（（
」）

（（
（

、「
（（
」、「
30
」、「
31
」
な
ど
は
、
西
洋
の
原
書
か
ら
の
翻
訳
・
抄
訳
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

誤
訳
や
意
訳
は
あ
る
と
し
て
も
、
紹
介
者
の
主
観
は
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
紹
介
文
の
多
く
は
、
原
書
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
れ
を
自
分
な
り
の

言
葉
に
言
い
換
え
、
自
分
の
主
観
を
つ
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
例
え
ば
、
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
一
一
・
三
）
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
特
集
号
に
お
い
て
、
柳
の
翻
訳
に
よ
る
紹
介
文
と
生
馬
の
実
際
の
見
聞
に
基
づ
く
文

章
が
併
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
次
号
（
同
・
四
）
の
マ
ネ
特
集
号
で
も
、
里
見
弴
の
評
伝
に
、
美
術
家
で
あ
る
斎
藤
与
里
の
文
を
並
べ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
原
書
に
依
拠
す
る
評
伝
や
作
品
に
対
す
る
知
識
と
、
留
学
し
て
実
物
に
接
し
た
美
術
家
の
実
感
と
が
補
完
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う

手
厚
い
紹
介
は
長
続
き
し
な
い
。
次
第
に
、
専
門
家
の
実
感
の
文
章
は
減
少
し
て
、
原
書
の
翻
訳
や
、
原
書
に
依
拠
し
た
素
人
た
ち
の
紹
介
が
多
く
な
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
表
か
ら
は
、
代
表
的
な
西
洋
の
近
代
美
術
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
る
が
、
多
く
が
一
回
限
り
の
紹
介
で
あ
る
。
紹
介
文
に
は
、

そ
の
美
術
家
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
が
並
べ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
詳
し
く
は
そ
れ
ら
を
見
て
欲
し
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
受
け
取
れ
る
。
そ
し
て
、
一
通
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り
の
渉
猟
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、紹
介
文
の
掲
載
が
激
減
し
て
い
く
。
第
六
巻
以
降
も
紹
介
文
は
散
見
さ
れ
る
が
、そ
の
対
象
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
な
ど
よ
り
古
い
時
代
の
美
術
家
を
含
む
も
の
に
な
る
。
ま
た
、
図
版
の
掲
載
は
継
続
し
、
既
に
紹
介
さ
れ
た
美
術
家
の
「
特
集
号
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が
、
改
め
て
紹
介
文
が
書
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

十
分
な
理
解
も
知
識
も
持
た
な
い
紹
介
者
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
最
新
の
文
献
を
か
き
集
め
て
、
彼
ら
な
り
に
精
一
杯
の
文
章
を
綴
る
。
そ
れ
が
素
人
た
ち
の
紹

介
文
の
限
界
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。例
え
ば
児
島
喜
久
雄
の
よ
う
に
、紹
介
文
を
書
き
継
い
で
美
術
家
に
つ
い
て
の
研
究
を
積
み
重
ね
よ
う
と
い
う
発
想
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
ま
た
、
出
来
不
出
来
は
と
も
か
く
、
素
人
た
ち
が
書
い
た
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
美
術
家
を
よ
く
知
ら
な
い
読
者
が
、
専
門
性
に
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
な
く
共
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
側
面
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
素
人
の
紹
介
文
が
、
先
の
児
島
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、「
公
衆
と
芸
術
家
と
の
間
の

嶮
し
い
谷
間
に
橋
を
架
け
る
」
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

次
に
、紹
介
文
だ
け
で
は
な
く
、『
白
樺
』の
美
術
関
連
の
文
章
の
全
体
が
、第
二
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を
見
て
お
き
た
い
。

　

第
二
巻
（
一
九
一
一
年
）
の
特
徴
は
、
そ
の
多
様
化
に
あ
る
。
ま
ず
、
第
六
号
、
第
九
号
に
南
薫
造
の
「
思
つ
た
事
」、「
同
（
二
）」
が
掲
載
さ
れ
、
第
一
二

号
に
斎
藤
与
里
の
「
か
な
し
み
の
色
」
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
、『
白
樺
』
の
周
辺
に
い
る
美
術
家
た
ち
が
、
紹
介
文
で
は
な
く
、
美
術
に
か
か
わ
る
思
索
や
随

想
を
書
い
て
誌
面
に
参
加
し
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
号
か
ら
児
島
の
翻
訳
「
ヴ
イ
ン
ツ
エ
ン
ト
・
ヴ
ア
ン
・
ゴ
オ
ホ
の
手
紙
」
の
断
続
的
な
連
載
が
始
ま

る
。
よ
り
正
確
に
原
書
の
内
容
そ
の
も
の
を
翻
訳
し
て
提
供
し
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
七
号
に
お
い
て
は
、
実
篤
の
「
成
長
」
と
い
う
詩
の
中

に
ゴ
ッ
ホ
や
ホ
ド
ラ
ー
が
読
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
文
学
作
品
の
中
に
美
術
へ
の
興
味
が
反
映
さ
れ
て
く
る
。
美
術
紹
介
文
に
加
え
て
、
美
術
家
の
随
想
や
評
論
、

原
書
の
翻
訳
、
美
術
に
か
か
わ
る
文
学
作
品
な
ど
が
誌
面
を
賑
わ
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
創
刊
の
年
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
り
（
た
だ
し
、
第
八
号
の

「
ロ
ダ
ン
号
」
は
例
外
で
あ
る
）、
美
術
へ
の
関
心
が
広
範
囲
に
展
開
し
、
よ
り
自
由
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

　

有
名
で
は
あ
る
が
、
実
篤
の
詩
篇
「
成
長
」
の
一
節
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

バ
ン
、
ゴ
ッ
ホ

バ
ン
、
ゴ
ッ
ホ
よ

燃
え
る
が
如
き
意
力
も
つ
汝
よ
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汝
を
想
ふ
毎
に

我
に
力
わ
く

高
き
に
の
ぼ
ら
ん
と
す
る
力
わ
く
、

ゆ
き
つ
く
す
処
ま
で
ゆ
く
力
わ
く
、

あ
ゝ
、

ゆ
き
つ
く
す
処
ま
で
ゆ
く
力
わ
く
。（
第
二
巻
第
七
号
、
四
〇
頁
）

　

実
篤
は
、
ゴ
ッ
ホ
へ
の
感
動
と
、
そ
れ
が
自
分
に
与
え
る
力
と
を
詩
に
詠
む
。
詩
篇
「
成
長
」
は
、
ひ
と
月
足
ら
ず
の
間
に
書
か
れ
た
詩
を
集
め
た
も
の
で
、

右
と
類
似
し
た
思
い
が
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
対
し
て
も
ホ
ド
ラ
ー
に
対
し
て
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
対
し
て
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
実
篤
は
、
美
術
と
文
学
と

の
境
界
を
意
識
し
て
い
な
い
。

　

読
者
は
、
手
に
取
っ
た
一
冊
の
『
白
樺
』
に
、
多
種
多
彩
な
西
洋
美
術
に
つ
い
て
の
文
章
が
共
存
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
雑
誌
か
ら

読
者
が
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
専
門
知
識
に
基
づ
い
て
美
術
を
鑑
賞
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
印
象
だ
け
で
美
術
に
向
か
う
こ
と
も
許
容
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
書
に
基
づ
く
知
識
は
有
益
で
あ
ろ
う
し
、美
術
家
の
実
感
も
参
考
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、ま
っ
た
く
自
己
流
の
主
観
的
な
向
き
あ
い
方
も
、

『
白
樺
』
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
紹
介
文
を
素
人
の
同
人
た
ち
が
担
当
し
た
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
白
樺
』
は
、
広
く
西

洋
美
術
を
開
放
し
、
読
者
の
近
づ
き
や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
美
術
の
専
門
家
の
側
か
ら
見
れ
ば
不
適
切
な
越
境
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
で
、
美
術
専
門
雑
誌
に
は
な
い
魅
力
を
『
白
樺
』
が
持
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。

　

第
三
巻
（
一
九
一
二
年
）
で
は
、
美
術
家
に
代
わ
っ
て
、
同
人
た
ち
が
さ
か
ん
に
美
術
に
か
か
わ
る
随
想
や
評
論
を
述
べ
始
め
る
。
第
五
号
の
柳
「
価
値
」、

第
七
号
の
小
泉
「
自
己
批
評
と
生
活
と
芸
術
」、
第
八
号
の
実
篤
「
彼
（
感
想
）」、
第
九
号
の
長
与
（
署
名
は
平
沢
仲
次
）「
六
号
感
想　

人
類
的
、
内
容
、
及
其

他
」
な
ど
で
あ
る
。
内
容
は
後
に
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
専
門
家
で
は
な
い
同
人
た
ち
が
、
自
分
の
領
分
に
西
洋
美
術
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

顔
触
れ
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
紹
介
文
を
書
い
た
同
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
経
験
が
美
術
と
い
う
も
の
を
彼
ら
の
思
索
に
含
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
彼
ら
な

り
に
美
術
を
理
解
し
吸
収
し
た
成
果
が
綴
ら
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

第
四
巻
（
一
九
一
三
年
）・
第
五
巻
（
一
九
一
四
年
）
に
な
る
と
、
美
術
関
連
の
文
章
は
減
少
す
る
。
文
章
の
形
と
し
て
は
、
従
来
の
よ
う
な
紹
介
文
を
残
し
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な
が
ら
も
、
連
載
翻
訳
と
長
編
評
論
と
い
う
二
極
へ
の
分
化
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
、
小
泉
に
よ
る
ゴ
ー
ガ
ン
「
ノ
ア
・
ノ
ア

）
（（
（

」
の
翻
訳
（
第
三
巻
第
一
号
～

第
四
巻
第
一
〇
号
）
や
、
生
馬
に
よ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
「
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
」
の
翻
訳
（
第
四
巻
第
一
一
号
～
第
五
巻
第
五
号
）
で
あ
る
。
原
書
の
内

容
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
と
し
て
提
供
す
る
と
い
う
動
き
の
拡
大
で
は
あ
る
が
、
専
門
的
な
美
術
評
論
の
翻
訳
で
は
な
く
、
よ
り
文
学
的
な
も
の
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と

に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
、
既
に
美
術
専
門
雑
誌
が
活
動
を
充
実
さ
せ
、
美
術
史
や
美
術
評
論
の
翻
訳
は
そ
ち
ら
が
担
当
し
て
い
く
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

　

後
者
は
、
一
一
四
頁
に
及
ぶ
長
与
善
郎
「
キ
ュ
ス
タ
フ
・
ク
ル
ベ
ー
評
伝
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
）
や
、
一
三
七
頁
に
及
ぶ
柳
宗
悦
「
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク　

W
ILLIA

M
�BLA

K
E�︲1（5（-18（（︲

」（
第
五
巻
第
四
号
）
で
あ
る
。
原
書
を
参
照
し
、
自
分
の
主
観
に
基
づ
い
て
編
集
し
直
し
、
対
象
と
な
る
美
術
家
の
全
体

像
を
語
り
尽
く
せ
る
技
量
を
、
素
人
た
ち
が
獲
得
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
六
巻
第
一
号
（
一
九
一
五
・
一
）
の
巻
末
の
洛
陽
堂
の
広
告
の
中
か
ら
美
術
関
係
の
刊
行
物
を
拾
え
ば
、
柳
宗
悦
著
『
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』、
小
泉
鉄
訳

ポ
オ
ル
・
ゴ
オ
ガ
ン
『
ノ
ア
・
ノ
ア
』、木
村
荘
八
訳
『
ゴ
ォ
ホ
の
手
紙
』、木
村
荘
八
訳
ポ
ー
ル
・
グ
ゼ
ル
編
ロ
ダ
ン
著
『
ロ
ダ
ン
の
芸
術
観
』、木
村
荘
八
訳
著
『
芸

術
の
革
命
』
が
あ
る
。『
白
樺
』
の
西
洋
美
術
紹
介
の
中
か
ら
ま
と
ま
っ
た
形
を
持
つ
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
美
術
界
も
そ
れ
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
美
術
雑
誌
と
と
も
に
、
美
術
専
門
の
叢
書
が
続
々
と
刊
行
さ
れ
始
め
る
。『
美
術
叢
書
』（
全
九
輯
、
一
九
一
六
、
向
陵
社
）、『
絵

画
叢
書
』（
全
九
編
、
一
九
一
六
～
二
一
、
洛
陽
堂
）、『
泰
西
名
画
家
伝
』（
全
一
三
巻
、
一
九
二
一
～
二
二
、
日
本
美
術
学
院
）、『
世
界
現
代
作
家
選
』（
全
九
巻
、

一
九
二
一
～
二
三
、日
本
美
術
学
院
）な
ど
。
も
は
や
素
人
た
ち
の
越
境
が
必
要
と
さ
れ
な
い
時
代
と
な
り
、『
白
樺
』の
美
術
紹
介
も
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
外
の
美
術
界
の
動
向
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
同
人
の
意
識
に
お
い
て
も
、
あ
た
か
も
一
つ
の
時
期
が
過
ぎ
去
る
よ
う
に
、『
白
樺
』
誌
上
に
お
い

て
は
美
術
に
関
す
る
文
章
が
書
か
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
推
移
は
、
同
人
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
を
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

２　

素
人
の
紹
介
者
た
ち
の
起
点
と
目
標

　

第
二
巻
以
降
、
美
術
紹
介
の
担
当
者
が
専
門
家
的
な
同
人
か
ら
素
人
の
同
人
に
交
代
す
る
。
彼
ら
の
紹
介
の
起
点
は
、
西
洋
美
術
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
い
う

専
門
家
的
な
欲
求
で
は
な
く
、
素
人
た
ち
の
主
観
的
な
感
動
に
あ
る
。
彼
ら
の
感
動
は
、
例
え
ば
柳
宗
悦
の
家
の
二
階
で
沸
騰
す
る
。

　

実
篤
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　

ロ
ダ
ン
の
彫
刻
が
来
て
（
引
用
者
注
―
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
二
月
）
ま
も
な
く
、
柳
の
と
こ
ろ
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
僕
た
ち
が
注
文
し
て
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い
た
画
の
複
製
が
と
ど
い
た
か
ら
見
に
来
な
い
か
と
い
っ
て
来
た
。
僕
は
さ
っ
そ
く
出
か
け
た
。

　

柳
の
と
こ
ろ
に
は
す
で
に
二
、三
人
若
い
人
が
来
て
い
て
夢
中
に
な
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
、ゴ
ー
ガ
ン
、ゴ
ッ
ホ
、マ
チ
ス
の
大
き
な
写
真
の
複
製
を
見
て
い
た
。

僕
も
そ
れ
ら
を
見
て
興
奮
し
た
。
一
つ
一
つ
が
僕
た
ち
に
は
驚
喜
で
あ
っ
た

）
（（
（

。

　

長
与
善
郎
も
同
様
の
回
想
を
記
し
て
い
る
。

柳
の
家
の
二
階
は
広
く
、
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
同
人
は
懇
親
会
を
や
っ
た
り
、
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
又
わ
れ
わ
れ
が
写
真
入
り
の

目カ
タ
ロ
グ録

に
よ
り
、丸
善
を
通
し
て
外
国
に
発
注
し
た
大
き
な
写
真
（
大
抵
フ
ラ
ン
ス
の
後
期
印
象
派
の
も
の
）
が
届
い
た
。（
中
略
）
ゴ
ッ
ホ
や
、ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、

マ
テ
ィ
ス
等
の
作
品
の
写
真
が
届
き
、わ
れ
わ
れ
が
馳
せ
集
ま
る
所
も
大
抵
い
つ
も
柳
の
家
で
、専
吉（
引
用
者
注
―
長
与
善
郎
）よ
り
三
ツ
下
の
岸
田
劉
生
、

一
つ
年
上
の
英
国
の
陶
工
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に
専
吉
が
初
め
て
会
っ
た
の
も
そ
の
二
階
で
あ
っ
た
。
何
か
の
写
真
が
現
わ
れ
る
た
び
に
ヤ
ン
ヤ
と
い
う

騒
ぎ

）
（（
（

。

　

志
賀
の
日
記
で
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
三
月
四
日
の
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

武
者
の
所
へ
行
く　

不
在
、
園
池
訪
問
、
一
緒
に
帝
国
座
へ
行
か
う
と
し
た
が
柳
か
ら
の
電
話
で
二
人
で
行
く　

武
者　

長
与
等
ゐ
る
、
ゴ
ツ
ホ　

ゴ
ー

ガ
ン　

マ
チ
ス
等
の
い
ゝ
写
真
が
沢
山
来
て
ゐ
た

）
（（
（

。

　

丸
善
を
通
し
て
外
国
に
発
注
し
て
い
た
複
製
画
を
見
て
、同
人
た
ち
が
そ
の
一
枚
一
枚
に
大
騒
ぎ
す
る
。
そ
の
よ
う
な
感
動
の
共
有
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
感
動
の
中
身
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
特
に
後
期
印
象
派
の
作
品
に
対
す
る
驚
嘆
や

感
激
は
仲
間
た
ち
の
間
で
伝
染
し
、
共
鳴
す
る
。
で
は
、
こ
の
感
動
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。

　

柳
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
で
こ
そ
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
か
ル
ノ
ア
ー
ル
と
か
ゴ
ッ
ホ
と
か
ロ
ダ
ン
と
か
何
れ
も
、
常
識
的
な
名
前
だ
が
、
大
正
の
初
め
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
知
る
人
が
ゐ
な

か
つ
た
。（
中
略
）
そ
れ
で
当
時
世
界
的
に
評
判
だ
か
ら
、
そ
れ
に
か
ぶ
れ
て
紹
介
し
た
わ
け
で
な
く
、
も
つ
と
ぢ
か
に
わ
れ
わ
れ
の
眼
で
見
、
う
ぶ
な
心

で
受
取
つ
て
感
動
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
た
だ
離
れ
て
鑑
賞
す
る
立
場
に
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
仕
事
に
関
連
さ
せ
て
、
身

近
に
感
動
す
る
事
情
に
あ
つ
た
。
そ
れ
で
一
枚
で
も
よ
い
複
製
版
を
得
る
と
、
よ
く
皆
集
つ
て
は
話
し
合
つ
て
興
奮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、「
う
ぶ
」
な
感
動
で
あ
る
こ
と
も
、
専
門
家
の
理
解
で
な
い
こ
と
も
、
柳
は
自
覚
し
て
い
る
。
西
洋
の
美
術
作
品
に
は
、
距
離
を
置
い
た
「
鑑
賞
」
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で
は
な
く
、
も
っ
と
直
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
、「
自
分
の
仕
事
に
関
連
」
す
る
感
動
を
生
む
も
の
が
あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、「
自
分
の
仕
事
に
関
連
」
す
る

と
い
っ
て
も
、
同
人
の
多
く
が
ま
だ
何
が
自
分
の
仕
事
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
揺
籃
期
の
試
行
状
態
に
い
る
。

　

若
い
頃
と
て
幼
稚
な
感
動
も
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
つ
と
利
口
に
智
慧
な
ど
を
振
り
回
し
て
も
の
を
批
判
し
て
、
そ
れ
で
終
つ
て

し
ま
ふ
こ
の
頃
の
若
い
人
達
よ
り
、
か
へ
つ
て
幸
な
ま
た
順
当
な
心
境
に
住
ん
で
ゐ
た
か
と
思
ふ
。
こ
の
感
激
が
お
の
づ
か
ら
人
々
に
も
喜
び
を
贈
る
縁
と

も
な
つ
て
計
ら
ず
も
大
き
な
動
き
を
日
本
の
美
術
界
に
起
す
よ
う
に
な
つ
た

）
（（
（

。

　
『
白
樺
』
の
西
洋
美
術
紹
介
の
き
っ
か
け
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
と
重
な
る
内
容
の
記
述
が
、『
白
樺
』
第
六
巻
第
九
号
（
一
九
一
五
・
九
）

の
柳
の
「
我
孫
子
か
ら
（
通
信
第
二
）」
に
あ
り
、
あ
わ
せ
て
読
め
ば
、
感
動
の
実
質
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

今
の
多
く
の
人
の
最
も
あ
は
れ
な
欠
点
は
、
彼
等
が
正
当
に
偉
人
を
理
解
し
得
な
い
事
に
あ
る
。
彼
等
の
熱
度
に
欠
け
た
冷
淡
さ
に
は
例
へ
様
も
な
い
醜

さ
が
あ
る
。
彼
等
は
天
才
の
前
に
冷
血
で
あ
る
事
に
よ
つ
て
自
ら
の
内
に
偉
大
性
の
絶
無
で
あ
る
事
を
晒
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）
偉
大
な
も
の
を
愛
す
る
時
、

人
は
自
ら
の
裡
に
あ
る
、
偉
大
な
も
の
を
愛
し
て
ゐ
る
。
天
才
崇
拝
と
は
自
己
の
裡
に
潜
む
天
才
の
追
求
で
あ
る
。
種
子
に
は
花
に
対
す
る
渇
仰
が
あ
る
。

彼
自
ら
の
裡
に
花
が
宿
る
か
ら
で
あ
る
。
花
に
冷
か
な
種
子
が
あ
る
な
ら
、
彼
は
天
才
非
難
者
の
様
に
立
ち
所
に
亡
滅
す
る
で
あ
ら
う
。
日マ

　
マ向

葵
は
太
陽
を

慕
う
、
見
よ
、
彼
は
花
の
太
陽
で
は
な
い
か
、
そ
の
花
は
偉
大
な
円
輪
で
あ
る
。
そ
の
花
弁
は
日
光
の
如
く
に
放
射
し
、
そ
の
色
彩
は
黄
金
で
あ
る
。
日マ

　
マ向

葵
は
太
陽
を
慕
う
。
彼
は
自
ら
に
太
陽
の
性
を
宿
す
か
ら
で
あ
る
。（
同
号
、
一
八
七
︲
一
八
八
頁
）

　

柳
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
を
見
て
、
彼
ら
の
天
才
と
個
性
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
中
に
も
同
じ
「
偉
大
性
」
の
芽

が
あ
る
と
感
じ
る
。
彼
の
表
現
に
従
え
ば
、
種
子
が
花
を
慕
う
よ
う
に
、
向
日
葵
が
太
陽
を
慕
う
よ
う
に
、
柳
は
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
を
慕
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
の
感
動
と
は
、
こ
の
「
渇
仰
」
で
あ
り
、「
熱
度
」
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
の
美
術
に
驚
嘆
す
る
と
同
時
に
、
自
身
の
内
に
も
同
様
の
個
性
が
潜
ん
で

い
る
と
信
じ
る
こ
と
が
、
柳
の
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
感
動
の
実
質
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
広
く
感
動
を
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
、
発
信
し
た
い
と
い
う
熱
意

が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
素
人
で
あ
る
彼
ら
の
紹
介
文
の
特
質
が
想
定
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
主
観
的
な
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
主
で
あ
り
、
美

術
家
や
作
品
に
対
す
る
知
識
を
伝
え
る
こ
と
は
従
と
な
る
。
児
島
の
よ
う
に
専
門
的
な
知
識
の
正
確
さ
を
追
求
し
て
い
か
な
い
代
わ
り
に
、
自
身
の
感
動
と
い
う

原
点
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
知
識
の
欠
如
や
誤
り
と
い
う
不
利
を
持
つ
一
方
で
、
主
観
的
な
感
動
の
強
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
紹
介
文
が
読
者
に
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と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
と
い
う
有
利
さ
も
考
え
ら
れ
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

匠
秀
夫
は
、
先
に
見
た
「
跨
ぎ
」
の
問
題
に
続
け
て
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

　
「
個
人
は
個
人
に
与
へ
ら
れ
た
宝
を
出
来
る
だ
け
立
派
に
し
て
地
に
生
か
し
て
、
そ
し
て
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
人
類
は
望
ん
で
ゐ
る
」
と
い
う
の
が
彼
ら

の
仕
事
や
情
熱
を
か
り
た
て
た
思
考
基
準
で
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
、
よ
く
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
天
才
的
美
術
家
達
へ
の
熱
愛
と
讃
歌
が
生
れ
た
の
で
あ

る
。
ロ
ダ
ン
や
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
は
彼
ら
の
讃
え
た
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ブ
レ
ー
ク
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
等
の
文
学
者
、「
音
楽
の
人
類
的
選
手
」
と
し

て
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
と
同
じ
く
、「
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
芸
術
家
」
と
し
て
、
意
義
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
つ
て
は
、
後
期
印
象
派
と
し
て
の

絵
画
的
な
装
い
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
あ
る
生
の
躍
動
を
認
め
る
こ
と
に
、
意
義
が
あ
つ
た
の
で
あ
る

）
（（
（

。

　

こ
れ
は
的
外
れ
の
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
状
は
逆
で
、「
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
天
才
的
美
術
家
達
へ
の
熱
愛
」
が
、
彼
ら
の
「
思
考
基
準
」

を
確
立
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。自
身
の
個
性
の
み
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
は
、早
く
か
ら
彼
ら
の
中
に
願
望
と
し
て
あ
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、

「
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
芸
術
家
」
に
出
会
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
れ
を
確
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
願
望
を
確
信
に
変
え
る

も
の
が
発
見
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
素
人
た
ち
が
美
術
の
領
域
に
越
境
し
て
西
洋
美
術
を
紹
介
す
る
と
い
う
行
動
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
先
の

柳
の
文
章
の
中
で
、「
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
仕
事
に
関
連
さ
せ
て
」
感
動
し
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
手
間
を
か
け
て
ま
で
西
洋
美
術
を
紹
介
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

匠
は
、
続
け
て
『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
に
対
す
る
評
価
を
述
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
学
的
な
い
し
人
生
観
的
理
解
の
仕
方
で
の
後
期
印
象
派
の
移
植
と
紹
介
は
芸
術
至
上
の
意
義
や
個
性
尊
重
の
価
値
を
多
く
の
青
年
子
女
に

浸
透
さ
せ
る
重
大
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
半
面
で
造
型
的
、
美
術
的
理
解
の
基
礎
を
欠
い
た
歪
ん
だ
形
で
の
後
期
印
象
派
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
る
こ
と

に
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。「
白
樺
」
の
西
洋
美
術
紹
介
の
移
植
と
紹
介
の
功
罪
は
右
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
と
思
う
が
、
特
に
後
者
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
）
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
批
判
に
は
、
美
術
紹
介
の
担
い
手
が
専
門
家
か
ら
素
人
に
交
代
し
た
こ
と
や
、
右
に
見
た
よ
う
な
『
白
樺
』
の
美
術
関
連
記
事
の
変
遷
が
考
慮

に
入
っ
て
い
な
い
。
紹
介
者
が
素
人
で
あ
る
以
上
、
造
形
的
な
理
解
や
美
術
史
的
な
認
識
の
正
し
さ
は
紹
介
文
の
必
須
条
件
と
は
な
ら
な
い
。『
白
樺
』
の
理
解
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が
極
端
な
誤
解
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
歪
ん
だ
形
」
は
、
後
続
す
る
美
術
専
門
雑
誌
や
美
術
叢
書
で
の
紹
介
の
中
で
修
正
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
美

術
作
品
に
対
す
る
理
解
の
妥
当
性
を
問
う
だ
け
で
は
、
同
人
た
ち
が
西
洋
美
術
に
求
め
て
い
た
も
の
も
、
当
時
の
青
年
た
ち
が
『
白
樺
』
の
西
洋
美
術
紹
介
か
ら

得
た
も
の
も
見
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
実
篤
が
、
ロ
ダ
ン
と
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
を
「
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
芸
術
家
」
と
し
て
称
賛
す
る
と
き
、
彼
ら
の
存
在
は
実
篤
に
何
を

も
た
ら
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
白
樺
』
第
三
巻
第
二
号
（
一
九
一
一
・
二
）
の
「
他
人
の
内
の
自
分
に
」
に
お
い
て
、
実
篤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

自
分
は
甞
つ
て
ト
ル
ス
ト
イ
を
崇
拝
し
た
。
と
て
も
今
の
自
分
が
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
程
ト
ル
ス
ト
イ
を
崇
拝
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
自
分
の
力

で
ト
ル
ス
ト
イ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
受
け
入
れ
た
ら
、
何
ん
だ
か
ト
ル
ス
ト
イ
を
卒
業
し
た
気
が
し
た
。
さ
う
し
て
ク
リ
ン
ゲ
ル
を
崇
拝
し
た
。
又
何

時
の
ま
に
か
自
分
の
概
念
的
の
ク
リ
ン
ゲ
ル
を
卒
業
し
た
。
さ
う
し
て
ロ
ダ
ン
を
崇
拝
し
だ
し
た
。
さ
う
し
て
今
又
自
分
の
性
情
を
活
か
す
為
に
ゴ
オ
ホ
を

崇
拝
し
だ
し
た
。
今
後
自
分
は
誰
を
崇
拝
す
る
か
知
ら
な
い
。
し
か
し
早
く
自
然
自
身
を
崇
拝
し
た
い
。
さ
う
し
て
ロ
ダ
ン
や
ゴ
オ
ホ
を
友
達
の
や
う
に
思

ふ
自
分
に
な
り
た
い
。（
同
号
、
二
二
頁
）

　

実
篤
は
、
西
洋
の
文
学
者
や
美
術
家
を
「
崇
拝
」
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
吸
収
し
、
卒
業
し
て
、
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
西
洋
の
文
学
や
美
術
は
、
彼
の
成

長
の
た
め
の
糧
で
あ
り
、
支
え
で
も
あ
る
。
そ
の
先
に
は
、
彼
自
身
が
、
自
分
の
個
性
に
充
た
さ
れ
た
作
品
を
作
り
続
け
る
「
大
な
る
芸
術
家
」（
同
号
、
一
七
頁
）

に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。
つ
ま
り
、
西
洋
美
術
は
、
紹
介
の
対
象
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
が
学
び
、
成
長
し
て
い
く
場
で
も
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
西

洋
美
術
は
、
二
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
白
樺
』
第
三
巻
第
四
号
の
「
不
倒
翁
（
追
加
）」
で
は
、「
自
分
達
は
内
か
ら
強
い
ら
れ
る
だ
け
進
歩
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
西
洋
人
か
ら
与
へ
ら
れ
る
人
生
の
領
土
を
す
べ
て
卒
業
し
、
更
に
新
ら
し
き
領
土
に
突
入
し
て
ゆ
き
た
い
」（
同
号
、
一
〇
九
頁
）
と
述
べ
る
。

そ
れ
が
、
彼
の
目
標
で
あ
っ
た
。

　

素
人
た
ち
の
美
術
紹
介
の
目
的
は
、
彼
ら
を
感
動
さ
せ
る
美
術
を
広
く
紹
介
し
、
読
者
と
の
共
有
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
る
と
と
も
に
、
美
術
を
理
解
し
吸
収
し

て
、
彼
ら
自
身
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
は
、
柳
と
実
篤
の
美
術
紹
介
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
素
人
の
紹
介
文
の
持
つ
特
質

を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。
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四　

素
人
た
ち
の
美
術
紹
介

　
　
　

１　

柳
宗
悦
の
場
合

　
『
白
樺
』
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
一
一
・
三
）
に
、
柳
は
「
ル
ノ
ア
ー
と
其
の
一
派
」
と
い
う
紹
介
文
を
掲
載
す
る
。
そ
の
冒
頭
に
「M

eier-Graefe

著
「
近

世
美
術
発
展
史
」
第
二
編
「
近
世
絵
画
の
柱
石
」
最
後
の
章
に
拠
り
て
」
と
典
拠
が
明
示
さ
れ
る

）
（（
（

。
文
末
に
は
、「
ル
ノ
ア
ー
に
関
す
る
知
識
乏
し
い
私
の
様
な

者
が
此
紹
介
を
書
く
事
を
読
者
に
対
し
て
す
ま
な
い
と
思
つ
て
居
ま
す
」
と
記
し
、
原
書
に
依
存
し
て
の
紹
介
で
あ
る
こ
と
を
謝
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
志
賀

の
文
章
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
柳
は
、
児
島
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
本
を
買
い
込
み
、
美
術
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
専
門

家
で
は
な
い
自
分
の
紹
介
文
に
ま
だ
自
信
が
持
て
な
い
で
い
る
。

　

こ
の
紹
介
文
の
末
尾
近
く
で
、
柳
は
、
原
書
の
文
章
を
要
約
的
に
意
訳
し
つ
つ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
・
マ
ネ
・
ド
ガ
・
モ
ネ
た
ち
の
芸
術
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

彼
等
が
革
改
の
気
運
を
挙
げ
る
に
際
し
て
多
く
学
ぶ
の
暇
も
な
く
、
彼
等
は
一
切
の
習
慣
的
教
示
の
価
値
を
否
定
し
て
、
直
ち
に
自
然
そ
の
も
の
よ
り
行
動

を
開
始
し
た
の
で
あ
る
、
此
革
命
の
精
神
と
、
そ
れ
に
よ
り
て
得
ら
れ
た
る
作
品
の
内
容
と
結
果
と
を
最
も
よ
く
理
解
し
得
る
も
の
は
、
恐
ら
く
彼
等
と
時

代
を
同
じ
く
せ
る
人
、
即
ち
吾
等
で
あ
ら
う
、（
同
号
、
一
〇
頁

）
（（
（

）

　
「
革
改
の
気
運
」、「
革
命
の
精
神
」、
ま
た
「
一
切
の
習
慣
的
教
示
の
価
値
を
否
定
」
と
い
う
表
現
に
着
目
す
れ
ば
、
文
章
の
内
容
は
、
原
書
に
依
拠
し
た
も
の

で
あ
り
つ
つ
、
後
の
「
革
命
の
画
家
」（
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
二
・
一
）
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
、
柳
の
思
想
と

呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
二
巻
第
九
号
（
一
九
一
一
・
九
）
の
「
オ
ー
ブ
レ
ー
・
ビ
ア
ー
ズ
レ
に
就
て　

附
、
挿
画
説
明
」
に
な
る
と
、
末
尾
に
「
非
常
に
粗
雑
な
然
も
つ
ま
ら
な
い

事
よ
り
書
け
な
か
つ
た
」（
同
号
、
一
六
〇
頁
）
と
記
し
つ
つ
も
、
紹
介
は
よ
り
大
胆
に
な
っ
て
い
る
。
文
中
に
典
拠
の
記
載
は
な
い
が
、
既
に
柳
は
第
一
巻
第

三
号
（
一
九
一
〇
・
三
）
に
簡
単
な
紹
介
文
「
オ
ー
ブ
レ
ー
、
ビ
ア
ー
ズ
レ
」
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
こ
に
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
の
紹
介
文
も
そ
れ

ら
の
原
書
に
依
拠
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
冒
頭
に
は
柳
自
身
の
言
葉
が
出
て
い
る
。

　

古
代
の
芸
術
は
主
と
し
て
技
巧
の
芸
術
で
あ
る
、
近
代
の
芸
術
は
主
と
し
て
人
格
の
芸
術
で
あ
る
。
吾
々
は
近
代
の
芸
術
に
於
て
常
に
其
作
物
が
作
者
の
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個
性
、
生
涯
と
密
着
の
関
係
を
有
し
て
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
彼
等
の
芸
術
は
常
に
自
己
を
出
発
点
と
し
、
そ
の
内
心
の
抑
へ
難
い
要
求
を
充
実
せ

ん
が
為
の
努
力
で
あ
る
、（
中
略
）
近
代
に
於
て
偉
大
な
る
芸
術
と
は
要
す
る
に
偉
大
な
る
個
性
の
謂
で
あ
る
、
従
つ
て
彼
等
の
人
格
の
内
容
を
離
れ
て
彼

等
の
芸
術
を
理
解
す
る
事
は
不
可
能
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。（
同
号
、
一
五
〇
頁
）

　

柳
の
美
術
紹
介
は
、
次
第
に
彼
の
思
考
を
押
し
出
し
た
紹
介
文
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
柳
が
紹
介
文
を
次
々
と
書
い
て
い
く
過
程
は
、
自
分
な
り
に
美
術
を

語
る
言
葉
や
文
体
を
習
得
し
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
起
点
と
な
っ
た
感
動
の
実
質
を
自
覚
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
に
は
、
児
島
が
ド
イ

ツ
象
徴
主
義
の
美
術
を
紹
介
し
な
が
ら
言
及
し
た
力
点
、
す
な
わ
ち
「
芸
術
を
生
む
も
の
」
が
「
個
性
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
芸
術
家
が
自
己
の
個
性
を
烈
し

く
発
揮
し
て
居
れ
ば
居
る
だ
け
人
々
は
彼
れ
を
尊
く
思
ふ
や
う
に
な
」
る
こ
と
が
、
柳
な
り
の
言
葉
で
受
け
継
が
れ
て
お
り
、「
個
性
」「
人
格
」
の
語
も
踏
襲
さ

れ
て
い
る
。「
革
命
の
画
家
」
の
内
容
に
さ
ら
に
近
づ
い
た
文
章
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
個
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

繊
弱
の
性
に
生
れ
て
然
も
聰
敏
な
才
を
与
へ
ら
れ
た
彼
は
、
早
く
か
ら
四
囲
の
も
の
に
対
し
て
強
い
受
感
性
を
持
つ
て
居
た
の
で
あ
る
、（
中
略
）
彼
の

短
い
生
涯
は
事
し
げ
き
内
面
の
煩
ひ
を
以
て
満
ち
た
の
で
あ
る
、
彼
が
稀
な
る
才
能
の
発
露
と
、
陰
鬱
な
病
床
の
生
活
と
は
、
常
に
衝
動
あ
り
恐
怖
あ
る
人

生
の
一
面
を
示
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
の
絵
画
の
甚
し
く
病
理
的
な
の
は
、
飽
く
事
を
知
ら
な
い
彼
が
鋭
い
才
能
の
現
は
れ
で
あ
る
、
近
世
に
於
て

彼
程
深
く
人
間
の
感
情
を
射
た
画
家
は
稀
で
あ
る
。（
同
号
、
一
五
三
頁
）

　

ま
た
、「
彼
は
人
生
に
対
す
る
赤
裸
々
の
恐
怖
衝
動
を
そ
の
ま
ゝ
に
彼
の
芸
術
に
編
ん
で
、
そ
を
美
の
世
界
に
移
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
冒
頭
に
あ
っ
た
「
偉
大
な
る
個
性
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
ビ
ア
ズ
リ
ー
の
先
天
的
な
性
格
な
い
し
病
理
へ
の
言
及
に
傾
い
て

い
る
が
、「
偉
大
な
る
個
性
」
と
は
感
受
性
や
繊
細
な
外
界
の
受
容
と
い
う
よ
う
な
受
動
性
に
見
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
柳
に
と
っ
て
、
個
性
と
い

う
言
葉
は
既
に
重
要
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
そ
の
概
念
も
実
体
も
明
確
に
は
つ
か
め
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

柳
が
、美
術
家
の
個
性
と
美
術
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
確
信
を
も
っ
て
語
る
の
は
、第
三
巻
第
一
号
（
一
九
一
二
・
一
）
の
「
革
命
の
画
家
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
後
期
印
象
派
の
紹
介
文
は
、
早
く
か
ら
、
ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
の
原
書

）
（（
（

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
柳
の
文
章
の
末
尾
に
も
「
自
分
の
負

ふ
所
の
多
か
つ
た
」
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
（（
（

の
だ
が
、
本
多
秋
五
が
注
目
し

）
（（
（

、
匠
秀
夫
は
、「
そ
こ
か
ら
、
彼
ら
は
乏
し
い
造
型
的
理
解
と
「
自
己
の
為
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の
芸
術
」「
赤
裸
々
な
個
性
の
芸
術
」
と
い
う
豊
か
な
人
格
的
解
釈
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
、
偏
っ
た
理
解
を
批
判
し
て
い
る

）
（（
（

。
こ
こ
で
も
柳

の
美
術
に
対
す
る
理
解
の
適
不
適
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
柳
の
側
に
立
っ
て
い
え
ば
、
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
彼
が
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
が
何
か
が
、

ま
ず
問
う
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
一
月
二
四
日
の
中
島
兼
子
宛
の
書
簡
で
、
柳
は
、「
私
の
今
の
生
活
は
、
貴
嬢
に
語
り
た
い
程
、
希
望
と
元
気
に
満
ち
て
ゐ
ま
す
」

と
書
く
。

か
く
な
つ
た
大
き
な
原
因
は
、
近
頃
私
の
所
に
届
い
た
「
后
期
印
象
派
の
画
家
」（
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
オ
ホ
、
ゴ
ー
ガ
ン
、
マ
テ
ィ
スetc.

）
に
関
す
る
本
と

ゴ
オ
ホ
の
絵
の
写
真
の
つ
い
た
事
で
し
た
、
武
者
小
路
や
志
賀
等
と
、
此
一
週
間
は
、
毎
晩
お
そ
く
迄
、
是
等
の
画
家
の
運
動
や
自
分
た
ち
の
仕
事
の
事
に

つ
い
て
、
語
り
あ
か
し
ま
し
た
、
吾
々
は
今
元
気
で
ゐ
ま
す

）
（（
（

、

　

ハ
イ
ン
ド
の
『
後
期
印
象
派
』
は
、
彼
ら
に
、
後
期
印
象
派
の
「
画
家
の
運
動
」
と
「
自
分
た
ち
の
仕
事
」
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
興
奮
を
も
た
ら
す
。
先
に

引
用
し
た
柳
の
回
想
（「
白
樺
の
仲
間
」）
の
、
西
洋
美
術
に
対
し
て
「
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
仕
事
に
関
連
さ
せ
て
、
身
近
に
感
動
す
る
事
情
に
あ
つ
た
」
と

い
う
文
章
が
思
い
出
さ
れ
る
。
柳
は
、ハ
イ
ン
ド
の
文
章
か
ら
受
け
取
っ
た
後
期
印
象
派
に
対
す
る
理
解
を
、さ
ら
に
「
自
分
た
ち
の
仕
事
」
に
引
き
付
け
て
「
革

命
の
画
家
」
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

稲
賀
は
、
こ
の
「
革
命
の
画
家
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
ハ
イ
ン
ド
の
本
は
ま
さ
に
『
白
樺
』
同
人
に
と
っ
て
う
っ
て
つ
け
の
「
後
期
印
象
派
」
像
を
提
供
す
る
、

き
わ
め
て
異
端
の
書
物
で
あ
っ
た
」
と
し
、
結
果
的
に
、「
柳
は
ハ
イ
ン
ド
そ
の
人
以
上
に
鮮
明
に
、「
革
命
の
画
家
」
即
ち
「
表
現
す
る
画
家
」
と
い
う
論
点
を

大
胆
に
先
鋭
化
し
て
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
帰
結
」
が
生
じ
た
と
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。
確
か
に
、「
革
命
の
画
家
」
の
「
表
現
画
派
（Expressionist

）」

の
語
や
、
セ
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ッ
ホ
・
ゴ
ー
ガ
ン
お
よ
び
マ
テ
ィ
ス
へ
の
言
及
は
、
ハ
イ
ン
ド
の
本
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
革
命
の
画
家
」
は
、

ハ
イ
ン
ド
の
柳
流
の
理
解
で
あ
る
と
と
も
に
、
ハ
イ
ン
ド
を
契
機
と
し
て
柳
の
中
に
固
ま
っ
て
き
た
信
条
の
表
明
で
も
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

げ
に
芸
術
は
人
格
の
反
影
で
あ
る
。
そ
は
表
現
せ
ら
れ
た
る
個
性
の
謂
に
外
な
ら
な
い
。
従
つ
て
芸
術
の
権
威
と
は
そ
こ
に
包
ま
れ
た
る
個
性
の
権
威
で

あ
る
。
而
し
て
個
性
の
権
威
と
は
そ
が
全
存
在
の
充
実
に
於
て
始
め
て
発
露
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
は
厳
粛
な
る
「
自
己
」
の
存
在
に
対

す
る
絶
叫
で
あ
る
。
茲
に
於
て
か
吾
人
の
認
許
し
得
べ
き
最
も
真
摯
な
る
唯
一
の
芸
術
と
は
「
自
己
の
為
」
の
芸
術
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
厳
密
な
る
意
味
に

於
て
、
芸
術
が
芸
術
家
自
ら
に
於
て
最
も
偉
大
な
る
時
に
の
み
、
そ
は
普
遍
的
価
値
と
久
遠
の
権
威
と
を
齎
す
の
で
あ
る
。（
同
号
、
四
頁

）
（（
（

）
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「
人
格
」「
個
性
」
そ
し
て
「
自
己
」
と
い
う
言
葉
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
柳
の
紹
介
文
と
の
つ
な
が
り
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
は

定
ま
っ
て
き
て
お
り
、
個
性
と
は
自
己
の
内
に
あ
る
も
の
を
意
味
し
、
個
性
が
成
長
し
て
充
実
し
、
作
品
に
表
現
さ
れ
た
と
き
に
芸
術
が
生
ま
れ
る
と
い
う
関
連

性
も
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
個
性
を
、
外
界
か
ら
の
受
信
（
受
動
性
）
の
中
に
見
る
の
で
は
な
く
、
内
に
あ
る
も
の
の
発
信
（
能
動
性
）
の
中
に
見
る
と
い

う
発
想
の
転
換
は
ハ
イ
ン
ド
の
影
響
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
革
命
の
画
家
」
の
主
張
は
、ひ
た
す
ら
な
自
己
や
個
性
の
強
調
に
お
い
て
、ハ
イ
ン
ド
の
『
後

期
印
象
派
』
の
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

柳
の
文
章
に
お
い
て
、
後
期
印
象
派
に
お
け
る
個
性
と
作
品
と
の
つ
な
が
り
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

神
の
判
き
が
如
何
な
る
も
の
に
ま
れ
、
此
後
印
象
派
の
芸
術
は
二
千
年
の
美
術
史
に
養
は
れ
た
吾
等
に
は
、
殆
ど
新
奇
な
る
異
相
を
呈
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
旧
套
を
無
視
し
只
自
己
の
存
在
を
知
り
、
技
巧
よ
り
も
個
性
を
先
に
し
て
筆
を
と
つ
た
是
等
の
絵
画
は
凡
て
に
非
れ
ば
無
で
あ
る
。
或
人
に
と
つ
て
は

そ
は
芸
術
の
精
髄
、
生
命
の
再
生
と
も
目
さ
れ
、
或
人
に
と
つ
て
は
そ
は
忌
は
し
い
自
負
の
念
が
産
ん
だ
限
り
な
い
理
知
の
侮
辱
を
意
味
し
て
ゐ
た
。
げ
に

褐
色
な
せ
る
タ
ヒ
ー
テ
ィ
（T

ahiti
）
の
女
と
、
燃
え
上
れ
る
ア
ー
ル
（A

rles

）
の
森
と
は
、
人
々
を
し
て
悪
魔
の
植
え
た
罪
悪
を
思
は
せ
ず
ば
、
神
の

与
へ
た
天
啓
を
感
ぜ
し
む
る
の
力
が
あ
つ
た
。（
同
号
、
二
︲
三
頁

）
（（
（

）

　

柳
は
、「
後
印
象
派
」
の
表
現
を
、「
旧
套
を
無
視
し
只
自
己
の
存
在
を
知
り
、
技
巧
よ
り
も
個
性
を
先
に
し
て
筆
を
と
」
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
れ

ま
で
価
値
を
認
め
ら
れ
、
美
術
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
と
さ
れ
て
き
た
方
法
を
捨
て
去
り
、
た
だ
自
己
の
内
に
あ
る
も
の
の
み
に
従
っ
た
作
品
が
、
最
高
の
芸
術

と
な
っ
た
の
が
後
期
印
象
派
の
作
品
で
あ
る
と
言
う
。
彼
は
、
伝
統
的
な
技
法
や
既
存
の
通
念
か
ら
個
性
へ
の
「
革
命
」
を
唱
え
、
個
性
へ
の
確
信
を
表
明
し
て

い
る
。

　

柳
に
と
っ
て
の
後
期
印
象
派
の
意
味
は
、
生
馬
の
セ
ザ
ン
ヌ
紹
介
の
言
葉
で
い
え
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
「
幾
世
紀
の
間
人
間
が
技
芸
か
ら
技
芸
を
積
ん
で
、
自
然

一
種
の
形
式
に
表
は
す
方
法
を
破
つ
た
」（
第
一
巻
第
三
号
、
三
九
頁
）
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
生
馬
が
、
パ
リ
の
美
術
学
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
否
定
さ
れ
る

形
で
、
突
如
出
現
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
に
驚
き
、
そ
れ
で
も
惹
か
れ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
原
書
を
買
い
込
ん
で
学
ん
だ
柳
の
後
期
印
象
派
と
の
出
会
い
の
中
に
は
矛

盾
は
生
じ
な
い
。
や
や
誇
張
し
て
言
え
ば
、
生
馬
に
と
っ
て
、
彼
の
画
学
生
と
し
て
の
生
を
否
定
し
た
も
の
を
、
柳
は
、
自
分
の
生
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
受

け
取
る
。
生
馬
は
、
迷
い
な
が
ら
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
美
術
を
、「
彼
の
目
と
心
の
純
白
」
と
表
現
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
、
柳
は
、
迷
う
こ
と
な
く
、
個
性

の
発
現
と
見
な
す
。
生
馬
の
位
置
と
柳
の
位
置
は
む
し
ろ
対
照
的

0

0

0

で
あ
る
。
生
馬
の
複
雑
な
意
識
に
対
し
て
、
柳
の
思
考
は
明
快
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
読
者
へ
の
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訴
求
力
の
強
さ
が
生
ま
れ
る
。
多
く
の
曲
解
を
経
て
い
る
と
し
て
も
、
後
期
印
象
派
の
美
術
に
発
見
し
た
も
の
を
、
柳
は
、
個
性
と
い
う
も
の
の
実
例
と
し
て
迎

え
入
れ
、
読
者
に
提
示
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

柳
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
く
。

　

個
性
の
厳
粛
な
る
存
在
は
吾
等
の
動
か
し
難
き
第
一
義
の
事
実
で
あ
る
。
此
自
己
の
生
命
を
お
い
て
吾
等
が
存
在
に
は
何
の
意
義
も
な
い
。
か
く
て
個
性

の
充
実
と
は
吾
等
に
与
へ
ら
れ
た
る
唯
一
の
本
務
で
あ
る
。（
中
略
）
人
生
と
は
此
内
部
の
要
求
に
対
す
る
無
限
な
る
追
求
に
外
な
ら
な
い
。
吾
等
は
此
内

心
の
要
求
に
於
て
活
け
る
時
、
始
め
て
生
の
価
値
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
ゴ
オ
ホ
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
「
活
け
る
人
」
で
あ
っ
た
。（
同
号
、
二
六
頁
）

　
「
革
命
の
画
家
」
の
結
び
の
章
は
、
後
期
印
象
派
の
紹
介
か
ら
次
第
に
逸
れ
て
、
柳
自
身
の
生
き
方
の
宣
言
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
傾
い
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、

美
術
作
品
へ
の
理
解
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
柳
が
、
表
現
す
る
主
体
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ッ
ホ
が
柳
の
求
め
る

生
き
方
の
先
例
と
さ
れ
る
。

　

真
の
芸
術
家
と
は
、
か
く
て
常
に
充
実
せ
る
普
遍
の
個
性
で
あ
る
。
彼
は
只
孤
独
に
止
る
に
非
ず
し
て
一
切
の
も
の
は
彼
に
交
通
す
る
の
で
あ
る
。
打
ち

開
か
れ
た
る
彼
の
胸
襟
に
は
凡
て
の
も
の
は
包
ま
れ
、
彼
は
凡
て
の
も
の
に
彼
自
ら
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。（
同
号
、
二
八
頁
）

　

柳
は
、セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
を
、個
性
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
が
「
孤
独
に
止
る
」
も
の
で
は
な
く
、「
普
遍
」
に
繋
が
る
模
範
例
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
現
に
、

彼
ら
の
絵
画
は
世
界
中
で
支
持
さ
れ
、
称
賛
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
解
の
根
拠
で
あ
る
。

　

粗
雑
な
言
い
方
に
な
る
が
、
一
九
一
〇
年
代
の
日
本
の
社
会
に
お
い
て
、
個
性
や
自
我
は
ま
だ
十
分
に
認
知
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
伝
統
的
な
価
値
観
や
社

会
の
大
勢
に
抗
っ
て
、
青
年
た
ち
が
自
分
の
内
部
に
あ
る
可
能
性
だ
け
を
信
じ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
貫
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、『
白
樺
』

の
同
人
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
青
年
た
ち
が
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
の
模
範
と
な
る
も
の
を
探
し
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
柳
は
、
後
期
印
象
派
の
画
家

た
ち
を
ま
さ
に
そ
の
実
例
と
し
て
示
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
文
は
、
美
術
と
い
う
領
域
に
留
ま
ら
な
い
広
い
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

高
階
秀
爾
は
、『
白
樺
』
の
美
術
紹
介
の
特
色
は
、「
当
時
の
わ
が
国
の
精
神
風
土
と
い
う
も
の
」
の
反
映
で
あ
る
と
論
じ
る
。「
明
治
四
十
年
代
に
お
け
る
相

言
葉
は
、「
個
性
的
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
、
明
治
初
期
と
の
相
違
を
指
摘
し
、
明
治
三
十
年
代
が
「
日
本
の
近
代
の
精
神
史
の
上
で
ひ
と
つ
の

大
き
な
曲
り
角
で
あ
」
り
、「
こ
の
時
は
じ
め
て
、「
社
会
」
を
離
れ
た
、
な
い
し
は
「
社
会
」
に
反
す
る
「
自
己
」
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
」
と
説
明
し
て
い
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る
）
（（
（

。
そ
の
理
解
は
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
高
階
が
、『
白
樺
』
の
「
自
己
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
右
の
柳
の
文
章
に
照
ら
し
て
妥
当
で
は
な
い
。

そ
こ
で
は
、「
自
己
」
に
対
す
る
の
は
「
他
人
」
で
あ
り
、「
自
己
主
張
」
と
は
、
他
人
に
取
り
囲
ま
れ
た
「
自
己
」
の
領
域
を
い
か
に
確
保
し
、
拡
大
す
る

か
と
い
う
い
わ
ば
植
民
地
獲
得
競
争
の
よ
う
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。（
中
略
）「
他
人
」
と
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
「
自
己
主
張
」
―
武

者
小
路
氏
自
身
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
自
己
拡
張
」
―
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
、「
他
人
」
を
否
定
す
る
か
、「
他
人
」
に
背
を
向
け
る
し
か
道
は
な
い

こ
と
に
な
る

）
（（
（

。

　

柳
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
後
に
見
る
実
篤
に
お
い
て
も
、
内
な
る
個
性
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
は
、
自
我
の
領
域
の
拡
大
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
が
て

は
人
と
繋
が
り
、
人
に
感
動
を
与
え
う
る
も
の
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
を
実
例
と
す
る
こ
と
で
、
個
性
に
従
っ
て
生
き
る
こ

と
は
た
と
え
孤
独
な
道
を
進
む
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
孤
立
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
彼
ら
の
信
条
で
あ
っ
た
。
現
在
か
ら
見
れ
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
や

ゴ
ッ
ホ
と
い
う
特
殊
な
存
在
を
取
り
上
げ
て
、
個
性
と
い
う
一
般
的
な
問
題
の
解
答
例
と
し
た
こ
と
は
、
適
切
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時

の
時
代
状
況
に
お
い
て
、
個
性
と
い
う
も
の
を
確
信
し
、
世
に
認
知
さ
せ
る
た
め
に
は
、
力
の
あ
る
実
例
が
必
要
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

柳
は
、「
革
命
の
画
家
」
に
お
い
て
、
個
性
へ
の
信
念
を
確
実
な
も
の
に
し
た
。
い
わ
ば
美
術
紹
介
を
通
し
て
の
学
習
を
終
え
て
、「
自
分
の
仕
事
」
の
ス
タ
ー

ト
・
ラ
イ
ン
に
着
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
生
馬
に
と
っ
て
セ
ザ
ン
ヌ
が
特
別
な
個
性
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
柳
は
、
個
性
と
い
う
も
の
へ
の
信
頼
を
得
た
だ
け
で
、

ま
だ
彼
に
と
っ
て
の
特
別
な
個
性
に
は
出
会
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
個
性
を
彼
な
り
に
理
解
し
、
い
く
つ
も
の
美
術
紹
介
を
書

い
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
柳
が
、
初
め
て
出
会
う
特
別
な
個
性
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

２　

武
者
小
路
実
篤
の
場
合

　

実
篤
の
場
合
は
、
柳
よ
り
も
早
く
か
ら
自
分
の
め
ざ
す
も
の
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ
る
。
西
洋
美
術
を
紹
介
す
る
場
合
に
も
、
対
象
の
長
所
を
う
ま
く
つ
か
み
、

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
の
主
観
的
な
理
解
や
期
待
を
憚
る
こ
と
な
く
語
っ
て
い
る
。
実
篤
の
紹
介
の
文
章
に
照
ら
し
て
見
て
お

き
た
い
の
は
、
第
一
に
、
西
洋
美
術
と
の
素
人
的
な
か
か
わ
り
方
が
彼
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
く
様
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
西
洋
美
術
を
彼
な
り
に
理

解
し
た
先
で
、
彼
が
自
身
の
個
性
に
従
っ
て
生
き
て
い
く
と
き
、
西
洋
美
術
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

第
三
巻
第
四
号
（
一
九
一
二
・
四
）
の
ム
ン
ク
（Edvard�M

unch�

、
一
八
六
三
―
一
九
四
四
年
）
の
紹
介
文
「
エ
ド
ヴ
ァ
ー
ド
・
ム
ン
ヒ
」
で
は
、「
彼
の
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画
は
本
号
の
挿
画
を
見
て
も
わ
か
る
や
う
に
一
種
特
別
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
簡
単
に
し
て
力
強
い
色
彩
や
筆
使
で
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー
ガ
ン
、
ゴ
オ
ホ
に

よ
く
比
較
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ま
る
で
別
な
立
端
の
上
に
立
つ
て
ゐ
る
」（
同
号
、
七
二
頁
）
と
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
。
実
篤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
家
の
特

質
を
混
同
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

紹
介
文
に
お
い
て
、
ま
ず
原
書
に
基
づ
い
て
略
伝
を
記
し

）
（（
（

、
次
に
自
分
の
理
解
や
考
察
を
語
る
と
い
う
手
順
は
、
実
篤
の
定
型
的
な
紹
介
方
法
で
あ
っ
た
。
こ

の
文
章
で
は
、
そ
の
後
半
に
お
い
て
、
ま
ず
語
ら
れ
る
の
は
、
実
篤
の
美
術
に
対
す
る
接
し
方
で
あ
る
。

　

一
体
自
分
が
大
な
る
西
洋
の
画
家
の
画
の
写
真
版
を
見
て
夢
中
に
な
れ
る
理
由
に
二
つ
あ
る
、
一
つ
は
自
然
や
人
間
を
か
や
う
に
ま
で
見
る
こ
と
が
出
来

る
か
、
斯
程
ま
で
深
く
つ
か
む
こ
と
が
出
来
る
か
、
と
云
ふ
こ
と
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
、
他
は
地
上
に
こ
ん
な
人
が
居
て
く
れ
る
か
と

云
ふ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
事
で
あ
る
。（
同
号
、
七
六
頁
）

　

美
術
作
品
か
ら
は
「
自
然
や
人
間
」
に
対
す
る
捉
え
方
の
深
さ
を
つ
か
み
、
美
術
家
に
対
し
て
は
、
そ
の
特
別
な
個
性
の
存
在
に
感
謝
を
感
じ
る
と
言
う
。

　

ま
ず
作
品
に
対
す
る
理
解
か
ら
見
て
み
よ
う
。

図版⑤　‌ムンク　石版《叫び》※

説
明
す
る
迄
も
な
く
本
号
の
挿
画
を
見
た
だ
け
で
も
、
彼
の
見
た
自
然
や
人
間
の
如

何
に
吾
人
が
日
常
に
ふ
れ
て
ゐ
る
自
然
や
人
間
と
異
な
る
か
ゞ
知
る
こ
と
が
出
来
る

だ
ら
う
と
思
ふ
。
彼
の
画
を
通
し
て
見
る
自
然
や
人
間
は
吾
人
の
肉
眼
の
見
る
自
然

や
人
間
よ
り
も
遥
か
に
強
く
深
く
生
き
て
ゐ
る
。
少
く
も
あ
る
方
面
に
於
て
は
。
さ

う
し
て
吾
人
に
あ
る
意
力
と
気
分
を
も
つ
て
お
そ
つ
て
く
る
、
直
接
法
に
吾
人
の
心

に
肉
薄
し
て
く
る
。
一
寸
見
る
と
滑
稽
に
見
へ
る
本
号
の
裏
絵
の
「
叫
び
」
も
よ
く

見
る
と
、
自
然
が
恐
ろ
し
く
生
き
て
ゐ
る
、
さ
う
し
て
吾
人
を
圧
迫
し
て
く
る
。（
同

号
、
七
六
︲
七
七
頁
）　　

　

　

素
人
的
な
見
方
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
作
品
に
向
き
合
う
実
篤
の
姿
が
あ
る
。

実
篤
は
、「
自
己
を
生
か
し
ぬ
い
た
芸
術
家
」
と
い
う
言
葉
を
、
作
品
か
ら
遊
離
し
た
中

身
の
な
い
言
葉
と
し
て
繰
り
返
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
説
明
は
続
く
。
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彼
は
も
の
を
直
接
に
つ
か
み
す
ぎ
る
か
と
思
ふ
程
も
の
を
直
接
に
つ
か
む
、
最
短
距
離
を
と
つ
て
つ
か
み
た
い
も
の
を
つ
か
む
。
さ
う
し
て
そ
の
つ
か
み

方
は
彼
に
の
み
許
さ
れ
て
ゐ
る
方
法
に
よ
る
。
そ
れ
で
見
な
れ
な
い
他
の
人
が
見
る
と
奇
怪
に
見
え
た
り
、
滑
稽
に
見
え
た
り
、
思
ひ
つ
き
に
見
え
た
り
す

る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
さ
う
ゆ
く
の
が
当
然
な
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
厳
粛
な
力
強
い
感
じ
が
吾
人
を
支
配
す
る
。（
同
号
、
七
九
頁
）

　

実
篤
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
原
書
か
ら
の
知
識
よ
り
も
実
篤
の
実
感
が
優
先
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右
の
よ
う
な
文
章
か
ら
は
、
ム

ン
ク
の
作
品
を
眼
前
に
お
い
て
、
実
篤
が
そ
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
凝
視
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ム
ン
ク
の
作
品
の
説
明
と
い
う

形
で
、
実
篤
の
思
考
が
語
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　
　
「
叫
び
」、（
裏
絵
）
石
版
、
千
八
百
九
十
五
年
の
作
、
絵
の
下
に
左
の
句
が
か
い
て
あ
る
さ
う
で
あ
る
。

　
　
　
「
叫
び
、
我
は
自
然
を
通
し
て
大
な
る
叫
び
声
を
感
ず
。」

　
　

�　

後
ろ
に
話
な
が
ら
ゆ
く
二
人
の
男
に
は
こ
の
絵
に
か
ゝ
れ
た
景
色
は
平
和
な
、
然
ら
ざ
れ
ば
平
凡
な
景
色
で
あ
ら
う
。
し
か
し
前
に
耳
を
お
さ
え
て
目
を

む
い
て
口
を
あ
い
て
、
ふ
る
え
て
ゐ
る
男
の
心
は
自
然
の
恐
ろ
し
い
呼
び
声
が
聞
え
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
線
が
変
に
動
い
て
ゐ
る
。（
同
号
、
八
三
頁
）

　

実
篤
が
紹
介
文
を
書
く
こ
と
は
、
美
術
作
品
か
ら
よ
り
深
く
も
の
を
見
る
見
方
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
学
ん
だ
も
の
を
言
葉
で
の
表
現
に
変
え
て

い
く
実
践
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
実
篤
が
西
洋
美
術
を
吸
収
し
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
方
の
美
術
家
に
対
す
る
興
味
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

吾
人
は
か
ゝ
る
画
を
絶
え
ず
か
い
て
ゐ
る
ム
ン
ヒ
を
思
ふ
時
に
、
こ
ゝ
に
吾
人
よ
り
も
何
十
倍
も
強
く
自
然
と
死
に
絶
え
ず
お
び
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
人
の
ゐ

る
こ
と
を
感
ず
る
。
吾
人
の
か
ゝ
る
人
の
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
一
種
心
丈
夫
な
感
じ
が
す
る
。（
中
略
）
吾
人
は
淋
し
さ
に
お
の
ゝ
く

時
彼
の
こ
の
世
に
ゐ
る
こ
と
を
感
謝
す
る
。（
同
号
、
七
七
︲
七
八
頁
）

　

ム
ン
ク
を
、
自
分
よ
り
「
何
十
倍
も
強
く
自
然
と
死
に
絶
え
ず
お
び
や
か
さ
れ
て
ゐ
る
人
」
と
見
て
、
そ
の
存
在
が
、
自
分
が
「
淋
し
さ
に
お
の
ゝ
く
時
」
の

支
え
に
な
る
と
彼
は
言
う
。
美
術
家
の
生
を
自
己
流
に
解
釈
し
て
、
彼
自
身
が
生
き
る
上
で
の
助
け
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
実
篤
は
憚
ら
ず
に
紹
介
文
に
書
く
。

実
篤
の
紹
介
文
は
、
専
門
家
的
な
紹
介
文
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
表
現
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
強
い
主
観
性
を
持
つ
。
同
時
に
、
説
明
は
わ

か
り
や
す
く
、
多
く
の
共
感
が
（
ま
た
反
感
が
）
持
た
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
実
篤
は
自
覚
し
て
い
る
。

　

大
な
る
芸
術
家
を
紹
介
す
る
に
は
余
り
に
自
己
の
殻
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
自
分
が
ム
ン
ヒ
を
紹
介
す
る
の
は
心
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
一
方
に
偏
す
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る
こ
と
も
あ
る
や
う
な
気
も
す
る
。
自
分
は
本
号
の
挿
画
の
説
明
を
簡
単
に
し
て
筆
を
お
こ
う
と
思
ふ
。
自
分
の
願
ふ
処
は
読
者
が
私
の
主
観
を
通
じ
て
挿

画
を
見
ず
に
自
己
の
主
観
に
よ
つ
て
挿
画
を
く
り
か
へ
し
く
り
か
へ
し
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。（
同
号
、
八
一
︲
八
二
頁
）

　

実
篤
は
、
読
者
に
対
し
て
も
主
観
的
な
理
解
を
勧
め
て
い
る
。
実
篤
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
同
人
た
ち
が
西
洋
美
術
の
複
製
画
に
接
し
た
と
き
の
感
動
を
、

読
者
自
身
が
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
白
樺
』
に
お
い
て
、
紹
介
文
が
書
か
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
図
版
の
掲
載
を
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
実
篤
が
重
ん
じ
る
の
は
、
専
門
的
知
識
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
主
観
的
な
感
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
内
に
あ
る
も
の
へ

の
信
頼
、
す
な
わ
ち
個
性
へ
の
信
頼
と
合
致
す
る
。
主
観
的
な
見
方
を
貫
く
と
い
う
素
人
ら
し
さ
が
、
実
篤
の
紹
介
文
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

当
時
、
実
篤
が
も
っ
と
も
惹
か
れ
て
い
た
美
術
家
は
、
ゴ
ッ
ホ
（V

incent�van�Gogh�

、
一
八
五
三
―
一
八
九
〇
年
）
で
あ
っ
た
。

　

木
下
長
宏
は
、
日
本
で
の
ゴ
ッ
ホ
の
受
容
に
つ
い
て
幅
広
く
詳
細
に
調
査
し
て
い
る
。

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
は
、
貧
乏
の
極
み
を
生
き
、
そ
れ
に
耐
え
な
が
ら
崇
高
な
芸
術
を
産
み
出
す
た
め
に
極
限
ま
で
行
こ
う
と
し
た
。
狂
気
は
そ
の
天
才
の
代

償
で
あ
り
、
そ
の
極
限
性
に
彼
の
人
間
の
偉
大
さ
が
あ
る
。
生
前
周
囲
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
極
限
を
生
き
た
偉
大
さ
の
証
し
で
あ
る
。
ど
こ
か

に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
像
を
重
ね
な
が
ら
、
ゴ
ッ
ホ
を
讃
仰
し
、
そ
の
堕
落
し
て
い
る
（
と
彼
等
青
年
た
ち
の
眼
に
は
映
っ
て
い
る
）
当
時
の
日
本
の

状
況
を
勇
敢
に
生
き
、
な
に
も
の
か
を
達
成
す
る
力
を
、
ゴ
ッ
ホ
か
ら
授
か
ろ
う
と
し
て
い
る

）
（（
（

。

　

木
下
は
、『
白
樺
』
を
、
こ
の
受
容
の
傾
向
、
ま
た
ゴ
ッ
ホ
神
話
の
形
成
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
。『
白
樺
』
第
二
巻
第
一
〇
号

（
一
九
一
一
・
一
〇
）
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
四
枚
の
絵
を
挿
画
と
し
、
書
簡
を
裏
絵
と
す
る
ゴ
ッ
ホ
特
集
号
で
あ
る
。
斎
藤
与
里
の
翻
訳
「
画
題
の
後
に
附
け
ら
れ
た

V
A

N
�GO

GH

の
文
」
が
紹
介
文
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
号
の
無
車
（
実
篤
）「
六
号
雑
感
」
に
は
「
ゴ
ヤ
、
ド
ミ
エ
、
ミ
レ
ー
、
ゴ
オ
ホ
」
の
章
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

こ
の
頃
の
自
分
の
最
も
好
き
な
画
家
は
ゴ
オ
ホ
で
あ
る
。
彼
の
絵
に
は
生
の
力
が
あ
る
。
生
の
力
そ
の
も
の
が
あ
る
気
が
す
る
（
中
略
）
ミ
レ
ー
に
は
ま
だ

余
裕
が
あ
る
。
ゴ
オ
ホ
は
更
に
つ
き
進
ん
で
、「
生
」
そ
の
も
の
に
ふ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
。
自
然
そ
の
も
の
に
ふ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）
彼
が
製

作
す
る
時
は
自
然
そ
の
も
の
が
あ
つ
た
許
り
で
あ
ら
う
。
内
か
ら
く
る
自
然
の
力
を
最
も
強
く
味
は
つ
た
人
の
気
が
す
る
。
彼
は
自
殺
し
た
、（
中
略
）
彼

は
内
か
ら
く
る
生
の
力
を
そ
の
ま
ゝ
活
か
し
得
る
に
は
彼
の
肉
体
は
弱
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
彼
の
脳
は
弱
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
今
の
自
分
は
彼
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の
画
の
写
真
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
最
も
つ
よ
く
内
に
力
を
漲
ぎ
ら
す
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
真
に
全
身
全
心
を
も
つ
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
人
に
は
彼
は
最
も
よ
き
鼓
舞

者
で
あ
ら
う
。（
同
号
、
一
四
〇
︲
一
四
一
頁
）

　

一
つ
の
ゴ
ッ
ホ
理
解
が
、
実
篤
の
中
で
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
実

篤
の
場
合
、
そ
れ
は
「
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
神
話
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。実
篤
の
ゴ
ッ
ホ
に
対
す
る
理
解
が
ど
の
よ
う
に
結
実
し
て
い
く
か
を
見
て
み
よ
う
。　

　
　

　

第
三
巻
第
一
一
号（
一
九
一
二
・
一
一
）は
、一
冊
の
後
半
を「
附
録
」と
し
て「
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ

ン
ト
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
オ
ホ
」
の
表
題
の
下
に
九
四
頁
の
文
章
と
九
点
の
作
品
を
挿
画
と
し
て

掲
載
す
る
ゴ
ッ
ホ
特
集
号
で
あ
る
。
文
章
は
、阿
部
次
郎
「
若
き
ゴ
ォ
ホ

）
（（
（

」、児
島
喜
久
雄
（
署

名
は
虎
耳
馬
）「
ヴ
イ
ン
ツ
エ
ン
ト
・
ヴ
ア
ン
・
ゴ
オ
ホ
の
手
紙

）
（（
（

」、
阿
部
次
郎
「
ゴ
ー
ホ
の

芸
術

）
（（
（

」、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
「
ゴ
オ
ホ
号
に
」、
実
篤
「
ゴ
オ
ホ
の
一
面
」、
柳
「
ヴ
ァ
ン
・

図版⑥　‌ゴッホ‌ ‌
《自画像（パイプを銜へたる）》※

ゴ
オ
ホ
に
関
す
る
著
書
」
の
六
篇
で
あ
る
。
評
伝
や
紹
介
は
阿
部
次
郎
の
文
章
に
ま
か
せ
る
よ
う
に
し
て
、
実
篤
の
「
ゴ
オ
ホ
の
一
面
」
は
、
よ
り
自
由
に
彼
の

ゴ
ッ
ホ
へ
の
思
い
を
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

）
（（
（

。

　

木
下
は
、こ
の
文
章
を
取
り
上
げ
て
『
白
樺
』
の
ゴ
ッ
ホ
理
解
の
一
例
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
伝
え
た
い
と
こ
ろ
は
、画
家
で
あ
る
こ
と
に
「
人
類
」
の
意
志
、

「
自
然
」
の
命
令
を
感
じ
と
っ
て
い
る
ゴ
オ
ホ
像
で
あ
る
」
と
い
う
ま
と
め
方
や
、「
こ
の
二
つ
の
欲
求
を
痛
ま
し
き
ま
で
に
も
つ
れ
あ
わ
せ
た
。
そ
れ
が
、
発
狂

と
自
殺
へ
追
い
込
ま
れ
る
因
と
な
っ
た
」
と
い
う
説
明

）
（（
（

に
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
な
、
実
篤
の
文
章
の
持
つ
複
雑
な
曲
折
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

実
篤
の
文
章
は
、
冒
頭
に
「
こ
の
文
は
如
何
に
も
乱
雑
し
て
ゐ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
主
張
と
実
感
と
が
混
乱
し
て
並
ん
で
お
り
、
難
解
で
あ
る
。
以
前
の
紹

介
文
の
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
手
順
は
な
く
、
実
篤
の
感
慨
か
ら
文
章
が
始
ま
る
。

　

自
然
は
吾
人
に
生
き
よ
と
命
じ
て
ゐ
る
、
何
処
ま
で
も
生
き
よ
と
命
じ
て
ゐ
る
。
何
処
ま
で
も
生
き
る
能
力
を
与
へ
ず
に
何
処
ま
で
も
生
き
よ
と
命
じ
て

ゐ
る
。（
中
略
）
た
ゞ
僅
か
の
人
の
み
、
何
時
ま
で
も
何
時
ま
で
も
、
何
処
ま
で
も
生
き
や
う
と
云
ふ
欲
求
に
か
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
は
社
会

と
調
和
す
る
為
に
自
己
を
殺
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、か
く
て
彼
は
社
会
よ
り
も
も
つ
てマ

マ

強
き
も
の
、も
つ
と
根
本
的
の
も
の
を
求
め
る
。「
人
類
」と
か
、「
自
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然
」
と
か
と
調
和
す
る
や
う
に
つ
と
め
る
。（
中
略
）
ヴ
イ
ン
ツ
エ
ン
ト
・
ヴ
ア
ン
・
ゴ
オ
ホ
は
か
ゝ
る
人
の
最
も
著
し
き
一
人
で
あ
る
。（
同
号
、
七
三
︲

七
四
頁
）

　

前
半
が
実
篤
自
身
の
信
条
で
あ
り
、
実
篤
の
求
め
る
目
標
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
の
文
章
が
、
唐
突
に
ゴ
ッ
ホ
の
説
明
に
転
化
す
る
。
実
篤
は
、

自
分
の
生
き
方
や
目
標
を
ゴ
ッ
ホ
に
投
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

、
ゴ
ッ
ホ
を
指
さ
し
て
「
か
ゝ
る
人
の
最
も
著
し
き
一
人
」
と
呼
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。
ゴ
ッ
ホ
と
い
う
存
在
の
彼
に
と
っ
て
の
大
き
さ
、
ま
た
ゴ
ッ
ホ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
重
さ
が
、
そ
こ
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。

　

実
篤
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
筋
道
を
立
て
て
捉
え
る
に
は
、
実
篤
が
、
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
を
見
て
、
両
極
端
の
二
つ
の
種
類
の
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た

こ
と
が
発
端
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

今
年
の
正
月
の
白
樺
の
挿
画
に
し
た
「
タ
ン
ギ
ー
の
小
父
さ
ん
」
に
し
ろ
、
本
号
の
挿
画
の
「
少
女
の
肖
像
」
に
し
ろ
、
お
ち
つ
い
た
親
し
み
い
ゝ
絵
で
あ

る
。
之
等
の
絵
に
顕
は
れ
て
ゐ
る
、
聖
き
真
抜
さ
は
誰
の
に
も
求
め
ら
れ
な
い
、
ナ
イ
ー
ブ
な
貴
い
も
の
で
あ
る
。
彼
の
心
が
如
何
に
優
し
か
つ
た
か
は
之

等
の
絵
が
語
つ
て
ゐ
る
。

　

彼
が
も
し
平
和
に
生
き
て
ゆ
け
た
な
ら
ば
、
こ
の
方
面
に
も
つ
と
発
達
し
た
気
が
す
る
。
し
か
し
傷
つ
け
る
猪
の
や
う
な
彼
は
主
に
他
の
方
面
に
進
ん
で

行
つ
た
。
さ
う
し
て
類
の
な
い
、
も
の
を
目
つ
め
た
そ
の
く
せ
こ
の
上
も
な
く
強
烈
な
絵
を
か
い
た
。（
同
号
、
八
一
頁
）

　

実
篤
は
、こ
の
印
象
を
敷
衍
し
な
が
ら
、ゴ
ッ
ホ
が
、「
優
し
」さ
と「
強
烈
」さ
の
二
つ
の
面
を
持
っ
て
い
た
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、優
し
さ
は「
人
を
救
い
た
い
」

と
い
う
欲
求
と
し
て
、
強
烈
さ
は
「
天
才
の
衝
動
を
受
け
て
、
何
処
ま
で
も
自
己
を
発
揮
す
る
」
欲
求
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
前
者
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
他

人
へ
の
奉
仕
に
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
自
分
の
内
に
あ
る
個
性
の
欲
求
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
利
他
的
な
欲
求
と
利
己
的
な
欲
求
は
、
背

反
す
る
二
者
択
一
と
な
り
、
ゴ
ッ
ホ
は
苦
し
み
な
が
ら
も
後
者
を
選
択
し
た
と
、
実
篤
は
言
う
。

　

こ
の
こ
と
は
ゴ
オ
ホ
に
と
つ
て
は
淋
し
い
、
い
た
ま
し
い
、
心
苦
し
い
こ
と
だ
つ
た
。
同
時
に
能
動
的
な
彼
は
こ
の
否
定
的
の
気
分
に
打
ち
か
つ
為
に
更

に
肯
定
的
な
気
分
を
燃
や
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
つ
た
。
さ
う
し
て
彼
は
こ
の
道
に
よ
つ
て
の
み
、真
に
人
類
の
為
に
つ
く
せ
る
と
思
つ
た
の
だ
。（
中
略
）

し
か
し
こ
の
道
は
た
ゞ
天
才
に
の
み
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
勝
利
を
得
る
自
信
あ
る
も
の
ゝ
み
、
愛
と
良
心
の
許
し
を
得
て
、
こ
の
道
を
ふ
め

る
の
で
あ
る
、
こ
の
極
端
な
エ
ゴ
イ
ス
チ
ツ
ク
な
道
を
。（
同
号
、
七
八
頁
）

　

ゴ
ッ
ホ
が
選
ん
だ
「
極
端
な
エ
ゴ
イ
ス
チ
ツ
ク
な
道
」
を
も
し
究
極
ま
で
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
つ
ま
り
、
美
術
家
と
し
て
の
極
点
に
ま
で
到
達
す
る
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こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
し
て
、
生
み
出
し
た
作
品
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、
一
旦
は
退
け
た
「
人
を
救
」
う
と
い
う
道
に
も
叶
う
こ
と

に
な
る
と
、
実
篤
は
理
解
す
る
。「
彼
は
こ
の
道
を
ふ
む
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
自
己
の
内
に
あ
る
二
つ
の
欲
求
を
勇
ま
し
く
満
た
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
つ
た

の
だ
」（
同
号
、八
二
頁
）。
そ
れ
は
、「
い
た
ま
し
い
程
淋
し
い
、重
苦
し
い
程
真
剣
な
」（
同
号
、八
三
頁
）一
生
に
な
る
。「
こ
の
こ
と
を
真
に
理
解
す
る
も
の
ゝ
み
、

ゴ
オ
ホ
の
如
何
に
真
剣
に
如
何
に
あ
せ
つ
て
、最
後
の
勝
利
に
向
つ
て
進
ん
だ
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」（
同
号
、七
八
頁
）
と
、実
篤
は
言
う
。

　

個
性
に
従
っ
て
生
き
な
が
ら
、そ
れ
が
や
が
て
は
「
人
類
」
に
繋
が
る
よ
う
な
生
き
方
に
な
る
こ
と
は
、実
篤
自
身
の
理
想
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
お
け
る
ゴ
ッ

ホ
の
説
明
は
、
彼
自
身
の
願
望
の
説
明
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
篤
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
ゴ
ッ
ホ
を
強
引
に
自
分
に
引
き
付
け
て
歪
曲
し
た
と
い
う
よ
り
、
ゴ
ッ

ホ
の
作
品
に
対
す
る
感
動
の
中
か
ら
、
ま
た
、
両
極
端
の
二
つ
の
作
品
が
あ
る
と
い
う
印
象
か
ら
、
ゴ
ッ
ホ
の
中
に
自
分
と
同
じ
よ
う
な
矛
盾
を
持
つ
個
性
や
、

背
反
す
る
欲
求
を
止
揚
し
よ
う
と
す
る
困
難
な
生
き
方
を
発
見
し
た
と
い
う
の
が
実
感
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ゴ
ッ
ホ
の
二
面
性
へ
の
注
目
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
苦
し
み
の
説
明
と
な
り
、
ゴ
ッ
ホ
の
中
に
併
存
す
る
強
さ
と
弱
さ
へ
の
共
感
と
な
っ
て
く
る
。

　

か
ゝ
る
人
も
社
会
的
動
物
で
あ
る
。
寧
ろ
か
ゝ
る
人
は
普
通
の
人
よ
り
も
な
ほ
社
会
的
動
物
で
あ
る
。
孤
独
の
淋
し
さ
が
ひ
し
〳
〵
と
彼
に
せ
ま
る
。
こ

の
孤
独
の
感
じ
は
か
ゝ
る
人
を
し
て
益
々
人
間
を
愛
さ
せ
益
々
孤
独
の
感
じ
を
強
く
さ
せ
る
。（
同
号
、
七
四
頁
）

　

し
か
し
、
彼
は
強
い
自
信
を
持
ち
な
が
ら
も
、
常
に
不
安
を
感
じ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
か
く
て
彼
は
自
分
の
仕
事
が
無
意
味
な
も
の
に
終
り
は

し
ま
い
か
と
、心
を
い
た
め
た
。
さ
う
し
て
そ
の
不
安
を
な
く
す
為
に
、又
自
分
の
自
信
通
り
の
仕
事
を
成
就
す
る
為
に
全
力
を
尽
し
た
。（
同
号
、七
九
頁
）

　

ゴ
ッ
ホ
の
紹
介
や
解
説
の
多
く
が
、
彼
の
強
さ
や
烈
し
さ
に
着
目
し
て
い
る

）
（（
（

の
と
比
べ
れ
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の
弱
さ
に
着
目
し
て
い
る
点
に
、
実
篤
の
理
解
の
特
色

が
あ
る
。
情
熱
や
狂
気
に
だ
け
惹
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
淋
し
さ
や
不
安
に
も
実
篤
は
惹
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
も
、
実
篤
自
身
の
内
に
あ
る
強
さ
と
弱
さ

が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
自
分
と
同
じ
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
て
、
自
分
以
上
に
孤
独
や
不
安
に
耐
え
な
が
ら
、「
彼
は
生
き
甲
斐
を
感
ず
る
為
に
、
ま
つ
し
ぐ
ら
に

進
み
す
ぎ
た
の
だ
。
か
く
て
あ
ん
な
彼
の
芸
術
は
生
れ
た
の
で
あ
る
」（
同
号
、
八
〇
頁
）
と
、
実
篤
は
理
解
す
る
。
最
初
に
引
用
し
た
冒
頭
の
文
章
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
ゴ
ッ
ホ
は
実
篤
よ
り
先
を
生
き
、
実
篤
よ
り
苦
し
ん
で
目
標
を
追
い
続
け
た
人
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

彼
の
進
ん
だ
道
は
発
狂
で
終
る
道
だ
つ
た
。
自
分
は
自
分
の
道
と
し
て
こ
の
道
を
最
も
よ
き
道
と
は
思
は
な
い
。
し
か
し
彼
が
こ
の
道
を
踏
ん
で
く
れ
た

こ
と
を
自
分
は
讃
美
し
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
に
自
分
達
が
淋
し
さ
を
味
は
は
う
と
も
緊
張
し
た
気
分
に
苦
し
め
ら
れ
や
う
と
も
、
自
分
の
道
が
如

何
に
苦
し
く
と
も
、
ゴ
オ
ホ
の
こ
と
を
思
へ
ば
「
こ
ゝ
に
我
等
よ
り
も
何
倍
も
真
剣
な
、
何
倍
も
苦
し
い
道
を
、
い
さ
ゝ
か
の
譲
歩
も
せ
ず
歩
い
て
く
れ
た
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人
が
あ
る
」
と
云
ふ
こ
と
を
腹
の
底
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
何
処
ま
で
も
何
処
ま
で
も
進
ま
な
け
れ
ば
ゐ
ら
れ
な
い
力
が
わ
い
て
く
る
。

　

ゴ
オ
ホ
を
知
つ
た
こ
と
を
我
々
は
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。（
同
号
、
八
四
頁
）

　

こ
の
0

0

ゴ
ッ
ホ
は
、
実
篤
が
、
彼
自
身
の
道
を
「
い
さ
ゝ
か
の
譲
歩
も
せ
ず
歩
い
て
」
い
く
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
ム
ン
ク
の
場
合
と
同
様
に
、
美
術
家
に
対
す

る
主
観
的
な
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
の
生
の
支
え
と
し
て
い
る
。
実
篤
は
、
ゴ
ッ
ホ
か
ら
、
個
性
を
確
信
す
る
力
だ
け
で
は
な
く
、
個
性
に
従
っ
て

生
き
よ
う
と
す
る
自
分
を
鼓
舞
し
て
く
れ
る
力
を
得
て
い
る
。
こ
の
0

0

ゴ
ッ
ホ
は
、
実
篤
が
追
い
か
け
る
背
中
と
な
り
、
最
も
力
強
い
声
援
を
く
れ
る
存
在
と
な
る
。

そ
れ
が
、
自
身
の
個
性
に
従
っ
て
生
き
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
彼
ら
に
先
行
し
た
西
洋
美
術
が
持
っ
て
い
た
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
美
術
作
品
を
通
し
て
の
個
性
へ
の
信
頼
は
、
次
第
に
彼
ら
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
時
代
の
美
術
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
の
反
映
と
し

て
理
解
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
自
身
の
個
性
が
い
く
つ
も
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
や
が
て
は
後
期
印
象
派
に
鼓
舞
を
求
め
る
必
要

は
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
西
洋
美
術
に
対
す
る
感
動
や
尊
敬
は
継
続
し
て
い
く
も
の
の
、
起
点
に
あ
っ
た
「
渇
仰
」
や
「
熱
度
」
は
沈
静
化
し
、
同
人
の
意
識
の

中
で
も
、
西
洋
美
術
に
向
き
合
っ
た
一
つ
の
時
期
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

後
年
の
実
篤
に
お
い
て
は
、
ゴ
ッ
ホ
に
対
す
る
評
価
や
愛
好
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、「
ゴ
オ
ホ
の
一
面
」
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
熱
い
思
い
は
薄
ら
い
で
い
く

こ
と
に
な
る
。

ゴ
ツ
ホ
は
知
れ
ば
知
る
程
、
好
き
に
な
れ
る
画
家
で
あ
り
、
又
感
心
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。（
中
略
）
僕
達
は
ま
づ
彼
の
真
剣
な
態
度
に
感
心
し
た
。

若
い
時
は
そ
の
態
度
を
理
想
的
に
思
つ
た
。
こ
の
頃
は
も
つ
と
落
ち
つ
い
た
も
の
が
好
き
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、し
か
し
ゴ
ツ
ホ
の
そ
の
真
剣
さ
に
は
感
動
し
、

そ
の
意
気
が
あ
る
か
ら
あ
ん
な
画
が
か
け
た
の
だ
と
思
ふ

）
（（
（

。

　
「
自
分
の
仕
事
」
を
確
立
し
た
の
ち
に
は
、
実
篤
は
「
も
つ
と
落
ち
つ
い
た
も
の
」
を
好
む
よ
う
に
変
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

五　

美
術
紹
介
を
経
て
の
出
発

　
『
白
樺
』
の
第
三
巻
（
一
九
一
二
年
）
で
は
、
紹
介
文
を
書
く
と
い
う
経
験
を
経
た
同
人
た
ち
が
、
美
術
を
包
含
し
た
思
索
を
綴
っ
て
い
く
。

　

柳
は
、
第
三
巻
第
五
号
（
一
九
一
二
・
五
）
に
「
価
値
」
と
題
す
る
随
想
を
掲
載
し
て
い
る
。
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今
茲
に
「
吾
れ
は
神
な
り
」
と
云
ふ
言
葉
が
あ
る
と
す
る
。
世
の
中
に
之
程
偉
大
な
最
高
の
言
葉
は
な
い
。
然
し
之
が
活
き
た
力
を
具
有
し
て
来
る
と
否

と
は
其
言
葉
の
背
景
に
な
る
人
格
が
か
ゝ
る
最
高
の
言
葉
を
用
ひ
る
価
値
を
持
つ
て
ゐ
る
か
否
か
に
よ
つ
て
定
ま
つ
て
く
る
。（
中
略
）
単
に
偉
大
な
る
言

葉
を
用
ゆ
る
と
云
ふ
事
は
吾
々
に
は
寧
ろ
易
々
た
る
事
で
あ
る
。
然
し
そ
う
云
ふ
言
葉
を
用
ひ
得
る
価
値
あ
る
人
と
な
る
事
は
易
々
た
る
事
で
は
な
い
。（
同

号
、
五
三
頁
）

　

言
葉
は
言
葉
だ
け
で
は
価
値
は
な
く
、発
す
る
も
の
の
人
格
が
言
葉
に
価
値
を
与
え
る
。
内
在
す
る
人
格
か
ら
発
現
す
る
も
の
だ
け
が
、「
真
理
を
物
語
り
得
る
」

（
同
号
、
五
七
頁
）。

ロ
ダ
ン
や
ゴ
オ
ホ
や
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
等
に
価
値
あ
る
芸
術
、人
格
と
云
ふ
言
葉
を
仕
ふ
標
準
に
於
て
今
の
日
本
の
思
想
芸
術
は
実
に
貪マ

マ

弱
を
極
め
て
ゐ
る
。

（
中
略
）
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ロ
オ
ト
レ
ク
等
の
秀
で
た
廃
頽
的
芸
術
家
の
作
に
偉
大
な
価
値
が
あ
る
と
云
ふ
の
も
、
彼
等
が
人
生
に
ひ
そ
む
懊
悩
を
切
実
に

味
識
し
て
、
そ
こ
か
ら
奪
ひ
起
つ
た
内
心
の
抑
へ
難
い
声
だ
か
ら
で
あ
る
。（
同
号
、
五
六
頁
）

　

西
洋
の
「
価
値
あ
る
人
」
の
亜
流
や
模
倣
者
は
多
い
が
、
彼
ら
の
「
人
生
や
芸
術
」
に
は
価
値
は
な
い
。「
価
値
」
は
、
あ
く
ま
で
も
表
現
主
体
の
個
性
に
根

ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、「
廃
頺
的
芸
術
家
の
作
」
に
も
「
偉
大
な
価
値
」
が
あ
る
と
、
柳
は
言
う
。

　

第
三
巻
第
七
号
（
一
九
一
二
・
七
）
の
小
泉
鉄
「
自
己
批
評
と
生
活
と
芸
術
」
に
も
、
同
じ
よ
う
な
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

自
分
は
ホ
オ
フ
マ
ン
や
ホ
ド
ラ
ー
や
ゴ
オ
ホ
や
ム
ン
ヒ
を
何
等
の
矛
盾
な
し
に
好
き
で
あ
る
。
無
論
自
分
の
心
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
性
格
に

根
ざ
し
、
気
質
に
因
す
る
矛
盾
で
あ
る
。
そ
の
芸
術
に
接
す
る
と
き
に
感
ず
る
矛
盾
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
等
各
自
に
そ
の
自
然
の
一
角
を
強
く
摑
ん
で
自

分
の
前
に
た
つ
か
ら
で
あ
る
。（
同
号
、
一
四
頁
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
を
惹
き
つ
け
、
感
動
さ
せ
る
。「
彼
等
各
自
に
そ
の
自
然
の
一
角
を
強
く
摑
ん
で
自
分
の
前
に
た
つ
か
ら
で
あ
」
り
、

お
の
お
の
に
違
う
い
く
つ
も
の
も
の
に
感
動
す
る
こ
と
は
矛
盾
で
は
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
小
泉
は
、「
芸
術
に
は
な
ほ
共
鳴
す
る
こ
と
の
難
い
も
の
と
、
易

い
も
の
と
が
あ
」
り
、「
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
て
も
、な
ほ
そ
の
心
と
溶
け
合
ふ
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、「
ビ
ア
ー
ズ
レ
、ロ
ー
ト
レ
ー

ク
、
ク
リ
ム
ト
」
の
名
を
挙
げ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
価
値
あ
る
個
性
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
同
人
た
ち
の
好
み
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

上
で
、
重
要
な
の
は
、「
吾
が
道
」
で
あ
る
。

　

然
し
是
等
の
す
べ
て
が
何
時
も
自
分
の
生
活
の
う
ち
に
生
き
て
る
か
と
い
ふ
に
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
つ
た
。
自
分
の
生
活
に
は
又
自
か
ら
な
る
色
彩
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が
あ
る
。
唯
彼
等
が
自
然
に
肉
薄
し
て
そ
こ
に
摑
ん
だ
も
の
を
自
分
の
前
に
投
げ
だ
し
て
く
れ
る
と
き
、
自
分
の
心
は
そ
れ
と
共
鳴
し
な
い
で
は
居
ら
れ
な

い
。
自
分
は
力
あ
る
声
に
、
吾
が
道
を
直
く
せ
よ
、
と
叫
び
た
い
。（
同
号
、
一
四
︲
一
五
頁
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
美
術
へ
の
共
感
と
は
別
に
、
自
分
に
は
「
自
か
ら
な
る
色
彩
」
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
西
洋
美
術
紹
介
の
終
息
す
る
地
点
が
ど
の
よ
う
な
場
所
に

あ
る
の
か
が
想
像
さ
れ
る
。

　

第
三
巻
第
一
〇
号
（
一
九
一
二
・
一
〇
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
実
篤
の
「
個
性
に
就
て
の
雑
感
」
の
主
張
す
る
の
も
、
同
様
の
方
向
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
芸
術
は
た
ゞ
自
己
の
一
部
分
（
大
小
強
弱
あ
れ
ど
）
を
目
覚
し
て
く
れ
る
。
さ
う
し
て
自
己
の
一
部
分
が
独
立
の
出
来
る
ま
で
笛
を
ふ
い
て
お

ど
ら
し
て
く
れ
る
。
他
の
部
分
を
目
覚
す
為
に
は
他
の
芸
術
家
に
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
吾
人
は
同
時
に
い
ろ
〳
〵
の
芸
術
に
感
心
す
る
こ
と

が
出
来
。
又
感
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
た
ゞ
一
部
分
が
目
ざ
め
た
時
そ
の
勢
ひ
が
強
い
と
他
の
方
は
光
り
を
失
な
ふ
こ
と
が
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
や

う
な
人
の
そ
ば
に
ゆ
く
と
一
寸
自
分
全
体
が
包
ま
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
す
る
。（
中
略
）
し
か
し
ひ
る
が
へマ

マ

て
他
の
大
な
る
芸
術
家
を
見
る
と
其
処
てマ

マ

は

又
ロ
ダ
ン
か
ら
自
分
が
得
ら
れ
な
い
も
の
を
吾
人
に
与
へ
て
ゐ
る
。
ゴ
オ
ホ
の
絵
な
ど
は
そ
の
最
も
著
し
い
例
の
一
つ
で
あ
る
。（
同
号
、
五
四
頁
）

　

だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
西
洋
美
術
を
紹
介
し
て
き
た
。

　

自
分
達
は
た
ゞ
い
た
づ
ら
に
西
洋
人
を
か
つ
ぐ
の
で
は
な
い
。
西
洋
の
芸
術
家
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
い
。
何
等
か
の
意
味
で
吾
人
の
個
性
を
生
か
し
て

く
れ
た
、
又
く
れ
つ
ゝ
あ
る
も
の
を
紹
介
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
吾
人
に
と
つ
て
は
自
己
の
個
性
を
何
処
ま
で
も
生
か
し
て
ゆ
く
の
が
第
一
で
あ
る
。
そ
の

根
か
ら
は
い
ろ
〳
〵
の
も
の
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
根
を
外
に
し
て
は
一
つ
の
も
の
も
生
か
さ
な
い
心
算
で
ゐ
る
。（
同
号
、
五
六
頁
）

　

こ
の
文
章
は
、『
白
樺
』
に
と
っ
て
の
美
術
紹
介
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
「
根
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
自
己
の
個
性
」
で
あ
り
、
自
分
の
個
性
を
生
か

す
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
個
性
は
ま
だ
「
極
く
ひ
く
い
程
度
ま
で
」
し
か
発
展
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
自
分
達
は
内
心
の
要
求
に
従
つ
て
進
ん
で
来
た
点

に
於
い
て
今
の
日
本
の
誰
に
も
ま
け
な
い
心
算
で
あ
る
」。
そ
し
て
、「
個
性
を
発
揮
す
る
為
に
は
絶
え
ず
全
力
を
つ
く
す
よ
り
仕
方
が
な
い
」。
そ
の
た
め
に
、「
吾

人
は
自
己
の
個
性
を
無
遠
慮
に
発
輝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
実
篤
の
主
張
と
な
っ
て
く
る
（
同
号
、
五
七
︲
五
八
頁
）。

　

第
三
巻
第
九
号
（
一
九
一
二
・
九
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
平
沢
仲
次
（
長
与
善
郎
）「
六
号
感
想　

人
類
的
、
内
容
、
及
其
他
」
で
は
、「
自
己
の
範
疇
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
、「
ゴ
オ
ホ
や
マ
テ
イ
ス
を
理
解
す
る
連
中
」
と
理
解
し
な
い
連
中
と
で
は
、「
先
天
的
に
範
疇
が

違
ふ
」
と
述
べ
る
。
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吾
々
が
其
与
え
ら
れ
た
る
各
々
の
範
疇
の
君
主
に
な
る
事
は
又
自
然
の
意
志
で
あ
る
。
自
己
の
範
疇
の
君
主
で
あ
る
限
り
他
の
何
人
に
も
譲
ら
ざ
る
、
又
理

解
し
能
は
ざ
る
処
の
確
乎
な
る
独
立
的
自
信
が
（
自
己
の
態
度
又
は
行
為
の
上
に
も
）
何
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
さ
え
堅
固
に
持
つ
て
居
れ
ば
吾
々

は
外
か
ら
何
と
云
は
れ
て
も
見
ら
れ
て
も
平
気
で
進
む
事
が
出
来
る
。
其
独
立
的
自
信
が
経
験
を
積
む
に
従
つ
て
拡
大
さ
れ
て
行
け
ば
其
人
の
真
正
な
る
内

容
が
其
処
に
成
立
す
る
。
吾
々
は
其
内
容
を
全
く
自
由
に
生
長
さ
せ
た
い
。（
同
号
、
一
八
七
頁
）

　

自
己
中
心
的
で
あ
り
、
傲
慢
で
あ
る
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
初
め
て
個
性
や
自
己
に
あ
る
べ
き
位
置
を
与
え
ら
れ
る
。

　

第
三
巻
（
一
九
一
二
年
）
に
お
い
て
、
素
人
の
美
術
紹
介
者
で
あ
っ
た
同
人
た
ち
が
次
々
と
発
表
す
る
随
想
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず
つ
違
い
は
あ
り
な

が
ら
も
、
彼
ら
の
向
か
お
う
と
し
て
い
る
方
向
の
類
似
性
が
読
み
取
れ
る
。
美
術
紹
介
を
経
た
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の
紹
介
し
た
美
術
家
た
ち
と
同
等

の
価
値
あ
る
も
の
を
生
み
出
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
自
分
の
個
性
を
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
目
標
と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
美
術
紹
介
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
ら
の
中
に
、
個
性
と
い
う
概
念
が
実
質
を
具
え
た
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
次
は
、
彼
ら
自
身
の
個
性
の
実
践
が
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
た
。
そ
こ
に
、
表
現
し
、
発
信
す
る
主
体
が
成
立
し
て
く
る
。

　

長
与
が
第
四
巻
第
一
〇
号
（
一
九
一
三
・
一
〇
）
に
掲
載
し
た
、
長
編
の
評
伝
「
キ
ュ
ス
タ
フ
・
ク
ル
ベ
ー
評
伝
」
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

　

個
性
は
人
格
の
基
礎
で
あ
る
。
個
性
の
な
い
人
格
は
無
人
に
等
し
く
、
人
類
的
な
人
格
に
実
を
結
ば
な
い
個
性
は
取
る
に
足
ら
な
い
。
純
先
天
的
な
個
性

が
意
識
的
後
天
性
を
必
然
に
取
り
入
れ
、
そ
れ
の
融
和
に
よ
つ
て
成
長
し
た
人
格
が
、
無
意
識
の
中
に
放
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
と
量
と
に
よ
つ
て
文
芸

の
価
値
は
自
ら
評
価
さ
れ
る
。
文
芸
は
人
格
を
離
れ
た
単
独
な
る
思
想
の
表
現
に
畢
ら
な
い
。
そ
れ
は
徹
頭
徹
尾
人
格
の
無
意
識
的
表
現
に
終
始
す
る
。（
同

号
、
一
頁
）

　

長
与
は
、「
純
先
天
的
な
」
も
の
を
「
個
性
」
と
呼
び
、
後
天
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
の
「
融
和
に
よ
つ
て
成
長
し
た
」
も
の
を
「
人
格
」
と
呼
ん
で

区
別
し
て
い
る
。
個
性
、
人
格
、
自
己
と
い
う
言
葉
に
与
え
ら
れ
る
意
味
は
、
同
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
先

に
見
て
い
た
も
の
は
共
通
し
て
い
た
と
い
え
る
。
彼
ら
は
、
美
術
も
文
学
も
同
じ
く
個
性
や
人
格
の
表
現
と
捉
え
る
。
類
似
し
た
思
い
が
、
お
互
い
の
相
違
点
も

含
め
て
、『
白
樺
』
と
い
う
場
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
共
有
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は
確
か
め
ら
れ
、
増
幅
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

美
術
界
が
活
性
化
を
遂
げ
て
い
く
と
き
、『
白
樺
』
は
、
少
な
く
と
も
美
術
紹
介
文
と
い
う
形
で
の
美
術
へ
の
越
境
か
ら
撤
退
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
右
に
見

て
き
た
随
想
文
か
ら
、
同
人
た
ち
の
意
識
の
中
で
も
、
そ
こ
に
熱
を
注
ぐ
時
代
が
終
息
し
て
い
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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『
白
樺
』
の
主
要
な
同
人
で
あ
り
な
が
ら
、
美
術
紹
介
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
志
賀
直
哉
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ
う
。
同
人
中
で
は
も
っ
と
も
早
く
ロ
ダ
ン

の
存
在
に
気
づ
い
た
こ
と
や
、
後
に
美
術
写
真
集
『
座
右
宝
』（
一
九
二
六
・
六
）
を
独
力
で
編
集
す
る
こ
と
な
ど
を
見
て
も
、
美
術
へ
の
関
心
は
他
の
同
人
に
劣

ら
な
い

）
（（
（

。
た
だ
、
彼
自
身
は
、「
知
識
的
に
わ
か
ら
う
と
い
ふ
気
が
な
い
し
、
研
究
心
も
な
い
」
と
語
っ
て
い
る

）
（（
（

。
次
の
よ
う
な
言
及
も
あ
る
。

　

美
術
鑑
賞
の
方
法
は
色
々
あ
る
だ
ら
う
が
、
私
の
経
験
か
ら
言
ふ
と
、
総
て
自
分
の
実
感
に
頼
つ
て
、
そ
れ
で
素
直
に
理
解
し
、
段
々
に
進
ん
で
行
く
の

が
一
番
安
全
な
正
し
い
方
法
だ
と
思
ふ
。
最
初
か
ら
美
術
史
に
頼
つ
て
、
こ
れ
は
有
名
な
絵
で
、
立
派
な
作
だ
さ
う
だ
と
い
ふ
の
で
、
本
統
に
そ
れ
が
、
自

身
の
力
で
理
解
消
化
さ
れ
な
い
ま
ま
に
通
過
し
、
進
ん
で
他
の
も
の
へ
鑑
賞
を
移
す
と
い
ふ
や
り
方
は
進
歩
が
速
い
や
う
に
見
え
て
、
実
は
空
洞
を
残
し
、

又
後
も
ど
り
し
て
、
そ
れ
を
埋
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う
な
事
に
な
る
。
こ
の
や
り
方
で
は
自
分
の
勘
が
養
は
れ
な
い
。

　

志
賀
は
、
知
識
に
頼
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
素
人
性
が
、
美
術
に
向
か
う
上
で
の
長
所
に
な
り
う
る
と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
自
分
の
勘
」
を
発

達
さ
す
に
は
、「
相
当
永
い
年
月
が
か
か
る
」
と
も
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。
自
分
の
内
な
る
感
性
と
主
観
を
磨
き
続
け
る
こ
と
で
、
美
術
作
品
に
対
す
る
理
解
力
を
獲
得

し
て
い
く
と
い
う
の
が
志
賀
の
美
術
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
結
局
、
実
篤
た
ち
、
素
人
の
紹
介
者
た
ち
の
姿
勢
と
重
な
っ
て
く
る
。
志
賀
は
、
美

術
紹
介
と
い
う
経
験
を
経
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
を
経
た
同
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
美
術
と
の
か
か
わ
り
方
を
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
白
樺
』
の
西
洋
美
術
へ
の
関
心
は
、
時
代
状
況
の
変
化
の
中
で
育
て
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら
焦
点
を
結
ん
で
い
っ
た
。『
白
樺
』
の
多
く

の
同
人
た
ち
は
西
洋
美
術
に
驚
嘆
し
、
美
術
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
家
の
個
性
の
開
花
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
美
術
家
と
同
様
の
も
の
が

同
人
た
ち
自
分
自
身
の
う
ち
に
も
あ
る
と
い
う
信
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
同
人
た
ち
は
、
多
く
の
西
洋
美
術
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
は
、
美
術
と
い
う
領
域
を

越
え
て
広
く
読
者
の
共
感
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
、同
人
た
ち
は
次
に
は
自
分
の
個
性
に
従
っ
て
主
体
的
な
挑
戦
を
始
め
る
。
そ
の
実
践
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
が
、
西
洋
美
術
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
道
を
行
く
彼
ら
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
存
在
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
が
、『
白
樺
』
に
お
け
る
西
洋
美
術
の
意

味
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
は
美
術
よ
り
の
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
文
学
よ
り
の
視

点
で
の
考
察
を
試
み
た
結
果
で
あ
る
。

　
『
白
樺
』
に
お
け
る
西
洋
美
術
の
紹
介
文
の
多
く
は
素
人
の
同
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
観
性
や
専
門
的
知
識
の
欠
如
や
誤
謬
が
負
の
側
面
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
主
観
的
な
感
動
を
中
心
に
お
い
て
発
信
で
き
る
こ
と
が
正
の
側
面
で
あ
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
新
し
い
美
術
家
や
作
品
と
の
わ
か
り
や
す
い

出
会
い
と
な
り
、
誤
解
や
誤
認
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
な
お
文
化
的
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
同
人
た
ち
自
身
に
と
っ
て
は
も
っ
と
切
実
に
、
西
洋
美
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術
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
表
現
を
可
能
に
し
、
そ
れ
を
支
え
る
力
と
な
っ
た
。
西
洋
美
術
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
自
身
の
個
性
を
信
じ
ら
れ
た

の
で
あ
り
、『
白
樺
』
的
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
信
念
が
形
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）�
山
梨
俊
夫
「『
白
樺
』
の
熱
と
波
」（
京
都
文
化
博
物
館
他
編
『
白
樺
派
の
愛
し
た
美
術
』
展
図
録
、
二
〇
〇
九
・
六
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
）
に
「
反
響
」
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
指
摘
が
あ
る
、
八
︲
九
頁
。

（
2
）�

清
水
康
次
「『
白
樺
』
に
先
行
す
る
芸
術
運
動
―
『
明
星
』『
ス
バ
ル
』『
方
寸
』
と
そ
の
時
代
状
況
―
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
一
三
・
三
）。

以
下
、
前
稿
と
呼
ぶ
。

（
3
）�

写
真
版
は
、「
写
真
応
用
の
各
種
版
式
の
総
称
で
あ
る
、
俗
称
的
に
は
写
真
凸
版
例
へ
ば
網
目
銅
版
と
も
い
は
れ
る
」。
植
村
長
三
郎
『
書
誌
学
辞
典
』（
一
九
四
二
・
八
、

教
育
図
書
株
式
会
社
）
の
「
写
真
版
」
の
項
目
よ
り
、
二
二
六
頁
。

（
4
）�

児
島
の
紹
介
文
で
は
、「N

euidealisten
」「
独
逸
新
理
想
派
」
で
あ
る
が
、「
世
紀
末
芸
術
」
と
か
か
わ
っ
て
捉
え
ら
れ
、「
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
」
の
中
に
も

位
置
づ
け
ら
れ
る
、
こ
れ
ら
の
美
術
家
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
現
在
比
較
的
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
」
と
い
う
呼
び
方
を
暫
定
的
に
用
い
て
お
く

こ
と
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
児
島
は
、
創
刊
号
の
紹
介
文
の
冒
頭
で
、
ム
ー
テ
ル
（Richard�M

uther

）
の
言
を
引
き
な
が
ら
、「
元
来
こ
ん
な
名
前
は
美
術
史
家
が

便
宜
上
勝
手
に
つ
け
る
名
前
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
流
派
や
主
義
の
名
称
を
重
視
し
て
は
い
な
い
。

（
5
）�

本
多
秋
五
『『
白
樺
』
派
の
文
学
』（
一
九
五
四
・
七
、
講
談
社
）、
三
五
頁
、
五
七
︲
六
〇
頁
。
本
多
の
指
摘
し
た
「
跨
ぎ
」
は
、『
白
樺
』
の
美
術
へ
の
嗜
好
・
興
味
が
、

西
洋
の
美
術
史
を
無
視
し
た
形
で
、
造
形
の
問
題
を
顧
み
ず
に
移
動
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
見

て
い
く
。
た
だ
、
本
多
が
こ
の
文
章
の
中
で
言
っ
た
「
跨
ぎ
」
に
は
も
う
少
し
幅
広
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
例
え
ば
彼
ら
の
文
学
観
・
芸
術
観
の
飛
躍
的
な
進
化
と
い
う
意

味
を
含
む
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

（
6
）�

本
多
秋
五
「
解
題
」（『
明
治
文
学
全
集
』
第
七
六
巻
『
初
期
白
樺
派
文
学
集
』
一
九
七
三
・
一
二
、
筑
摩
書
房
）、
三
八
四
︲
三
八
六
頁
。

（
7
）�

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
』
第
二
巻
（
同
刊
行
委
員
会
編
、
一
九
九
二
・
八
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）、
四
七
四
頁
。

（
8
）�

評
者
で
あ
る
児
島
喜
久
雄
・
里
見
弴
・
志
賀
直
哉
は
、
別
々
に
展
覧
会
に
行
き
、
後
日
そ
の
感
想
を
述
べ
合
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
志
賀
の
場
合
、
日
記
に
よ
れ
ば
、
四
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月
四
日
に
展
覧
会
を
見
に
行
っ
て
い
る
。『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
二
巻
（
一
九
九
九
・
一
二
、
岩
波
書
店
）、
二
八
頁
。

（
9
）�

そ
の
文
末
に
、「
西
洋
画
の
方
は
児
島
喜
久
雄
が
や
る
わ
け
だ
つ
た
が
ま
に
あ
は
な
い
の
で
駄
目
に
な
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）�

「
玉
田
」
は
、
村
瀬
玉
田
（
一
八
五
二
―
一
九
一
七
年
）、
伝
統
的
な
画
風
を
遵
守
す
る
日
本
画
家
で
あ
る
。

（
11
）�

『
日
展
史
』
第
５
巻
『
文
展
編　

五
』（
一
九
八
一
・
六
、
同
編
纂
委
員
会
編
、
社
団
法
人
日
展
）
の
「
展
覧
会
期
並
び
に
観
覧
人
員
」
に
よ
る
、
五
七
〇
頁
。
ま
た
、

五
十
殿
利
治
『
観
衆
の
成
立　

美
術
展
・
美
術
雑
誌
・
美
術
史
』（
二
〇
〇
八
・
五
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
五
二
︲
五
六
頁
、
ほ
か
参
照
。

（
12
）�
こ
の
文
展
評
の
中
で
、
児
島
は
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
言
及
し
て
、
杢
太
郎
が
「「
絵
画
の
約
束
」
を
設
け
て
形
式
に
制
限
を
加
へ
や
う
と
し
て
」
い
る
こ
と
に
反

対
し
て
い
る
（
同
号
、
一
四
九
頁
）。
た
だ
し
、
児
島
は
杢
太
郎
（
太
田
正
雄
）
と
は
幼
な
じ
み
で
あ
り
、
生
涯
の
友
人
で
あ
る
。
児
島
「
太
田
正
雄
君
と
私
」（『
科

学
思
潮
』
一
九
四
二
・
一
、
児
島
著
『
シ
ョ
パ
ン
の
肖
像
』（
一
九
八
四
・
九
、
岩
波
書
店
）
に
収
録
）
等
参
照
。

（
13
）�

『
児
島
喜
久
雄
画
集
』（
一
九
八
七
・
四
、
用
美
社
）
の
「
年
譜
」
に
よ
る
、
二
六
六
︲
二
六
七
頁
。
な
お
、
児
島
は
、
後
に
、
東
京
帝
国
大
学
美
学
美
術
史
学
第
二
講
座

の
教
授
と
な
る
。

（
14
）�

矢
代
幸
雄
「
児
島
喜
久
雄
の
思
い
出
」（『
図
書
』
一
九
六
二
・
一
〇
、一
一
）。
引
用
は
、
矢
代
著
『
忘
れ
得
ぬ
人
び
と　

矢
代
幸
雄
美
術
論
集
Ⅰ
』（
一
九
八
四
・
二
、
岩

波
書
店
）
に
拠
る
、
一
八
四
︲
一
八
五
頁
。

（
15
）�

引
用
は
、
児
島
喜
久
雄
『
シ
ョ
パ
ン
の
肖
像
』（
前
掲
、
注
12
）
収
録
の
本
文
に
拠
る
、
二
七
二
︲
二
七
三
頁
。

（
16
）�

志
賀
直
哉
の
日
記
の
一
九
一
〇
年
四
月
八
日
の
項
に
は
、「
木
下
と
、
田
中
製
版
所
へ
行
き
ゴ
ー
ガ
ン
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
を
頼
む
、
十
二
円
五
十
二
銭
の
筈
／
そ
れ
よ
り

木
版
に
行
き
武
郎
氏
の
書
い
た
白
樺
と
い
ふ
字
の
版
を
頼
む　

一
円
二
十
銭
で
出
来
る
筈
」
と
あ
り
、
写
真
版
の
製
版
所
と
木
版
の
工
房
と
を
廻
っ
て
、
第
一
巻
第
二

号
の
図
版
や
扉
の
印
刷
準
備
を
進
め
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
な
お
、
四
月
七
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
ゴ
ー
ガ
ン
の
絵
（
複
製
画
）
は
島
崎
藤
村
か
ら
借

り
た
も
の
で
あ
る
。『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
二
巻
（
一
九
九
六
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
二
九
頁
。

（
17
）�

小
野
忠
重
『
版
画
―
近
代
日
本
の
自
画
像
―
』（
一
九
六
一
・
三
、
岩
波
書
店
・
岩
波
新
書
）、
一
五
六
頁
。

（
18
）�

『
白
樺
』
の
表
紙
絵
は
な
お
し
ば
ら
く
木
版
を
続
け
た
後
、
写
真
版
に
変
わ
る
が
、
後
期
の
岸
田
劉
生
の
表
紙
に
お
い
て
は
再
び
木
版
が
復
活
し
て
い
る
。

（
19
）�

『
白
樺
』
第
二
巻
第
四
号
（
一
九
一
一
・
四
）
の
「
編
輯
室
よ
り
」
に
お
い
て
、
南
薫
造
の
「
自
画
自
刀
自
刷
の
木
版
画
六
種
許
り
」
が
瑯
玕
洞
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
宣
伝
し
て
い
る
（
同
号
、
一
〇
九
頁
）。
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（
20
）�

鈴
木
禎
宏
『
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
生
涯
と
芸
術
』（
二
〇
〇
六
・
三
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
二
六
頁
参
照
。

（
21
）�

オ
ル
リ
ッ
ク
は
浮
世
絵
版
画
に
興
味
を
持
ち
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
五
月
に
来
日
し
、『
明
星
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
岩
切
信
一
郎
『
明
治
版
画
史
』

（
二
〇
〇
九
・
八
、
吉
川
弘
文
館
）
に
も
言
及
が
あ
る
、
三
〇
六
︲
三
〇
八
頁
。

（
22
）�
同
号
の
「
挿
画
に
就
て
」
の
「
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ
ッ
ク
」
に
は
、「
本
号
の
木
版
は�D

entsche�K
unst�C.�D

ekoration�

と
云
ふ
雑
誌
か
ら
と
つ
た
」
と
あ
る
、

六
六
頁
。

（
23
）�

後
に
触
れ
る
児
島
喜
久
雄
の
翻
訳
し
た
ク
リ
ン
ガ
ー
の
「
彩
画
と
素
画
」
と
い
う
文
章
（『
白
樺
』
第
一
巻
第
九
号
、
一
九
一
〇
・
一
二
）
も
、
版
画
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
経
緯
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
24
）�

匠
秀
夫
「「
白
樺
」
と
後
期
印
象
派
」（
匠
著
『
近
代
日
本
洋
画
の
展
開
―
近
代
日
本
洋
画
史
序
説
―
』
一
九
六
四
・
一
二
、昭
森
社
）。
引
用
は
、再
刊
本
（
一
九
七
七
・
二
、

昭
森
社
）
に
拠
る
、
二
三
三
、二
三
四
頁
。
同
様
の
論
述
は
、
匠
著
『
近
代
日
本
の
美
術
と
文
学
』（
一
九
七
九
・
一
一
、
木
耳
社
）
に
も
あ
る
。

（
25
）�

高
階
秀
爾
「『
白
樺
』
と
近
代
美
術
」（『
季
刊
芸
術
』
一
九
七
二
・
二
、三
、一
九
七
三
・
二
）。
引
用
は
、
高
階
著
『
日
本
近
代
の
美
意
識
』（
一
九
九
三
・
九
、
青
土
社
）

に
拠
る
、
三
二
九
、三
三
四
︲
三
三
五
頁
。

（
26
）�

稲
賀
繁
美
「『
白
樺
』
と
同
時
代
の
世
界
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」（
稲
賀
著
『
絵
画
の
臨
界
』
二
〇
一
四
・
一
、名
古
屋
大
学
出
版
会
）、二
四
五
頁
、二
四
三
頁
、二
五
七
頁
。（
初

出
は
、「『
白
樺
』
と
造
形
美
術
：
再
考
―
セ
ザ
ン
ヌ
〝
理
解
〟
を
中
心
に
」（『
比
較
文
学
』
一
九
九
六
・
三
）。）

（
27
）�

西
村
修
子
「
美
術
雑
誌
と
し
て
の
『
白
樺
』
に
み
る
西
洋
美
術
認
識
」（『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
二
〇
〇
九
・
三
）、
一
四
四
頁
。

（
28
）�

武
者
小
路
実
篤
「
自
分
の
歩
い
た
道
」（
一
九
五
六
・
一
一
、
読
売
新
聞
社
）。
引
用
は
、『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
一
五
巻
（
一
九
九
〇
・
八
、
小
学
館
）
に
拠
る
、

五
四
七
︲
五
四
八
頁
。

（
29
）�

な
お
、
実
篤
が
ク
リ
ン
ガ
ー
か
ら
受
け
た
影
響
を
積
極
的
な
形
で
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
江
間
通
子
「
実
篤
の
出
発
―
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ガ
ー
を
合
わ
せ
鏡
と
し
て

―
」（『
大
妻
国
文
』
二
〇
〇
〇
・
三
）
が
あ
る
。

（
30
）�

武
者
小
路
実
篤
「
彼
の
青
春
時
代
」（
一
九
二
三
・
二
、
叢
文
閣
）。
そ
の
内
容
は
、
一
九
〇
六
年
の
日
記
と
一
九
〇
八
年
の
日
記
か
ら
な
る
。
引
用
は
、『
武
者
小
路
実

篤
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
八
七
・
一
二
、
小
学
館
）
に
拠
る
、
二
六
三
頁
。

（
31
）�

注
28
に
同
じ
、
五
六
一
頁
。
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（
32
）�

里
見
弴
述
・
湯
地
孝
記
「「
白
樺
」
派
の
受
け
た
諸
影
響
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
三
四
・
八
）、
二
八
八
頁
。

（
33
）�M

ax�Schm
id,�K

linger,�K
ünstler-M

onographien,�V
ol.�X

LI,�Bielefeld�und�Leipzig,�1906.�

こ
の
本
の
六
一
頁
に
図
版
④
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）�

志
賀
直
哉
「
美
術
雑
談
」（『
美
術
』
一
九
四
五
・
三
、
談
話
筆
記
）
に
、
次
の
よ
う
な
回
想
が
あ
る
。

�

　
　
『
白
樺
』
の
前
身
だ
つ
た
「
望
野
」
な
ど
い
ふ
廻
覧
雑
誌
を
や
り
出
し
た
の
は
未
だ
そ
れ
か
ら
三
四
年
後
に
な
る
（
引
用
者
注
―
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に

あ
た
る
）
が
、
武
者
は
独
乙
語
を
や
る
関
係
で
、
丸
善
か
ら
よ
く
「
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
エ
ン
」
を
買
つ
て
き
て
、
ベ
ッ
ク
リ
ン
、
ク
リ
ン
ゲ
ル
、
ス
テ
ュ
ッ
ク
そ
の

他
を
吾
々
に
紹
介
し
た
。

�

引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
七
巻
（
一
九
九
九
・
六
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
二
五
八
︲
二
五
九
頁
。

（
35
）�

志
賀
直
哉
「
稲
村
雑
談
」（『
作
品
』
一
九
四
八
・
八
～
一
九
四
九
・
三
）。
引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
八
巻
（
一
九
九
九
・
七
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
一
七
五
頁
。

な
お
、
志
賀
直
哉
「「
白
樺
」
と
西
洋
美
術
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
二
・
二
）
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
〇
巻
（
一
九
九
九
・
九
、

岩
波
書
店
）
収
録
。

（
36
）�

児
島
は
、
細
か
い
誤
植
を
点
検
し
、
既
発
表
の
文
章
に
つ
い
て
の
正
誤
表
を
後
の
号
に
掲
載
す
る
と
い
う
潔
癖
さ
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
巻
第
九
号
（
一
九
一
〇
・
一
二
）

の
「
マ
ツ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
巻
第
三
号
（
一
九
一
一
・
三
）
に
、
折
り
込
み
の
付
録
と
し
て
、
十
頁
に
及
ぶ
「
マ
ツ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ゲ
ル
の

正
誤
と
補
遺
」
を
付
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
植
は
多
く
残
り
、
わ
か
り
に
く
い
表
現
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

（
37
）�

注
６
に
同
じ
、
三
八
五
頁
。

（
38
）�

志
賀
直
哉
「
丸
善
の
憶
ひ
出
」（『
学
鐙
』
一
九
五
六
・
七
）。
引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
九
巻
（
一
九
九
九
・
八
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
三
二
八
︲
三
二
九
頁
。

（
39
）�Paul�K
ühn,�M

ax K
linger,�Leipzig,�1907.�

及
び
、
先
述
し
た�M

ax�Schm
id,�K

linger,�K
ünstler-M

onographien,�Bielefeld�und�Leipzig,�1906.

（
40
）�

『
白
樺
』
第
二
巻
第
二
号
（
一
九
一
一
・
二
）、「
編
輯
室
に
て
」、
無
署
名
、
一
五
三
頁
。

（
41
）�

「
ヴ
イ
ン
ツ
エ
ン
ト
・
ヴ
ア
ン
・
ゴ
オ
ホ
の
手
紙
」
と
し
て
、
第
二
巻
第
二
号
、
第
六
号
、
第
九
号
に
掲
載
し
、
第
三
巻
第
一
一
号
（
ゴ
ッ
ホ
号
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）�

例
え
ば
、『
み
づ
ゑ
』
第
五
三
九
号
（
一
九
五
〇
・
九
）
は
、
児
島
の
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
富
永
惣
一
「
児
島
喜
久
雄
先
生
の
業
績
」
な
ど
に
、
そ
う
し
た
言
及
が
あ
る
。

（
43
）�

『
志
賀
直
哉
宛
書
簡　

白
樺
の
時
代
』（
日
本
近
代
文
学
館
編
、
二
〇
〇
八
・
九
、
岩
波
書
店
）、
六
〇
頁
。

（
44
）�

『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
七
巻
（
二
〇
〇
〇
・
七
、
岩
波
書
店
）、
一
五
九
︲
一
六
〇
頁
。
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（
45
）�

注
43
に
同
じ
、
六
一
頁
。

（
46
）�

志
賀
直
哉
「
蝕
ま
れ
た
友
情
」（『
世
界
』
一
九
四
七
・
一
～
四
）。
引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
七
巻
（
一
九
九
九
・
六
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
一
三
四
頁
。

（
47
）�

注
43
に
同
じ
、
六
〇
頁
。

（
48
）�
志
賀
直
哉
「
美
術
雑
談
」（
前
掲
、
注
34
）
に
、「
セ
ザ
ン
ヌ
と
い
へ
ば
、
有
島
が
外
国
か
ら
手
紙
で
、
技
術
か
ら
い
へ
ば
一
画
学
生
に
も
及
ば
ぬ
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と

を
憶
え
て
ゐ
る
。
勿
論
感
服
し
て
知
ら
し
て
よ
こ
し
た
の
だ
が
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
引
用
は
、
注
34
に
同
じ
、
二
五
九
頁
。

�

　

ま
た
、
島
崎
藤
村
「
仏
蘭
西
に
あ
る
友
人
の
消
息
」（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
〇
八
・
一
二
、
藤
村
著
『
新
片
町
よ
り
』（
一
九
〇
九
・
九
、
佐
久
良
書
房
）
に
収
録
）
に

は
、
生
馬
か
ら
次
の
よ
う
な
書
き
添
え
の
あ
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
複
製
写
真
が
上
田
敏
を
介
し
て
届
け
ら
れ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

�

　

�

こ
の
美
術
家
は
近
代
の
シ
ウ
ク
ラ
ン
た
る
盛
時
に
会
し
な
が
ら
、
そ
の
技
巧
は
一
美
術
学
校
生
徒
に
及
ば
ず
、
そ
の
テ
ン
ペ
ラ
バ
ン
は
古
今
に
卓
絶
す
る
も
の
、
生

の
愛
翫
飽
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
る
名
人
に
御
座
候
。（
以
下
略
）

�

　

引
用
は
、『
藤
村
全
集
』
第
六
巻
（
一
九
六
七
・
四
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
る
、
五
七
頁
。

（
49
）�

陰
里
鉄
郎
「
日
本
の
印
象
派
」（『
原
色
現
代
日
本
の
美
術
５　

日
本
の
印
象
派
』
一
九
七
七
・
一
一
、
小
学
館
）。
引
用
は
、『
陰
里
鉄
郎
著
作
集
』
第
一
巻

（
二
〇
〇
七
・
一
二
、一
艸
堂
）
に
拠
る
、
三
二
四
︲
三
二
七
頁
。

（
50
）�

「
年
譜
（
有
島
生
馬
）」（『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
第
二
七
巻
『
有
島
武
郎　

有
島
生
馬
集
』
一
九
二
七
・
七
、
改
造
社
）、
五
二
四
頁
。
自
筆
年
譜
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

こ
の
年
譜
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
回
顧
展
を
見
た
時
期
を
一
九
〇
八
年
と
し
て
い
る
が
、
開
催
は
一
九
〇
七
年
一
〇
月
で
あ
る
の
で
、
生
馬
の
記
述
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
河
口
清
巳
編
「
有
島
生
馬
年
譜
」（『
有
島
生
馬
選
集
』
一
九
六
九
・
一
一
、
実
川
美
術
）
に
も
、
こ
の
間
の
生
馬
の
経
歴
に
つ
い
て
、
類
似
の
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。

（
51
）�

『
白
樺
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
・
八
）
で
は
、「
展
覧
会
日
記
」
と
し
て
展
覧
会
の
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
か
ら
は
、
同
人
た
ち
が
嬉
々
と
し
て
み

ず
か
ら
展
覧
会
を
運
営
し
て
い
く
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
来
場
者
は
一
日
平
均
一
〇
〇
人
前
後
、
会
期
全
体
で
千
数
百
人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
52
）�

石
井
柏
亭
「
四
人
」（『
方
寸
』
一
九
一
〇
・
八
）、
六
頁
。
な
お
、
こ
の
号
の
『
方
寸
』
の
表
紙
に
は
、
展
示
さ
れ
た
有
島
生
馬
の
《
習
作
（
赤
き
唇
の
少
女
）》
が
図
版

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
53
）�

高
村
光
太
郎
「
父
と
の
関
係
―
ア
ト
リ
エ
に
て　

２
・
３
・
４
―
」（『
新
潮
』
一
九
五
四
・
三
～
五
）。
引
用
は
、『
高
村
光
太
郎
全
集
』
第
一
〇
巻
（
一
九
九
五
・
七
、
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筑
摩
書
房
）
に
拠
る
、
二
五
二
頁
。

（
54
）�

セ
ザ
ン
ヌ
紹
介
の
二
編
は
、
後
に
、
生
馬
著
『
白
夜
雨
稿
』（
一
九
二
四
・
五
、
金
星
堂
）
に
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、「
懐
古
展
覧
会
」
は
「
懐
顧
展
覧
会
」
に
、「
時

運
に
な
つ
て
居
た
」
は
「
時
運
に
向
つ
て
居
た
」
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も
細
部
的
な
修
正
の
手
が
入
っ
て
い
る
。
な
お
、「
二
百
余
点
」
と
い
う
記
述
の
不
確

か
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
の
後
編
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）�
デ
ュ
レ
の
印
象
派
に
つ
い
て
の
著
述
は
増
補
と
改
版
を
重
ね
て
お
り
、
永
井
隆
則
は
、
生
馬
が
こ
こ
で
参
照
し
て
い
る
の
は
、T

héodore�D
uret,�H

istoire des 

Peintres Im
pressionnistes,�Paris,�1906.�

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
永
井
著
『
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
の
研
究
』（
二
〇
〇
七
・
二
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）、
四
四
頁
。
ま
た
、

稲
賀
の
前
掲
論
文
（
注
26
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、デ
ュ
レ
の
著
作
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、後
に
木
村
荘
八
に
よ
る
英
訳
本
か
ら
の
重
訳
が
『
現

代
の
洋
画
』
第
一
七
号
・
別
冊
（
一
九
一
三
・
八
）
に
掲
載
さ
れ
、
木
村
著
『
後
期
印
象
派
』
下
巻
（
一
九
二
〇
・
一
、
洛
陽
堂
）
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）�

永
井
隆
則
は
、
生
馬
の
文
章
の
全
体
に
つ
い
て
、
カ
ミ
ー
ユ
・
モ
ー
ク
レ
ー
ル
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ピ
カ
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
、
マ
イ
ヤ
ー
︲
グ
レ
ー
フ
ェ
、
ユ

イ
ス
マ
ン
ス
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
永
井
、
注
55
に
同
じ
、
二
九
頁
。

（
57
）�Cam

ille�M
auclair,�LʼIm

pressionnism
e, Son H

istoire, Son E
sthétique, Ses M

aîtres,�Paris,�1904.�

生
馬
の
文
中
に
「
同
氏
著�

“LʼIm
pression マ

マism
e

”�

第
一
、

二
章
参
照
」
と
あ
る
（
同
号
、
三
一
頁
）。
永
井
隆
則
、
前
掲
書
参
照
。
な
お
、
本
書
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
後
に
、
木
村
荘
八
・
真
田
久
吉
・
多
胡
淳
一
に
よ
る

部
分
訳
が
、『
現
代
の
洋
画
』（
第
一
〇
号
（
一
九
一
三
・
一
）、
第
一
一
号
（
同
・
二
）、
第
一
二
号
（
同
・
三
）、
第
一
六
号
（
同
・
七
）、
第
一
七
号
（
同
・
九
）、
第

二
八
号
（
一
九
一
四
・
七
））
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
、
柳
沢
健
訳
の
『
印
象
派
の
画
家
』（「
美
術
叢
書
」
第
六
輯
、
一
九
一
六
・
八
、
向
陵
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
58
）�

木
下
長
宏
『
思
想
史
と
し
て
の
ゴ
ッ
ホ　

複
製
受
容
と
想
像
力
』（
一
九
九
二
・
七
、
学
藝
書
林
）、
五
〇
︲
五
一
頁
。

（
59
）�

注
26
に
同
じ
、
二
四
八
頁
。

（
60
）�

稲
賀
繁
美
「
東
洋
の
セ
ザ
ン
ヌ
―
「
革
命
の
画
家
」
か
ら
「
東
洋
の
隠
者
」
へ
―
」、
稲
賀
著
『
絵
画
の
臨
界
』（
前
掲
）、
二
七
八
頁
。
な
お
、
稲
賀
は
、
モ
ー
ク
レ
ー

ル
の
著
書
（
注
57
）
の
影
響
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
61
）�

デ
ュ
レ
の
原
文
（
注
55
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
は
一
九
二
三
年
の
版
に
拠
る
。
ま
た
、
参
考
の
た
め
に
、
木
村
荘
八
の
訳
文
を
あ
わ
せ
て
挙
げ
て

お
く
。
木
村
訳
は
、
英
訳
本�M

anet and the French Im
pressionists,�London,�1910.�

か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。

�

　

�　

Puisquʼil�peint�m
aintenant�uniquem

ent�pour�lui-m
êm

e,�il�peindra�de�cette�sorte�qui�lui�perm
ettra�le�m

ieux�dʼobtenir�la�réussite�diffi
cile�
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quʼil�conçoit.�Il�nʼy�aura�donc�dans�sa�facture�aucune�trace�de�ce�que�lʼon�peut�appeler�la�virtuosité,��il�ne�se�perm

ettra�jam
ais�ce�travail�

facile�du�pinceau,�donnant�des�à�peu�près.�Il�procède�dʼune�m
anière�serrée.�Il�tient�les�yeux�obstiném

ent�fixés�sur�le�m
odèle�ou�le�m

otif,�de�

façon�à�ce�que�chaque�touche�soit�bien�m
ise,�pour�contribuer�à�établir�sur�la�toile�ce�quʼil�a�devant�lui.�Il�pousse�si�loin�la�probité�à�rendre�

sincèrem
ent�lʼobjet�de�sa�vision,

…
…�

（T
héodore�D

uret,�H
istoire des Peintres Im

pressionnistes, Paris,�1923,�pp.137-138

）

�
　

�　

い
つ
も
彼
は
自
分
自
身
の
為
め
に
の
み
描
き
、
視
界
の
中
に
あ
る
至
難
な
効
果
を
最
も
よ
く
摑
ま
へ
ら
れ
想
な
手
法
で
描
い
た
。
彼
の
手
際
は
巧
み
だ
と
云
へ
想

で
は
先
づ
無
い
、
訳
も
な
い
効
果
を
引
き
出
す
筆
の
容
易
な
使
ひ
工
合
ひ
に
彼
は
屈
し
な
か
つ
た
。
彼
は
極
度
の
細
心
を
持
て
描
い
た
。
そ
の
描
い
て
居
る
主
題
や

モ
デ
ル
に
深
く
注
視
し
て
製
作
し
、
そ
し
て
目
の
前
の
感
じ
を
精
確
に
画
布
へ
移
す
行
き
方
で
一
々
筆
触
を
取
り
扱
つ
た
。
彼
は
此
の
信
実
、
そ
の
視
る
物
を
着
実

に
描
出
す
る
此
の
考
へ
を
拡
く
用
ゐ
た
。�

（
木
村
荘
八
訳
テ
オ
ド
ル
・
ド
ユ
レ
「
セ
ザ
ン
ヌ
」『
現
代
の
洋
画
』
第
一
七
号
・
別
冊
、
一
九
一
三
・
八
、七
三
頁
）

（
62
）�Judith�Cladel,�A

uguste R
odin, LʼŒ

uvre et lʼH
om

m
e,�Bruxelles,�1908.

（
63
）�Ém

ile�Bernard,�

“Souvenirs�sur�Paul�Cézanne�et�Lettres�Inédites

”,�1907.�

永
井
隆
則
、
前
掲
書
（
注
55
）
に
拠
る
、
八
七
頁
。

（
64
）�

南
明
日
香
「
セ
ザ
ン
ヌ
変
奏
―
有
島
生
馬
の
描
い
た
芸
術
家
像
」（『
現
代
文
学
』
二
〇
〇
五
・
一
二
）
は
、『
白
樺
』
以
外
で
の
、
ま
た
こ
れ
以
降
の
生
馬
の
小
説
の
中

に
描
か
れ
た
芸
術
家
像
を
点
検
し
て
お
り
、
興
味
深
い
研
究
で
あ
る
。
中
で
も
、「
或
る
方
角
」（
一
九
一
九
年
一
二
月
執
筆
、『
片
方
の
心
』（
一
九
二
四
・
五
、
プ
ラ

ト
ン
社
）
収
録
）
を
論
じ
、「
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
セ
ザ
ン
ヌ
像
」
を
「
Ｐ
Ｃ
」
と
し
て
造
型
し
、
そ
れ
に
惹
か
れ
る
主
人
公
川
島
の
「
破
滅
的
な
人
生
」
を
描
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
四
四
︲
四
七
頁
。

（
65
）�

こ
の
光
太
郎
の
文
章
は
、『
ス
バ
ル
』
第
一
年
第
九
号
、第
一
〇
号
（
一
九
〇
九
・
九
、一
〇
）
掲
載
の
「H

EN
RI-M

A
T

ISSE

の
画
論
（
一
）」「
同
（
二
）」
を
修
正
し
て
、

再
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
巻
第
一
号
「
編
輯
室
に
て
」、
二
七
四
頁
、
参
照
。

（
66
）�Paul�Gauguin�et�Charles�M

orice,�N
oa N

oa,�Paris,�1901.�

た
だ
し
、
小
泉
の
訳
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。

（
67
）�

注
28
に
同
じ
、
五
六
一
頁
。

（
68
）�

長
与
善
郎
「
わ
が
心
の
遍
歴
」（
一
九
五
九
・
七
、
筑
摩
書
房
）。
引
用
は
、
筑
摩
叢
書
版
（
一
九
六
三
・
七
）
に
拠
る
、
一
一
二
︲
一
一
三
頁
。

（
69
）�

引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
一
二
巻
（
一
九
九
九
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
、
一
五
九
頁
。

（
70
）�

柳
宗
悦
「「
白
樺
」
の
仲
間
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
五
五
・
二
・
七
）。
引
用
は
、『
柳
宗
悦
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
八
一
・
八
）
に
拠
る
、
四
六
九
︲
四
七
〇
頁
。
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（
71
）�

注
24
に
同
じ
、
二
三
五
頁
。

（
72
）�

注
71
に
同
じ
。
ま
た
、
東
珠
樹
も
、「
初
期
の
白
樺
同
人
の
絵
を
見
る
目
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
美
術
史
的
で
は
な
く
、
文
学
者
―
当
然
の
こ
と
な
が
ら
―
の
そ
れ

か
ら
一
歩
も
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
定
説
化
し
て
い
る
。
東
珠
樹
「
白
樺
派
と
近
代
美
術
」（
東
著
『
白
樺
派

と
近
代
美
術
』
一
九
八
〇
・
七
、
東
出
版
）、
一
四
頁
。

（
73
）�Julius�M

eier-Graefe,�E
ntw

ickelungsgeschichte der M
odernen K

unst,�Stuttgart,�1904.�

た
だ
し
、
柳
は
英
訳
本
、M

odern A
rt,�London,�N

ew
�Y

ork,�

1908.�

で
読
ん
だ
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の�V

olum
e I�Book��II

は�

“The�Pillars�of�M
odern�Painting

”�

で
、
そ
の
最
終
章
が�

“Renoir�and�H
is�

Circle
”�で
あ
る
。

（
74
）�Julius�M

eier-Graefe�

の
著
書
の
英
訳
本
（
注
73
）
で
該
当
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
。

�

　

�　

T
hey�had�learnt�nothing�;�som

e�of�them
�cam

e�from
�the�low

est�social�stratum
.�T

hey�w
ere�all�revolutionaries,�and�that�w

hich�w
as�offered�

them
�as�long�as�they�had�patience�to�listen�to�others,�w

as�so�essentially�trivial�and�ephem
eral,�that�their�spirit�of�revolt�drove�them

�to�

deny�the�value�of�teaching�altogether,�and�begin�w
ith�N

ature.�

（
…
…
）�But�these�very�elem

ents�m
ake�them

�belong�to�us�and�perhaps�to�us�

alone.�

（M
odern A

rt,�V
olum

e�I,�p.296

）

�

　

柳
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
既
に
、「
革
命
」
と
い
う
語
を
画
家
た
ち
に
冠
し
う
る
こ
と
を
原
書
か
ら
学
ん
で
い
た
と
い
え
る
。

（
75
）�C.�Lew

is�H
ind,�T

he Post Im
pressionists,�London,�1911.

（
76
）�

さ
ら
に
「
之
は
新
し
い
本
で
挿
画
も
鮮
明
で
記
事
も
面
白
く
書
い
て
あ
る
。
殆
ど
一
週
間
程
毎
夜
二
三
の
同
人
を
集
め
た
程
、
此
本
は
吾
々
に
騒
ぎ
だ
つ
た
本
で
あ
る
」

（
同
号
、
三
〇
頁
）
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）�

注
５
に
同
じ
、
五
四
頁
。

（
78
）�

注
24
に
同
じ
、
二
三
四
頁
。

（
79
）�

引
用
は
、『
柳
宗
悦
全
集
』
第
二
一
巻
上
（
一
九
八
九
・
七
、
筑
摩
書
房
）
に
拠
る
、
五
三
頁
。

（
80
）�

注
26
に
同
じ
、
二
五
三
︲
二
五
四
頁
、
二
五
七
頁
。

（
81
）�

ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
の
著
書
（
注
75
）
の
中
か
ら
、
こ
れ
に
近
い
部
分
を
探
す
と
す
れ
ば
、
以
下
の
部
分
だ
ろ
う
か
。
参
考
の
た
め
に
、
木
村
荘
八
の
訳
文
を
あ
わ
せ
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て
挙
げ
て
お
く
。

�

　

�A
rt�is�not�beauty.�It�is�expression�;�it�is�alw

ays�decorative�and�em
otional.�A

nd�it�can�be�greatly�intellectual�too.�

（
…
…
）A

rt�is�m
ore�than�

the�Em
otional�U

tterance�of�Life.�It�is�the�Expression�of�Personality�in�all�its�littleness,�in�all�its�im
m

ensity.�A
�m

an�w
ho�express�him

self�

sincerely�can�extract�beauty�from
�anything.�

（T
he Post Im

pressionists,�p.2

）

�
　

�　
W

hy�should�a�group�of�pictures�arouse�such�enthusiasm
�and�interest?�Because�of�the�spirit,�the�enduring�idea�at�the�back�of�them

,�

spiritual�rather�than�m
aterial,�the�cry�for�freedom

,�for�a�clearer,�sim
pler,�sw

ifter,�m
ore�salient�and�m

ore�personal�w
ay�of�expressing�w

hat�

w
e�see�and�feel�in�this�w

onderful�w
orld.�

�

（Ibid.,�p.17

）

�

　

�

芸
術
は
美
で
は
な
い
。
表
現
で
あ
る
。
常
に
装
飾
的
で
あ
り
感
情
的
で
あ
る
。
そ
し
て
又
至
大
に
知
解
的
な
り
得
る
。（
中
略
）
芸
術
は
生
の
感
情
的
言
辞
を
超
越
し

て
居
る
。
そ
の
極
微
よ
り
無
限
に
至
る
迄
芸
術
は
人
格
の
表
現
で
あ
る
。
そ
の
身
自
か
ら
を
純
誠
に
表
現
し
た
人
は
万
象
に
美
を
指
示
し
得
る
の
だ
。

�
�

（
木
村
荘
八
訳
リ
ュ
ヰ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
「
後
期
印
象
派
論
」『
現
代
の
洋
画
』
第
一
七
号
・
別
冊
（
一
九
一
三
・
八
）、
一
︲
二
頁
）

�

　

�　

何
故
、
何
枚
か
の
絵
が
か
ヽ
る
熱
情
と
興
味
と
を
引
き
起
し
た
の
で
あ
ら
う
？
即
は
ち
画
の
背
後
に
隠
れ
た
る
実
体
的
で
あ
る
よ
り
も
心
霊
的
で
あ
る
意
想
、
自

由
に
対
す
る
絶
叫
と
も
云
ふ
可
き
精
神
に
就
て
ヾ
あ
る
。
よ
り
以
上
明
快
に
よ
り
以
上
単
純
に
よ
り
以
上
速
か
に
、
そ
し
て
よ
り
以
上
跳
躍
し
、
我
々
の
此
の
奇
異

な
る
世
界
に
見
、
感
ず
る
物
を
表
現
す
る
の
に
、
よ
り
以
上
個
性
的
な
る
道
に
向
つ
て
ヾ
あ
る
。�

�

（
同
号
、
八
頁
）

�

　

ハ
イ
ン
ド
の
文
章
と
柳
の
文
章
と
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
と
隔
た
り
と
が
確
認
で
き
る
。

（
82
）�

ハ
イ
ン
ド
の
文
章
の
次
の
よ
う
な
部
分
が
、
か
ろ
う
じ
て
こ
れ
に
近
い
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
木
村
荘
八
の
訳
文
を
参
考
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

�

　

�Behind�the�m
ovem

ent�there�is�a�purpose,�an�idea�partaking�m
ore�of�the�spiritual�than�the�m

aterial.�M
ere�picture-m

aking�w
as�lifted�into�a�

larger�region.�A
�few

�perceived�the�goal�of�search,�and�w
ondered.�/�But�the�differences�of�opinion�w

ere�bew
ildering.�T

o�som
e,�the�pictures�

w
ere�a�crim

e,�sprung�from
�the�devil�;�to�others,�they�w

ere�a�revelation,�God-inspired.

（
…
…
）�Like�them

�or�loathe�them
,�but�adm

it�that�

these�m
en�at�their�best�are�them

selves,�naked�souls�before�the�living�God,�searching�eye�and�eager�heart,�seeking�the�soul-m
eaning�behind�

the�bodily�form
s,�dutiful�to�tradition,�but�violently�aw

are�of�being�alive�
―�a�V

an�Gogh�actively,�a�Cézanne�passively.

�
�

（T
he Post Im

pressionists,�pp.4�-�5

）
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�

　

�

此
の
運
動
の
背
後
に
は
意
志
が
あ
る
、
実
体
的
な
る
よ
り
も
以
上
に
心
霊
的
な
る
思
想
が
あ
る
。
単
な
る
絵
画
製
作
は
為
め
に
よ
り
以
上
に
大
き
い
所
へ
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
あ
る
者
は
探
求
の
標
的
を
認
め
た
、
そ
し
て
彷
徨
し
た
。
然
し
主
張
の
相
違
に
は
困
惑
し
た
。
或
者
に
と
つ
て
、
此
等
絵
画
は
悪
魔
よ
り
生
れ
た
る
罪
で

あ
つ
た
。
他
の
者
に
取
つ
て
は
天
帝
の
下
せ
る
黙
示
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
彼
等
を
好
愛
せ
よ
、
然
ら
ざ
れ
ば
彼
等
を
憎
悪
せ
よ
、
然
し
此
の
事
を
許
容
し
て
の
上
で

あ
る
、
即
は
ち
、
彼
等
は
そ
の
最
善
に
於
て
彼
等
自
身
で
あ
つ
た
。
生
け
る
神
の
前
に
赤
裸
の
心
霊
を
持
つ
た
、
探
求
せ
る
目
、
高
潮
に
在
る
心
、
体
躯
を
な
す
形

体
の
背
後
に
心
霊
の
意
義
を
看
取
し
、
伝
統
に
忠
実
に
然
も
生
き
て
居
る
と
云
ふ
事
を
激
し
く
痛
感
し
た
、
―
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
オ
ホ
発
動
的
。
セ
ザ
ン
ヌ
受
動
的
。

�
�

（『
現
代
の
洋
画
』
第
一
七
号
・
別
冊
、
三
頁
）

�

　

柳
の
文
章
は
ハ
イ
ン
ド
の
文
章
と
や
は
り
隔
た
っ
て
い
る
。
前
注
（
注
81
）
と
の
二
つ
の
例
か
ら
見
て
も
、
柳
が
、「
精
神
」（spirit

）
と
か
、「
思
想
」（idea

）
な

ど
の
語
に
は
注
目
を
示
さ
ず
、
ひ
た
す
ら
「
個
性
」
や
「
自
己
の
存
在
」
に
焦
点
を
移
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
83
）�

注
25
に
同
じ
、
三
三
六
︲
三
三
七
頁
、
三
五
〇
︲
三
五
一
頁
。

（
84
）�

注
25
に
同
じ
、
三
五
六
︲
三
五
七
頁
。

（
85
）�

こ
の
文
章
で
は
、
文
中
に
、「
以
上
の
伝
記
は�Zeitschrift�für�Bildende�K

unst.�N
eue�Folge�X

IX
.�6.�

に
出
て
ゐ
る�Jens�T

hüs�

氏
の
書
い
た
も
の
に
よ
る
」
と

あ
る
、
同
号
、
七
六
頁
。
ま
た
、
文
末
に
は
、
実
篤
が
見
た
参
考
文
献
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当
該
の
記
事
を
書
い
た
「
ヱ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
ス
」
が
ム
ン
ク
の
友
人
で
あ

る
こ
と
、
一
九
〇
八
年
刊
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
86
）�

木
下
長
宏
「
日
本
近
代
に
お
け
る
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」（
圀
府
寺
司
編
『
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
神
話
』
一
九
九
二
・
四
、
全
国
朝
日
放
送
株
式
会
社
）、
一
七
七
頁
。

（
87
）�

『
層
雲
』
第
二
巻
第
二
号
（
一
九
一
二
・
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
其
妹
ク
ェ
ス
ネ
の
「　

ン
ツ
ェ
ン
ト
の
思
出
」（Q

uesne�van�Gogh,�

Persönliche�Erinnerungen�an�V
incent�van�Gogh.�M

ünchen.�1911

）�

と
、
マ
ツ
ク
ス
、
ア
イ
ス
ラ
ー
の
紹
介
（D

ie�neue�Rundschau.�Feb.�1911.

）
と
を

参
照
し
て
此
稿
を
草
す
る
」
と
あ
る
。

（
88
）�

『
白
樺
』
第
二
巻
第
二
号
、
第
六
号
、
第
九
号
に
連
載
し
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
原
本
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
、V

incent�van�Gogh,�Briefe,�Berlin.�

と
さ
れ
て
い
る
。

（
89
）�

冒
頭
の
記
載
か
ら
、Julius�M

eier-Graefe,�V
incent van G

ogh,�M
ünchen,�1910.�

あ
る
い
は�Julius�M

eier-Graefe,�Im
pressionisten,�M

ünchen�und�Leipzig,�

1907.�

の�

“Vincent�van�Gogh

”�の
章
に
拠
っ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
。

（
90
）�

こ
の
文
章
は
、
実
篤
著
『
生
長
』（
一
九
一
三
・
一
二
、
洛
陽
堂
）
に
収
録
さ
れ
る
際
に
、
内
容
は
そ
の
ま
ま
に
、
標
題
が
「
ゴ
オ
ホ
の
二
面
」
と
改
め
ら
れ
る
。『
生
長
』

井ヸ
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の
「
序
」
に
は
、「
一
面
0

0

と
云
ふ
よ
り
も
二
面
0

0

と
云
ふ
方
が
真
に
近
い
と
思
つ
た
の
で
改
題
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
柳
宗
悦
「
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
オ
ホ
に
関
す
る

著
書
」
を
見
れ
ば
、
彼
ら
は
マ
イ
ヤ
ー
︲
グ
レ
ー
フ
ェ
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
原
書
に
接
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

（
91
）�

注
58
に
同
じ
、
六
二
頁
。

（
92
）�
例
え
ば
、
マ
イ
ヤ
ー
︲
グ
レ
ー
フ
ェ
に
依
拠
す
る
、
同
号
の
阿
部
次
郎
「
ゴ
ー
ホ
の
芸
術
」
に
は
、
ア
ル
ル
時
代
の
ゴ
ッ
ホ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
部
分
が
あ
る
。

�
　

�　

此
国
に
来
て
ゴ
ー
ホ
の
興
奮
は
非
常
で
あ
つ
た
。
彼
は
猛
烈
に
痛
快
に
、貪
る
が
如
く
此
国
の
輝
き
渡
る
花
か
さ
を
描
い
た
。
火
を
以
て
火
に
向
ふ
の
で
あ
る
。（
中

略
）
燃
え
尽
す
は
自
然
の
結
果
で
あ
つ
た
。
自
明
の
結
論
と
し
て
滅
尽
を
予
想
す
る
が
故
に
悲
壮
で
あ
る
。
終
局
に
急
ぐ
人
の
悲
し
き
運
命
の
物
語
に
も
拘
ら
ず
美

し
い
。
不
幸
な
る
人
々
の
絶
叫
の
上
に
火
炎
の
中
か
ら
立
騰
つ
て
観
者
の
眼
を
魅
し
去
る
栄
光
の
如
く
に
崇
高
で
あ
る
。（
中
略
）
ア
ー
ル
時
代
の
ゴ
ー
ホ
の
作
品
に

は
戦
争
が
一
層
明
瞭
に
、
往
々
耳
を
聾
す
る
爆
声
を
以
て
、
燃
焼
し
た
。
燃
焼
す
る
天
空
の
下
に
彼
の
絵
も
亦
炎
と
な
つ
た
。（
同
号
、
五
七
︲
五
八
頁
）

（
93
）�

武
者
小
路
実
篤
「
バ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
の
画
」、
実
篤
著
『
美
術
を
語
る
』（
一
九
四
二
・
一
二
、
文
芸
春
秋
社
）
収
録
。
引
用
は
、『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
一
二
巻

（
一
九
八
九
・
一
〇
、
小
学
館
）
に
拠
る
、
四
七
七
︲
四
七
八
頁
。

（
94
）�

志
賀
の
美
術
に
対
す
る
鑑
賞
眼
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
お
り
、一
九
九
六
年
に
は
、奈
良
県
立
美
術
館
に
お
い
て
、「
志
賀
直
哉
の
空
想
美
術
館
―
文
豪
と
美
の
交
遊
」

展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
95
）�

注
34
に
同
じ
、
二
五
九
頁
。

（
96
）�

志
賀
直
哉
「
美
術
の
鑑
賞
に
つ
い
て
―
「
少
年
美
術
館
」
の
為
に
―
」（『
図
書
』
一
九
五
〇
・
一
〇
）。
引
用
は
、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
八
巻
（
一
九
九
九
・
七
、
岩

波
書
店
）
に
拠
る
、
三
〇
五
︲
三
〇
七
頁
。

※�

な
お
、『
白
樺
』
か
ら
の
引
用
は
、『
復
刻
版　

白
樺
』（
一
九
八
八
・
一
～
一
九
八
九
・
三
、
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
本
文
に
拠
り
、『
現
代
の
洋
画
』
か
ら
の

引
用
は
、
復
刻
版
『
現
代
の
洋
画
』（
一
九
八
九
・
六
、
臨
川
書
店
）
の
本
文
に
拠
っ
た
。

　

�

ま
た
、『
復
刻
版　

白
樺
』
の
「
附
録
」
所
収
の
深
萱
和
男
編
「
総
目
次
」、
お
よ
び
『『
白
樺
』
誕
生
一
〇
〇
年　

白
樺
派
の
愛
し
た
美
術
』
展
図
録
（
京
都
文
化
博
物
館
・

宇
都
宮
美
術
館
・
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
・
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
・
読
売
新
聞
大
阪
本
社
文
化
事
業
部
編
、
二
〇
〇
九
・
六
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
）
所
載
の
古

谷
可
由
・
水
木
祥
子
編
「『
白
樺
』
掲
載
図
版
お
よ
び
美
術
関
連
記
事
」
は
、
注
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
多
く
の
調
査
作
業
の
中
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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※
図
版
一
覧

①　

柳
敬
助
《
病
婦
》　
『
日
展
史
』
第
２
巻
『
文
展
編　

二
』（
日
展
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
八
〇
・
一
〇
、
社
団
法
人
日
展
）
所
載
の
図
版
（
三
一
九
頁
）
か
ら
の
転
載
。

②　

シ
ン
プ
ソ
ン
《
イ
ブ
セ
ン
》
有
島
生
馬
刻
木
版　
『
白
樺
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
一
〇
・
八
）
挿
画　

日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
本
よ
り
。

③　

オ
ル
リ
ッ
ク
《
画
家
ホ
ド
ラ
ー
》
柳
宗
悦
刻
木
版　
『
白
樺
』
第
一
巻
第
七
号
（
一
九
一
〇
・
一
〇
）
挿
画　

日
本
近
代
文
学
館
蔵
本
よ
り
。

④　
��

ク
リ
ン
ガ
ー
《In�flagranti

》（
現
場
に
踏
み
込
ん
で
）M

ax�Schm
id,�K

linger,�K
ünstler-M

onographien,�V
ol.�X

LI,�Bielefeld�und�Leipzig,�1906,�p.61.　

個
人

蔵
本
よ
り
。

⑤　

ム
ン
ク
《
叫
び
》
石
版　
『
白
樺
』
第
三
巻
第
四
号
（
一
九
一
二
・
四
）
裏
絵　

日
本
近
代
文
学
館
蔵
本
よ
り
。

⑥　

ゴ
ッ
ホ
《
自
画
像
（
パ
イ
プ
を
銜
へ
た
る
）》　
『
白
樺
』
第
二
巻
第
一
〇
号
（
一
九
一
一
・
一
〇
）
口
絵　

日
本
近
代
文
学
館
蔵
本
よ
り
。
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Western Art in Shirakaba: Focusing on Western Art Introduction in the First Years

� Yasutsugu��SHIMIZU

Abstract

　　Although�Shirakaba（『白樺』,�1（10/0（－1（（3/08）was�a�literary�coterie�journal,�it�also�

dealt�deeply�with�art�and�introduced�various�forms�of�Western�art�in�Japan.�This�paper�

focuses�on�the�inaugural�period�of�the�journal:�in�particular�the�strong�impact�of�Western�

art�on� the�members,�continuing� introductory�articles,�and�concrete�as�well�as�general�

observations� of� the� relation�between�Shirakaba� and�Western� art.�Furthermore,� the�

meaning�of�Western�art�to�the�members�will�be�clarified.�

　　A�mixture�of�many�artistic�elements�can�be�seen�in�the�initial�issues.�Shirakaba�took�

over�journals�such�as�Myōjō（『明星』）,�but�soon�thereafter�their�unique�interactions�with�

art�began�to�take�shape.

　　The�first�charges�of�introducing�Western�art�were�Kojima�Kikuo（児島喜久雄）,�who�

was�an�art�major�at�Tokyo�Imperial�University,�and�Arishima�Ikuma（有島生馬）,�a�painter�

who� had� studied� abroad;� they�were�members� that� had� specialty� knowledge� and�

experience.�However,�Kojima’s�academic�mindset�and�prudence�did�not�conform�to� the�

demands�of�the�journal’s�editing.�Ikuma�became�lost�between�the�traditional�art�he�learned�

in�Europe�and�newness�he�found�in�Cézanne,�thus�his�introductions�showed�contradictions.�

　　After� the� second�volume,� there�was� a� change� in� the�members� of�Western� art�

introductions:�Mushanokoji�Saneatsu（武者小路実篤）,�Yanagi�Muneyoshi（柳宗悦）,�Satomi�

Ton（里見弴）,�and�others,�who�were�amateurs�regarding�art,�became�the�critics.�More�

liberal� approaches� to� art� appeared� in�Shirakaba�and� it�possessed�an�appeal� that� art�

specialty�journals�did�not�have.�Regarding�the�art�introductions�in�Shirakaba,�traditionally,�

it�has�been�pointed�out� that� it� lacked�awareness�of�art-understanding�and�art-history.�

However,�the�introductions�written�by�the�amateurs�contained�artists’�biographies�and�a�

knowledge� of� the�works;� at� the� same� time� they�became� a� place� for� the�members�

themselves� to�progress�with� impressions� to� art� as� ‘nourishment’.�This� is� concretely�

verified�by�looking�specifically�at�Yanagi�and�Saneatsu�in�this�paper.

　　Yanagi�“Revolutionary�Painters”（「革命の画家」Vol.�3�No.�1,�1（1（/01）�enthusiastically�

talks�about� the�value�of�Post-Impressionism.�He�praised�how� they�had� thrown�away�

traditional�methods�and�only�followed�individuality�and�emphasized�the� ‘revolution’�from�
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tradition� to� individuality.�This� introduction� recognized� individuality� in� people� and�

contained�a�message�that�the�correct�way�to�live�was�to�nurture�their�individuality.�

　　Saneatsu�“One�Aspect�of�van�Gogh”（「ゴオホの一面」Vol.�3�No.�11,�1（1（/11）�discusses�

van�Gogh�as�a�painter�suffering�from�contradicting�desires.�He�walked�the�path�of�selfish�

desire�to�use�his�artistic�gift.�However,�by�devoting�himself� to�that�path,�he� left�behind�

moving�works�and�began�to�realize�altruistic�desire.�Then,�as�Saneatsu�writes,�van�Gogh’s�

conflicted�life�becomes�a�supporting�power�to�those�living�according�to�their�individuality.�

　　The�members�of�Shirakaba�marveled�at�Western�art�and�perceived� the�works�as�

blossoms�of�the�artist.�They�also�believed�there�was�something�similar�to�the�artists�inside�

themselves.�Following�Western� art� introductions,� a� challenge� to� live� according� to�

individuality�manifested�amongst� the�members.�At� that� time,�Western�art�became�a�

supportive�presence� for�them.�The�beliefs�shared�by�members�of�Shirakaba�took�shape�

and�they�believed�in�individuality�because�of�their�interactions�with�Western�art.




